
令
和
元
年
6
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
511
号 令

和
元
年
6
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
511
号

発
行
人
：
向
山
洋
一　
編
集
人
：
向
山
洋
一　
発
行
：
東
京
教
育
技
術
研
究
所　
〒
１
４
２
ー
０
０
６
４ 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12　

 

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

すべての子供の学力を保障する

教育

教
育

7
月
号 

２
０
１
９　

東京教育技術研究所

東
京
教
育
技
術
研
究
所

トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

7
月
号 

２
０
１
９

特
集
・
子
供
に
力
を
付
け
る„
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
“大
全

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2019.7
子供に力を付ける
“TOSS型ノート指導”大全
子供に力を付ける
“TOSS型ノート指導”大全特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

松崎　力　　物語の主題は６つの手順でつかむ
戸村　隆之　文章構造と筆者の一番言いたいことを
　　　　　　ひと目でノートにまとめさせる
橋本　信介　ノートは思考の基地である
星野　優子　美しいノートのイメージを共有する
久野　歩　　ノートまとめは基礎学力を保障する
進士かおり　勉強の仕方を身に付けるためのノート
河田　孝文　観察はノートにさせる
小森　栄治　実験を振り返ることができるようにかく
木村　重夫　まだ間に合うノートスキル指導
小嶋　悠紀　「丁寧さ」を「継続的に」指導し続けることで
　　　　　　激変するミニ定規指導
太田　政男　「TOSS メモ」は調べ学習に最適である
平山　靖　　プログラミングの授業で
　　　　　　「紙のノート」を使ったら効果倍増
許　鍾萬　　「思考を見える化」するノート活用法
鈴木　良幸　東大受験にも対応する「TOSS ノート」



トークライン活用法
 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

t 4 x 6 n f
（ティー・よん・エックス・ろく・エヌ・エフ）

※有効期間：2019年6月15日～ 9月14日

ID：TL7

視聴できます！
入手できます！！❶ トークラインのWEBページ

 「デジタル・トークライン」
本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。

1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで見ら
れます。

2 コピーフリーページ（p.36）で紹介して
いるコンテンツを、ダウンロードして自
由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

★ 「お試し版」のページができました！（トッ
プページのバナーからアクセスできます）

 ご紹介いただく際にご利用ください。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所との
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

「教育トークライン」誌とともに、“クラス全員が熱中
する教材”もぜひご利用ください。

東京教育技術研究所
《お問合せ・ご連絡先》東京教育技術研究所

https://www.tiotoss.jp

価格 4,000 円（税込）

　本ファイルに B5判の学習テンプレート（別売り）を挟み、
市販のホワイトボードマーカーとイレイサーを使って運
筆や文字、 文章や計算の書き方を学習することができます。
　鉛筆よりも少ない力で
書けて、 間違えてもすぐ
に消して何度でもやり直
しができます。 書くこと
に苦手意識をもちやすい
発達障害のある子供や、
特別支援を要する子供に、
個別の合理的配慮を提供
できます。

書くことが苦手な子も学習できる
「トレースくん」！

トレースくん

＜先生の声＞
　特別支援教育を必要
とする子供の中には、書
くことを苦手としてい
る子がいます。
　特に微細運動障害のある子
は、手や指を使った運動が苦手
で、 鉛筆で書くこと自体がス
トレスになっている場合があ
ります。
 「トレースくん」は、 マーカー
を使って書くため、鉛筆よりも
大きな動き、 そして太い字で
書くことができるので子供た
ちがストレスなく学習に取り
組めるとても優れた教材です。

 「トレースくん」に挟みこむ学習テンプレートです。
　小学校１年で習うひらがな・カタカナ・漢字はもちろん、基礎となる運筆の練習
も収録してあります。

学習テンプレート　国語１年
価格 5,500 円（税込）

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

「怒り」を
どう造形するか
酒井臣吾

そのための形はどうすべきか、色彩はどうすべ
きかを具体的に提案する。（本誌Ｐ32）
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第
三
章　

子
ど
も
を
動
か
す
法
則

　

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
く
れ
る
教
師
の

い
う
こ
と
な
ら
、
子
ど
も
は
心
か
ら
従
う
の
で
あ
る
。

　

評
価
を
す
る
と
は
、
ま
ず
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
て
あ

げ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
を
ほ
め
て
や
る
こ
と
だ
。

　

ほ
め
て
ほ
め
て
ほ
め
ま
く
る
く
ら
い
、
良
い
と
こ
ろ

を
見
て
い
て
や
る
こ
と
だ
。

　

そ
れ
か
ら
、
悪
い
と
こ
ろ
を
叱
れ
ば
い
い
。

　

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
く
れ
る
教
師
の
い

う
こ
と
な
ら
、
子
ど
も
は
心
か
ら
従
う
の
で
あ
る
。

　

ほ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
動
か
す
。

　

私
が
出
会
っ
た
教
師
の
中
で
、私
が
す
ご
い
な
と
思
っ

た
教
師
は
、
例
外
な
く
、
ほ
め
る
こ
と
の
上
手
な
教
師

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
け
っ
し
て
、
子
ど
も
の
名

前
を
よ
び
す
て
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
教

師
と
子
ど
も
の
関
係
が
良
質
の
品
位
で
保
た
れ
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
ほ
め
る
」
と
は
、
何
か
ら
何
ま
で
ほ
め

る
こ
と
で
は
な
い
。
ほ
め
る
に
値
す
る
も
の
を
見
つ
け

る
目
も
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
す
ば
ら
し
い

行
為
を
す
ば
ら
し
い
と
思
う
感
性
も
必
要
と
す
る
。
そ

う
で
な
い
と
、
口
先
だ
け
の
「
ほ
め
こ
と
ば
」
に
な
っ

て
し
ま
う
。「
叱
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
動
か
す
」

か
「
ほ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
動
か
す
」
か
を

見
る
だ
け
で
も
、
そ
こ
に
は
、
教
育
の
格
の
ち
が
い
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（『
向
山
洋
一
教
育
要
諦
集
』
第
六
巻 

七
八
頁
・
新
書
版
14 

一
七
九
頁
） 

　

昨
年
十
一
月
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
浜
松
き
ら
り
タ
ウ

ン
教
室
は
開
校
し
た
。
開
校
し
て
十
日
間
で
八
人
の
子
供
た
ち
が
無
料
体
験

学
習
を
し
、
全
員
が
入
会
し
た
。
十
二
月
は
、
三
人
が
無
料
体
験
学
習
に
来

て
く
れ
た
。
手
応
え
は
十
分
あ
っ
た
が
、
三
人
と
も
入
会
し
な
か
っ
た
。
入

会
に
結
び
付
か
な
か
っ
た
原
因
は
、
私
の
う
ぬ
ぼ
れ
や
焦
り
だ
と
思
っ
た
。

自
分
に
も
分
か
ら
な
い
、
何
か
し
ら
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
も
思
っ
た
。

一
月
の
体
験
学
習
は
、
二
人
。
こ
こ
で
も
私
は
敗
北
す
る
。
こ
れ
で
五
人
連

続
入
会
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
五
人
目
に
、
漢
字
プ
リ
ン
ト
で
ゆ
び
書
き
を
教
え
て
い
た
と
き
の
こ

と
。
ゆ
び
書
き
も
そ
こ
そ
こ
に
、
鉛
筆
を
持
っ
て
な
ぞ
り
書
き
を
や
ろ
う
と

し
た
の
で
、
私
は
、
と
っ
さ
に
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
！
」
と
言
っ
た
。
言
っ

た
途
端
、
そ
の
子
は
机
に
突
っ
伏
し
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
付
き
添
い

の
両
親
の
前
で
、
三
十
分
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　

四
十
五
人
の
子
供
が
通
っ
て
い
る
、
杉
山
裕
之
氏
の
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
教
室
を
見

学
し
た
。
ど
の
子
に
も
名
前
一
文
字
一
文
字
に
赤
鉛
筆
で
丸
を
付
け
て
い
た
。

名
前
だ
け
で
は
な
い
。
学
年
に
も
、
日
付
に
も
丸
を
付
け
て
い
た
。
鮮
烈
な

衝
撃
だ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
発
行
の
『
１
分
間
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
』（
Ｓ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、Ｃ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
共
著　

向
山
洋
一
訳
）
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」

に
、
実
際
の
丸
付
け
の
例
と
と
も
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

「
マ
ル
の
数
を
で
き
る
だ
け
多
く
す
る
。
す
ぐ
れ
た
教
師
の
配
慮
で
あ
る
。」

　

杉
山
氏
の
「
褒
め
る
」
は
本
物
で
あ
る
。「
褒
め
る
」
こ
と
を
「
続
け
る
」

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
向
山
洋
一
氏
の
思
想
が
体
現
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
き
っ
と
子
供
の
心
の
薄
皮
一
枚
一
枚
を
剥
が
し
て
い
く
日
々
が
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
、
慢
心
、
う
ぬ
ぼ
れ
、
想
像
力
の
欠
如
は
な
い
。

　

あ
の
と
き
、
五
人
目
の
子
の
名
前
一
文
字
一
文
字
に
、
最
初
に
丸
を
付
け

て
力
強
く
褒
め
て
い
た
ら
、
全
く
違
っ
た
展
開
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
私
の
敗
北
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
ど
も
未
来 

副
理
事
長　

高た
か

山や
ま 

佳よ
し

己み

）
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関
澤
陽
子

50

関
澤
陽
子

51

広
瀬　

翔

54

上
野
一
幸

55

堀
田
和
秀

52

小
井
戸
政
宏

53

松
崎　

力

12

戸
村
隆
之

13

橋
本
信
介

14

星
野
優
子

15

久
野　

歩

16

進
士
か
お
り

17

河
田
孝
文

18

小
森
栄
治

19

木
村
重
夫

20

小
嶋
悠
紀

21

太
田
政
男

22

平
山　

靖

23

許　

鍾
萬

24

鈴
木
良
幸

25

小
林
智
子

28

太
田
政
男

30

酒
井
臣
吾

32

加
藤
佑
典

34

佐
々
木
翔
平

35

塩
谷
直
大

35

千
葉
雄
二

36

向
山
行
雄

8

10

竹
岡
正
和

26

巻頭論文

向
山
洋
一

4

師
尾
喜
代
子

70

向
山
恵
理
子

71

美
崎
眞
弓

72

中
井　

光

37

安
原
昭
博

56

小
嶋
悠
紀

57

小
野
隆
行

58

小
柳
憲
司

59

山
崎
克
洋

62

板
倉
弘
幸

63

谷　

和
樹

64

伴　

一
孝

65

長
谷
川
博
之

66

門
間
政
博

67

松
崎　

力

68

谷　

和
樹

69

小
塚
祐
爾

60

塩
谷
直
大

61

山
口
浩
彦

78

髙
橋
史
朗

73

手
塚
美
和

75

桑
原
和
彦
／
原
田
朋
哉

75

向
山
洋
一
／
谷　

和
樹

768080

①
本
誌
の
内
容
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
②
向
山
著
作
を
は
じ

 
め
と
す
る
T
O
S
S
関
連
論
文
を
追
試
、
そ
の
他
の
名
目
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
こ
と
も
禁
じ
ま
す
。
③
授
業
ま
た
は
研
究
等
で
必
要
な
場
合
は
、
T
O
S
S
代
表
向
山
洋
一
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
④
著
作
権
法
を
無
視
し
続
け
た
場
合
に
は
、
法
的
措
置
を
取
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

警告 子
供
に
力
を
付
け
る

„
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
“
大
全

基
礎
・
基
本

３
年
﹁
こ
ん
虫
を
調
べ
よ
う
﹂
の

基
礎
・
基
本

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

３
年
﹁
こ
ん
虫
を
調
べ
よ
う
﹂
の

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

音
声
が
先
、
文
字
は
後

シ
ベ
リ
ア
の
暮
ら
し

情
報
モ
ラ
ル
教
材
は
、﹁
約
束
を
守
れ
る
か
ど
う
か
﹂
を

問
う
の
が
定
石
で
あ
る

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る

﹁
話
す
こ
と
︵
発
表
︶﹂
の
指
導

物
語
の
主
題
は
６
つ
の
手
順
で
つ
か
む

文
章
構
造
と
筆
者
の
一
番
言
い
た
い
こ
と
を

　

ひ
と
目
で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
る

ノ
ー
ト
は
思
考
の
基
地
で
あ
る

美
し
い
ノ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る

ノ
ー
ト
ま
と
め
は
基
礎
学
力
を
保
障
す
る

勉
強
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
た
め
の
ノ
ー
ト

観
察
は
ノ
ー
ト
に
さ
せ
る

実
験
を
振
り
返
る
こ
と
が

　

で
き
る
よ
う
に
か
く

ま
だ
間
に
合
う
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
指
導

﹁
丁
寧
さ
﹂
を
﹁
継
続
的
に
﹂
指
導
し
続
け
る
こ
と
で

　

激
変
す
る
ミ
ニ
定
規
指
導

﹁
T
O
S
S
メ
モ
﹂
は
調
べ
学
習
に

　

最
適
で
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で

　
﹁
紙
の
ノ
ー
ト
﹂
を
使
っ
た
ら
効
果
倍
増

﹁
思
考
を
見
え
る
化
﹂
す
る
ノ
ー
ト
活
用
法

東
大
受
験
に
も
対
応
す
る
﹁
T
O
S
S
ノ
ー
ト
﹂

特別連載授業が激変!
TOSS指導法最前線

外
国
人
観
光
客
に
、
自
分
の
街
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
作
文
を
攻
略
す
る

﹁
怒
り
﹂
を
ど
う
造
形
す
る
か

ク
ラ
ス
全
員
が
熱
中
す
る
こ
の
教
材
！

キ
レ
や
す
い
中
学
生
に
も
有
効
な
教
材

特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
を
理
科
好
き
に
す
る

　
﹁
わ
く
わ
く
ず
か
ん
﹂︵
正
進
社
︶

S
T
E
M
教
育
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の

　

基
本
知
識
が
学
べ
る

研
究
主
任
日
記　

　

学
校
の
教
育
活
動
を
創
造
す
る
①

新
時
代
の
学
校
物
語
【
16
】

熱
中
症
対
策

■ 

向
山
洋
一
の
教
育
理
論

高
山
佳
己

1
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向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
二
一

向
山
の
ノ
ー
ト
指
導

　

理 科
「
基
礎
・
基
本
の
授
業
例
」
と
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
授
業
例
」

中
学
校
の
授
業
実
践

新
学
習
指
導
要
領
対
応　

道
徳
・
英
語
の
授
業
実
践

自
然
に
意
見
の
交
流
が
生
ま
れ
る

　

授
業
を
つ
く
る

特
別
支
援
教
育　

専
門
家
の
視
点
＆
全
国
で
大
人
気 
小
嶋
・
小
野
二
人
の＂
特
別
支
援
教
育
の
指
導
シ
ス
テ
ム
“

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

教師必読！ トラブ
ルに巻き込まれな
いための予備知識

向
山
先
生
の
仕
切
る
知
的
会
議　

　

向
山
行
雄
先
生
が
参
加
す
る
中
央
事
務
局
会
議

オ
ク
ム
師
匠
の
教
え
⑯

向
山
先
生
の
一
番
弟
子

同
僚
か
ら
い
じ
め
を
受
け
て

　

退
職
を
考
え
る
ほ
ど
悩
ん
で
い
る
場
合 

Ⓐ

限
局
性
学
習
症
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

友
達
に
暴
力
を
繰
り
返
す
子
供
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

繰
り
上
が
り
の
あ
る
た
し
算
が
う
ま
く
い
か
な
い

不
登
校
の
基
礎
に
あ
る
も
の
②

﹁
総
合
的
な
学
習
の
時
間
﹂
に
子
供
が
本
気
に
な
る

　

観
光
・
ま
ち
づ
く
り
教
育

跳
び
箱
論
争
で
新
た
な
論
点
を
見
出
す
︵
前
編
︶

授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
6　
﹁
授
業
で
の
対
応
・
応
答
﹂
⑯

弱
者
は
﹁
協
調
﹂
の
道
を
選
ぶ
。
迷
惑
だ

﹃
生
徒
の
心
を
わ
し
づ
か
み
！　

長
谷
川
博
之
の
﹁
学
級
通
信
﹂

　

３
６
５
日
全
記
録 

上
巻
﹄︵
学
芸
み
ら
い
社
︶
発
刊

﹁
叱
ら
な
い
﹂
の
呪
縛
で
失
っ
た
信
用

出
口
論
争
を
可
能
に
し
た
遠
景

ア
メ
リ
カ
の
教
育
現
場 

Ⓐ

新
し
い
時
代
の
教
育
課
題

地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
社
会
貢
献
教
育　

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

い
じ
め
予
防
に
こ
そ
、

　

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
研
究
成
果
を
生
か
す

﹁
体
験
﹂
を
支
え
る
﹁
段
取
り
術
﹂

﹁
子
ど
も
観
光
大
使
育
成
の
秘
訣
﹂

　

地
域
、
保
護
者
に
応
援
団
を
作
る

特別連載

脳
科
学
と
教
育
　
第
四
回

﹁
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ロ
キ
ア
ム
﹂
と

　

道
徳
心
理
学
・﹁
道
徳
脳
﹂
研
究

◆ 

T
O
S
S 

最
新
セ
ミ
ナ
ー
情
報

　

 

全
国
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
紹
介

◆ 

向
山
・
谷
日
記

◆ 

今
月
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン

　

 

編
集
後
記
／
次
号
予
告

写真で解説！
TOSS流

板書術・ノート術

英
語

道
徳

地
理

英
語

[国算]　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

国
語﹁
お
お
き
な
か
ぶ
﹂
は

絶
対
向
山
洋
一
氏
の
追
試
を
し
よ
う
！

算
数
具
体
物
か
ら
数
字
へ

国
語﹁
じ
ゅ
ん
じ
ょ
よ
く
書
こ
う
﹂

算
数
図
と
数
直
線
と
言
葉
の
往
復
を
さ
せ
る

国
語﹁
俳
句
に
親
し
も
う
﹂

算
数
大
き
な
数
は
﹁
位
の
物
差
し
﹂
で

国
語﹁
自
分
の
考
え
を
つ
た
え
る
に
は
﹂

算
数
平
行
四
辺
形
の
作
図

国
語
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
さ
せ
る
４
つ
の
段
階

算
数﹁
力
を
つ
け
る
も
ん
だ
い
﹂
の
扱
い
方

国
語
子
供
を
熱
中
さ
せ
る
に
は

﹁
探
す
﹂
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る

算
数﹁
比
と
そ
の
利
用
﹂
難
所
は
２
つ

１年２年３年４年５年６年

授業技量向上の法則

勇　

和
代

38

関
澤
陽
子

39

溝
端
久
輝
子

40

小
松
裕
明

41

笠
井
美
香

42

黒
滝
誠
人

43

安
江　

愛

44

中
野
慎
也

45

石
坂　

陽

46

村
野　

聡

47

竹
岡
正
和

48

林　

健
広

49

特 集

TOSS
タイプライターテキスト

TOSS
タイプライターテキスト

TOSS
タイプライターテキスト
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向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
二
一

日
本
教
育
技
術
学
会
会
長
・
T
O
S
S
代
表

　

私
は
、
ノ
ー
ト
指
導
を
、
学
年
は
じ
め
に
徹
底
し
て
い
た
。

　

基
本
は
、
丁
寧
に
、
ノ
ー
ト
に
ゆ
っ
た
り
と
、
大
切
な
こ
と

を
中
心
に
書
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
、
一
つ
一
つ
具
体
的
に
場
面
を
出
し
て
、
説
明
し
た
。

一

　

例
え
ば
、
算
数
の
式
と
答
え
を
書
く
場
合
、
左
に
式
、
右
に

答
え
を
書
く
よ
う
な
と
き
は
、「
式
」
と
「
答
え
」
の
間
に
指

が
二
本
入
る
よ
う
に
空
け
な
さ
い
と
指
導
す
る
。

　

そ
し
て
、
机
間
巡
視
を
し
な
が
ら
確
認
す
る
。

「
間
が
狭
い
」
子
に
は
「
も
っ
と
広
く
」
と
指
示
を
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
向
山
学
級
に
は
「
つ
わ
も
の
」
が
育
つ
。

「
も
っ
と
広
く
し
な
さ
い
。
指
が
二
本
入
ら
な
い
で
し
ょ
う
」

と
私
が
指
示
す
る
と
「
人
差
し
指
、
中
指
」
の
二
本
を
平
面
に

し
て
い
た
子
が
、
一
瞬
で
「
先
生
、
二
本
入
り
ま
す
」
と
言
っ

て
「
二
本
の
指
を
重
ね
て
」
ノ
ー
ト
に
置
い
た
。
確
か
に
二
本

入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
「
ど
う
反
応
す
る
」
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
「
す
ご
い
ね
、
す
ぐ
に
頭
が
回

転
す
る
ん
だ
ね
」
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
知
性
的
反
応
」

が
、
私
は
好
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、怒
る
こ
と
は
な
い
。
笑
い
な
が
ら
「
な

る
ほ
ど
」
と
言
っ
て
「
次
の
と
き
は
﹃
指
二
本
を
平
ら
に
並
べ

て
お
く
ん
だ
よ
﹄
と
言
う
こ
と
に
す
る
よ
」
と
返
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
知
的
な
反
応
は
「
全
て
良
い
」
わ
け
で
は
な
い

が
、
多
く
は
楽
し
く
面
白
い
場
合
が
多
い
。
教
室
の
中
に
も
、

知
的
な
雰
囲
気
が
伝
わ
る
。

二

　

社
会
科
の
ノ
ー
ト
は
「
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る
」
よ

う
に
さ
せ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
で
や
る
の
で
、
人
に
よ
っ
て
違
う
。
す
て

き
な
ノ
ー
ト
も
多
い
。

「
二
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
限
定
も
大
切
で
、
こ
の
点
を
抜
か
す
と
、

一
人
で
四
ペ
ー
ジ
、
五
ペ
ー
ジ
も
書
く
子
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ

が
続
く
と
、
一
人
で
十
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
子
も
出
て
く
る
。

　

こ
れ
で
は
、
子
供
の
労
力
を
い
た
ず
ら
に
使
わ
せ
て
い
る
。

「
二
ペ
ー
ジ
」
に
「
ま
と
め
る
」
と
い
う
、
二
つ
の
言
葉
の
限

定
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

向
山
の
ノ
ー
ト
指
導

ノ
ー
ト
指
導
は
学
年
は
じ
め
に
徹
底
す
る
。
向
山
学
級
の
指
導
の
一
端
を
ご
紹
介
す
る
。

師尾学級のノート＜算数＞
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下
の
ノ
ー
ト
は
、
京
都
に
つ
い
て
ま
と
め
た
五
年
生
の
ノ
ー

ト
で
あ
る
。

「
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ー

ワ
ー
ド
重
要
事
項
か
ら
選
択
さ
れ
、「
ノ
ー
ト
の
書
き
方
」
に

も
工
夫
が
加
え
ら
れ
る
。「
ベ
タ
ベ
タ
書
く
。
ズ
ラ
ズ
ラ
書
く
」

と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
ノ
ー
ト
が
立
体
的
に
構
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

理
科
の
ノ
ー
ト
は
課
題
に
つ
い
て
書
き
、
証
明
の
方
法
が
選

択
さ
れ
、
実
験
、
観
察
の
結
果
が
表
、
図
、
文
な
ど
で
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

実
験
の
授
業
の
と
き
な
ど
は
、
私
は
ノ
ー
ト
に
次
の
こ
と
を

書
か
せ
る
（
全
員
に
）。
班
で
相
談
し
て
よ
い
。

　

実
験
の
や
り
方

　

実
験
の
問
い

　

必
要
な
も
の

　

必
要
な
も
の
は
、
一
、
二
、
三
の
番
号
を
振
っ
て
持
っ
て
来

る
。

「
書
い
て
な
い
も
の
は
貸
し
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
で
き
ち
ん
と

確
か
め
て
か
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

こ
の
よ
う
に
言
う
。
子
供
た
ち
の
話
合
い
が
一
気
に
「
本
気

モ
ー
ド
」
に
な
っ
て
い
く
。

〈
追
記
〉
国
語
の
授
業
で
「
話
合
い
」「
討
論
」
を
さ
せ
る
と
き
、

「
自
分
の
意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。
発
表
は
ノ
ー
ト
に

書
い
て
あ
る
こ
と
だ
け
で
す
」
と
指
導
す
る
。

　

こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、
子
供
の
「
話
合
い
」
が
一

気
に
向
上
す
る
。

　

理
科
、
社
会
科
な
ど
の
授
業
で
も
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
て
か
ら
発
表
さ
せ
て
い
た
。
こ
う
す
る

と
「
発
表
」
の
内
容
、
レ
ベ
ル
が
急
上
昇
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
師
尾
学
級
の
四
月
初
め
の
自
学
ノ
ー
ト
に
は
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
テ
ー
マ
が
出
さ
れ
た
。

「
楽
し
い
と
愉
快
の
違
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
結
び
方
」「
法
定
伝

染
病
」「
マ
ッ
チ
箱
を
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
落

と
し
て
立
た
せ
る
方
法
」
な
ど
、
広
が
り
を
も
つ
。

　

マ
ッ
チ
箱
の
立
た
せ
方
は
大
人
気
で
あ
っ
た
。
夕
食
の
と
き
、

親
子
で
楽
し
ん
だ
人
も
多
い
。

　

自
学
ノ
ー
ト
は
「
宿
題
」
に
さ
れ
、
子
供
が
家
で
書
い
て
き

た
。

師尾学級のノート＜社会＞

師尾学級のノート＜理科＞
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

の

物
語

新
時
代

16

熱
中
症
対
策

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

文
部
科
学
省
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
日

に
初
等
中
等
教
育
局
長
名
で
、
教
室
の
望
ま

し
い
温
度
を
変
更
す
る
通
知
を
出
し
た
。
そ

の
通
知
で
は
、
教
室
の
望
ま
し
い
温
度
の
基

準
を
「
十
七
度
以
上
二
十
八
度
以
下
」
に
見

直
し
た
。

　

現
在
、
全
国
の
公
立
学
校
施
設
の
エ
ア
コ

ン
設
置
状
況
は
多
様
で
あ
る
。
平
成
二
十
九

年
時
点
で
、
千
葉
県
の
公
立
小
中
学
校
普
通

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
四
四
・
五
％
。

約
半
数
の
教
室
に
し
か
設
置
し
て
い
な
い
。

船
橋
市
、
浦
安
市
な
ど
が
一
〇
〇
％
な
の
に

対
し
て
、
館
山
市
、
一
宮
町
な
ど
は
〇
％
。

八
千
代
市
は
〇
・
九
％
。
孫
の
通
う
小
学
校

に
も
エ
ア
コ
ン
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

過
日
、
自
民
党
の
二
階
幹
事
長
が
八
千
代

市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
、
各
小
学
校
長
に

現
状
を
尋
ね
た
。
国
会
は
、
二
〇
一
八
年
秋

の
臨
時
国
会
で
、
各
会
派
の
全
員
賛
成
で
エ

ア
コ
ン
設
置
の
補
正
予
算
を
決
め
た
。

　

早
け
れ
ば
今
夏
、
あ
る
い
は
来
夏
、
暑
い

教
室
が
幾
ら
か
は
改
善
さ
れ
、
熱
中
症
対
策

に
も
効
果
が
あ
る
は
ず
だ
。

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
豊
田
市
の

Ｕ
小
学
校
の
教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
担
任
の
若
い
教
師
は
、
当
該

児
童
を
教
室
の
風
通
し
の
よ
い
場
所
で
休
ま

せ
た
が
、
体
調
は
回
復
し
な
か
っ
た
。
も
し

教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ
た
ら
、
上
昇
し
た

体
温
を
も
っ
と
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
。

三 

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

　

全
国
の
学
校
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症
の

発
生
件
数
は
次
の
と
お
り
。

　

二
〇
一
五
年
度　

四
四
五
二
件　

　

二
〇
一
六
年
度　

四
六
九
四
件

　

二
〇
一
七
年
度　

四
九
四
十
件

　

こ
の
う
ち
の
大
多
数
が
、
中
学
校
、
高
校

の
部
活
動
中
の
事
故
だ
。
や
や
古
い
が
、
一

九
九
〇
年
度
か
ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で
の
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
の
九
五
％
が
中
学
校
、

高
校
の
部
活
動
で
の
事
案
で
あ
る
。
野
球
、

ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
の
順
に
多
い
。

　

今
回
の
豊
田
市
で
発
生
し
た
生
活
科
の
公

園
探
検
の
よ
う
な
事
案
は
極
め
て
珍
し
い
。

そ
れ
だ
け
、
近
年
の
夏
の
暑
さ
が
厳
し
い
と

し
て
、
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
公
園
に

出
か
け
た
。一
一
時
三
〇
分
頃
、学
校
に
戻
っ

た
。
当
該
児
童
は
、
一
一
時
五
〇
分
頃
に
教

室
で
意
識
不
明
に
な
り
、
二
〇
分
後
に
市
内

の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
そ
の
日
の
午
後
に

死
亡
し
た
。
当
該
児
童
は
、
普
段
か
ら
体
調

に
問
題
は
無
か
っ
た
が
、
公
園
へ
の
行
き
帰

り
で
は
、
列
か
ら
離
れ
気
味
。
学
校
へ
戻
っ

た
後
に
﹃
疲
れ
た
﹄
な
ど
と
話
し
て
い
た
た

め
、
担
任
が
教
室
の
風
通
し
の
よ
い
場
所
へ

連
れ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
唇
の
色
が
紫

色
に
変
色
す
る
等
急
速
に
悪
化
し
た
と
い

う
﹂

　

こ
の
日
、
愛
知
方
面
は
、
早
朝
か
ら
県
内

全
域
に
「
高
温
注
意
報
」
が
出
さ
れ
て
い
た
。

豊
田
市
で
は
、
十
三
時
四
十
五
分
に
教
室
内

で
三
十
七
度
、
公
園
で
三
十
八
度
に
達
し
た
。

　

Ｕ
小
学
校
の
教
師
は
、
学
校
を
出
発
す
る

前
、
現
地
で
の
公
園
、
帰
校
後
な
ど
に
水
分

補
給
を
さ
せ
て
い
た
。

　

昨
年
は
東
京
で
も
六
月
中
に
梅
雨
明
け
し
、

高
温
の
日
が
続
い
た
。
東
京
で
も
暑
い
日
が

続
い
た
が
、
愛
知
県
の
暑
さ
は
そ
れ
よ
り
も

厳
し
い
。

　

東
京
で
は
、
ど
の
小
学
校
に
も
エ
ア
コ
ン

若
い
養
護
教
諭
の
み
。
屋
上
に
あ
る
プ
ー
ル

を
機
会
あ
る
ご
と
に
点
検
す
る
。
体
育
主
任

は
教
科
主
任
の
中
で
最
も
多
忙
だ
。
大
抵
は

若
手
か
ら
中
堅
教
師
が
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

若
い
時
代
に
、
体
育
主
任
を
経
験
し
て
、
全

校
的
視
点
で
仕
事
を
す
る
の
は
、
教
師
と
し

て
の
職
能
向
上
に
役
立
つ
。

　

き
っ
と
今
年
の
夏
も
、
全
国
の
学
校
で

プ
ー
ル
の
担
当
者
が
多
忙
な
夏
を
過
ご
し
て

い
る
。恐
ら
く
は
、高
い
気
温
に
も
気
を
配
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

二 

豊
田
市
の
熱
中
症
事
故

　

二
〇
一
八
年
七
月
十
七
日
、
豊
田
市
の
Ｕ

小
学
校
で
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
た
。
毎
日
新
聞
は
次
の
記
事
を
載
せ
た
。

﹁
こ
の
日
の
午
前
九
時
五
〇
分
頃
、
一
一
二

名
の
一
年
児
童
を
四
名
の
学
級
担
任
が
引
率

う
か
、
気
掛
か
り
に
な
る
。
水
温
や
気
温
が

低
い
と
入
れ
な
い
。
体
調
が
悪
い
と
入
れ
な

い
。
近
年
は
、
熱
中
症
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

暑
す
ぎ
る
と
プ
ー
ル
の
授
業
を
中
止
に
す
る
。

　

夏
の
プ
ー
ル
は
、
学
校
に
と
っ
て
、
最
も

気
を
遣
う
仕
事
だ
。
開
始
前
の
清
掃
と
排
水

口
な
ど
の
安
全
点
検
、更
衣
室
の
整
備
、コ
ー

ス
ロ
ー
プ
や
ビ
ー
ト
板
の
点
検
、
水
泳
前
健

康
診
断
の
実
施
、
保
護
者
へ
の
通
知
、
水
泳

カ
ー
ド
配
付
、
水
泳
補
助
員
の
確
保
、
一
年

生
へ
の
事
前
指
導
、
水
泳
救
助
法
研
修
、
機

械
操
作
の
習
熟
、
水
泳
日
誌
の
作
成
と
管
理
、

必
要
な
薬
品
の
補
充
、
薬
剤
師
に
よ
る
検
査
、

日
常
の
水
質
管
理
、
減
水
・
増
水
の
調
節
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
警
報
の
警
戒
、
夜
間
の
不

審
者
侵
入
の
警
戒
、
夏
季
休
業
中
水
泳
教
師

の
準
備
。

　

中
堅
教
師
時
代
に
、
体
育
主
任
を
三
年
間

経
験
し
た
。
単
学
級
で
体
育
部
員
は
、
私
と

一 

夏
の
プ
ー
ル
始
ま
る

　

暑
い
夏
。
七
月
生
ま
れ
の
我
が
身
に
、
七

月
の
風
情
は
心
地
良
い
。

　

街
角
に
七
夕
飾
り
、「
氷
」
と
染
め
抜
い
た

幟の
ぼ
り

、
店
先
の
青
々
と
し
た
ス
イ
カ
、
七
月
の

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

の
品
々
、
夏
祭
り
を
知
ら
せ
る
貼

り
紙
、
中
元
の
缶
ビ
ー
ル
。

　

毎
年
、
八
千
代
市
内
の
特
別
支
援
学
校
の

生
徒
が
育
て
た
朝
顔
の
鉢
を
二
つ
買
う
。
十

月
ま
で
一
つ
二
つ
と
花
を
咲
か
せ
る
。

　

学
校
の
七
月
は
開
放
的
だ
。
確
か
に
教
室

は
暑
い
。
暑
す
ぎ
る
。
し
か
し
、
間
も
な
く

訪
れ
る
夏
休
み
が
楽
し
み
で
、
心
が
う
き
う

き
す
る
。

　

夏
の
プ
ー
ル
が
始
ま
る
と
、
プ
ー
ル
を
中

心
に
学
校
が
回
る
。
子
供
た
ち
は
、
プ
ー
ル

の
支
度
、
朝
の
検
温
も
い
と
わ
な
い
。
登
校

す
れ
ば
、
今
日
は
プ
ー
ル
に
入
れ
る
の
か
ど
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イラスト：柳岡紋佳

1 教科別　図解で力を付けるノート指導の型
2 「算数ノートスキル」を活用すればどの子のノートも美しくなる
 「TOSSミニ定規」を使わせるコツで平均点15点アップ

3 「TOSSメモ」と「TOSSノート」を
 使った調べ学習で意欲アップ

4 プログラミングの授業で
 「紙のノート」を使ったら効果倍増
 インターネット調べ学習で
 「紙のノート」を使ったら論理的になる

5 TOSS型ノート指導は
 一流大学合格につながるのか

を付ける
TOSS型ノート指導“ ”

大全

力子供に子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集
2019年

７月号
特集

か
に
次
の
よ
う
な
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

１　

日
付
や
ペ
ー
ジ
な
ど
が
き
ち
ん
と
書

か
れ
て
い
る
。

２　

ス
ッ
キ
リ
と
余
白
を
取
っ
て
書
か
れ

て
い
る
。

３　
「
ミ
ニ
定
規
」
を
使
っ
て
丁
寧
に
書
か

れ
て
い
る
。

４　

濃
い
目
の
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
、い
わ
ば
「
ノ
ー
ト
指
導
の
型
」

の
よ
う
な
も
の
を
、
教
科
ご
と
に
具
体
的
に
特

集
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
シ
ア
ト
ル
で
現
地
の
方
向
け
の
学
校

を
経
営
す
る
校
長
先
生
に
お
会
い
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
「
算
数
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
」
を
お
見
せ
し
た

と
こ
ろ
、
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
の
英
語
版

が
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、「
算
数
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
」「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
ミ
ニ
定
規
」「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
」
こ
う
い
っ
た
「
優
れ
も
の
ツ
ー
ル
」

を
使
い
こ
な
し
、
子
供
た
ち
の
学
力
を
グ
ン
と

ア
ッ
プ
さ
せ
る
ノ
ー
ト
指
導
の
特
集
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷	

和
樹
）

　

子
供
た
ち
に
「
力
が
付
か
な
い
」
ノ
ー
ト
指

導
の
代
表
は
こ
れ
で
す
。

　

×
板
書
を
写
す
だ
け
の
ノ
ー
ト
指
導

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
の
向
山
洋
一
氏
は
、
そ
も
そ

も
ほ
と
ん
ど
板
書
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

板
書
を
し
な
く
て
も
、
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト

は
美
し
く
、
ス
ッ
キ
リ
と
書
か
れ
て
お
り
、
学

力
は
伸
び
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ー
ト

指
導
の
「
コ
ツ
」
が
あ
り
ま
す
。

〈
国
語
〉

　

例
え
ば
、
要
約
指
導
で
す
。

①
自
分
の
要
約
を
書
か
せ
る
。

②
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
導
す
る
。

③
再
度
、
要
約
を
書
か
せ
る
。

④
「
体
言
止
め
」
を
指
導
す
る
。

⑤
再
々
度
、
要
約
を
書
か
せ
る
。

　

子
供
た
ち
の
要
約
は
激
変
し
ま
す
。

　

ノ
ー
ト
に
は
、
書
き
直
し
た
要
約
と
キ
ー

ワ
ー
ド
が
順
序
良
く
書
か
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
物
語
文
の
指
導
で
す
。

「
話
者
の
視
点
」
や
「
対
比
」
を
教
え
る
場
面

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

話
者
は
ど
こ
か
ら
見
て
い
ま
す
か
？

　

絵
に
描
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
に
は
、
物
語
の
一
場
面

の
絵
が
描
か
れ
ま
す
。

　

視
点
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
「
目
玉
」
や
「
矢

印
」
な
ど
で
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
比
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
ど
れ
と
ど
れ

で
す
か
。
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
き
出

し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
に
は
、
対
比
さ
れ
て
い

る
言
葉
が
上
下
に
書
か
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
言
葉
が
ズ
ラ
ッ
と
両
矢
印
で
つ
な

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
な
ぜ
そ
れ
が
対
比
だ
と
思
う
の
か

も
書
か
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
優
れ
た
ノ
ー
ト
指
導
に
は
、
第
一

に
次
の
特
徴
が
あ
る
の
で
す
。

　

図
解
的
で
あ
る
。

　

優
れ
た
ノ
ー
ト
指
導
と
い
う
の
は
、
単
に
板

書
を
写
す
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
算
数
〉

　

算
数
も
同
様
で
す
。

　

向
山
氏
は
、
算
数
の
時
間
に
も
板
書
を
ほ
と

ん
ど
し
ま
せ
ん
。
構
造
的
な
板
書
も
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
し
っ
か
り
と
ノ
ー
ト

を
書
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
書
き
方
を
使
い
こ
な

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑴ 「
式
と
計
算
と
答
え
」
の
三
点
セ
ッ
ト
で

書
く
。

⑵ 「
補
助
計
算
」
を
き
ち
ん
と
書
く
。

⑶
線
分
図
や
数
直
線
、
面
積
図
、
関
係
図

な
ど
の
図
解
を
使
っ
て
立
式
す
る
。

　

や
は
り
「
図
解
的
」
な
の
で
す
。

　

社
会
も
理
科
も
同
じ
で
す
。

　

ノ
ー
ト
を
取
る
優
れ
た
方
法
と
し
て
は
、
ほ
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ノートは以下の順に書く。

①　

登
場
人
物
を
分
析
す
る
。

②　

中
心
人
物
を
分
析
す
る
。

③　

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
分
析
す
る
。

④　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
分
析
す
る
。

⑤　

前
後
を
比
較
・
分
析
す
る
。

⑥　

主
題
を
分
析
す
る
。

文章構造と筆者の一番言いたいことを
ひと目でノートにまとめさせる
５年説明文「見立てる」のノート事例。この直後の「生き物は円柱形」
でも同じようにノートにまとめさせる。「生き物は円柱形」であれば、
11段落に筆者の言いたいことが書かれている。これを向山型要約指導で
30字程度にまとめさせる。キーワードは「生き物」「多様」「共通性」で
ある。キーワードを確定させれば、子供の要約はほぼ同じ文になる。

物語の主題は
６つの手順でつかむ
主題をつかむためには、「登場人物」「中心人物」「エピソード」
「クライマックス」「前後の比較」「主題」という６つの手順がある。
これらを順番に検討することで、構造化した板書やノートになる。

東京都目黒区立烏森小学校 栃木県真岡市立真岡東小学校戸
と

村
むら

 隆
たか

之
ゆき

松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

国語（説明文） 国語（物語文）

　

説
明
文
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
文
章
全
体
の
構
造
を
読

み
取
る
こ
と
で
あ
る
。

　

光
村
図
書
五
年
「
見
立
て
る
」「
生
き
物
は
円
柱
形
」

の
授
業
を
例
に
す
る
。
光
村
図
書
の
学
年
最
初
の
説
明
文

単
元
は
、
短
い
文
章
で
文
章
構
造
の
例
示
が
さ
れ
、
そ
の

後
、
長
い
説
明
文
が
あ
る
。

　

短
い
説
明
文
章
で
、
文
章
読
解
の
基
本
型
を
学
ば
せ
、

そ
れ
を
長
い
文
章
で
応
用
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

三
つ
の
作
業
で
、
文
章
全
体
の
構
造
を
読
み
取
ら
せ
る
。

⑴　

文
章
を
三
つ
に
分
け
る
。

⑵　

そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
の
中
心
を
一
文
で
書
く
。

⑶　

筆
者
の
一
番
言
い
た
い
こ
と
を
、
三
十
字
で
要

約
す
る
。

　

⑴
の
作
業
は
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ

に
で
き
る
。

　

⑵
の
作
業
は
、
時
間
を
掛
け
な
く
て
よ
い
。
テ
ン
ポ
良

く
進
め
る
。

　

⑶
は
、
向
山
型
要
約
指
導
で
行
う
。
指
導
の
詳
細
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
№
８
１
１
９
７
４
１
「
向
山
型
要
約
指

導
の
基
本
文
献
」（
野
口
澄
氏
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。

　

一
度
、
こ
の
基
本
型
の
指
導
を
し
て
お
く
と
、「
生
き

物
は
円
柱
形
」
で
は
、
子
供
た
ち
だ
け
で
作
業
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

画
像
は
、「
見
立
て
る
」
の
ノ
ー
ト
事
例
。
各
段
落
の

中
心
を
一
行
で
ま
と
め
、
全
体
の
構
造
を
パ
ッ
と
分
か
り

や
す
く
書
か
せ
る
。

　　

①
登
場
人
物
は
、「
舞
台
で
演

技
を
す
る
生
き
物
」
な
ど
と

定
義
し
て
検
討
す
る
。
あ
ま

り
細
か
い
も
の
に
こ
だ
わ
ら

な
い
よ
う
留
意
す
る
。
ほ
か

に
、
日
時
や
場
所
な
ど
設
定

に
関
す
る
内
容
を
分
析
す
る
。

②
中
心
人
物
を
中
心
に
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
一
人
称
・
三
人
称
な
ど
、
視
点

に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
必
ず
検
討
し
た
い
。
低
位
の
子
に
も
意
見
を
も
た
せ

る
た
め
に
三
つ
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
。
一
つ
目
は
「
何
度
も
登
場
し
て
い
る
」、

二
つ
目
は
「
時
に
は
タ
イ
ト
ル
に
も
な
る
」、
三
つ
目
は
「
思
い
や
気
持
ち
が
分

か
る
」
で
あ
る
。「
～
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
れ
ば
簡
単
に
分
か
る

が
、「
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
身
が
分
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
も
、
そ
の
人
物
に
入
ら
な

い
と
分
か
ら
な
い
情
報
な
の
で
、
中
心
人
物
と
な
る
。

③
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
心
人
物
の
行
動
を
箇
条
書
き
で
ま
と
め
る

作
業
で
あ
る
。「
～
を
し
た
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
よ
う
に
、
文
が

中
心
人
物
で
終
わ
る
よ
う
に
す
る
。
最
も
時
間
が
掛
か
る
作
業

で
あ
る
。
細
か
す
ぎ
た
り
、
大
雑
把
す
ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
数
を
十
個
程
度
に
限
定
す
る
と
よ
い
。

④
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
中
心

人
物
に
劇
的
な
変
化
が
起
こ

る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
変
化
は
、
対
役
と
の
関

係
の
中
で
成
り
立
つ
。
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
幅
が
あ
り
、

　

そ
の
中
で
も
最
も
盛
り
上
が

る
一
文
を
ピ
ナ
ク
ル
と
い
う
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
⑤
の

「
前
後
の
比
較
」
の
布
石
と

な
る
。

⑤
中
心
人
物
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
前
後
で
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ

ま
で
「
怖
い
」
と
思
っ
て
い
た

人
物
の
優
し
さ
に
触
れ
、「
本

当
は
良
い
人
な
ん
だ
」
と
考
え

や
印
象
が
変
わ
っ
て
く
る
。
こ

こ
は
対
比
で
考
え
さ
せ
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
に
書
か
せ
る
。

　

前
﹁
怖
い
﹂

↔ 
後
﹁
優
し
い
﹂

⑥
物
語
を
学
習
す
る
意
図
は
、
主
題
を
つ
か

む
こ
と
に
あ
る
。
中
心
人
物
の
変
化
を
通

し
て
、
読
者
に
伝
え
た
い
こ
と
、
そ
れ
が

「
主
題
」
と
な
る
。
通
常
、「
人
間
は
～
」「
人

生
と
は
～
」
と
い
う
形
で
表
現
さ
せ
る
。

例
え
ば
、「
人
は
見
か
け
で
判
断
し
て
は

い
け
な
い
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
は
、「
友

情
」「
真
実
」
な
ど
の
熟
語
で
表
現
し
て

も
よ
い
。

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集
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六
年
算
数
の
単
元
、
文
字
と
式
。
左
記
の
図
を
基
に
式

が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
授
業
で
あ
る
。
実
際

の
子
供
の
ノ
ー
ト
は
、
次
の
枠
囲
み
の
指
示
の
下
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一

度
、
全
体
で
例
題
を
解
い

て
い
る
の
で
、
型
を
示
す

と
同
時
に
、ポ
イ
ン
ト
（
図

形
を
分
け
る
・
引
く
・
足

す
）
の
手
順
を
示
し
、
確

認
し
て
い
く
。
作
成
後
、
早
い
児
童
に
は
、
色
を
付
け
さ

せ
る
こ
と
で
時
間
調
整
で
き
る
。

　

説
明
文
に
は
「
事
実
（
図
形
の
辺
な
ど
の
長
さ
）
・
方

法
（
分
け
る
・
足
す
）
・
立
式
し
た
理
由
」
を
追
加
す
る

こ
と
で
、
問
題
の
構
造
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

　

事
前
に
「
下
学
年
で
も
分
か
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
」

と
伝
え
た
こ
と
で
、
相
手
意
識
を
も
ち
、
既
習
の
知
識
を

活
用
し
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
師
の
意
図
的

な
声
掛
け
と
仕
掛
け
で
、
こ
れ
ま
で
メ
モ
帳
だ
っ
た
ノ
ー

ト
を
思
考
の
基
地
と
し
て
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
学
二
年
生
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
に
は
特
徴
が
あ
る
。
次
だ
。

　

余
白
を
十
分
に
取
っ
て
い
る
こ
と
。

　

ど
の
生
徒
も
、多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
、同
じ
よ
う
な
ノ
ー

ト
に
な
る
。

　

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
。

　

教
師
が
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
教
え
、
モ
デ
ル
ノ
ー

ト
を
生
徒
に
見
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

数
学
を
苦
手
と
す
る
生
徒
は
多
い
。
苦
手
な
生
徒
ほ
ど
、

計
算
式
を
小
さ
な
字
で
詰
め
て
書
い
た
り
、
グ
ラ
フ
や
図

形
を
よ
く
確
認
せ
ず
に
問
題
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
間
違

え
て
い
る
。

　

ノ
ー
ト
指
導
の
際
、「
余
白
を
多
く
し
て
、
ゆ
っ
た
り

と
書
く
こ
と
が
、ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

と
い
う
よ
う
な
趣
意
説
明
は
必
須
で
あ
る
。
し
か
し
、
言

葉
だ
け
で
は
生
徒
に
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
ら
な
い
。

　

上
図
の
よ
う
に
、
関
数
や
図
形
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応

じ
て
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
指
示
し
、「
余
白
が
多
い
」「
ゆ
っ

た
り
と
し
た
」
状
態
を
実
際
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
理
解

さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
よ
く
書
け
て
い
る
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
取
り
上

げ
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、「
美
し
い
ノ
ー
ト
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
す
る
。

　

中
高
生
に
な
る
と
「
自
分
な
り
に
工
夫
し
た
ノ
ー
ト
を

作
り
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
教
員
も
多
い
。
し
か
し
、
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
す
る
前
に
、
教
師
が
「
ノ
ー
ト
の
書

き
方
」
を
土
台
と
し
て
教
え
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

型
を
教
え
る
か
ら
こ
そ
、
個
の
工
夫
が
生
き
る
の
で
あ
る
。

▲関数分野。左ページに表・式、
　右ページにグラフをかく。

◀図形分野。証明ではノートを縦半分
　に分け、左に図、右に証明をかく。

①図に式を書き込む　②解き方の説明書を書く
③マイキャラクターにポイントをしゃべらせる

x×5＋（10－x）×12

美しいノートのイメージを
共有する
中学生にこそノート指導が必要だ。
「自分なりの工夫」は基本を教えてこそ生きる。

ノートは思考の基地である
式を読む・説明する授業と、知識・活用型ノート指導法。

埼玉県さいたま市立指扇中学校 神奈川県葉山町立葉山小学校星
ほし

野
の

 優
ゆう

子
こ

橋
はし

本
もと

 信
しん

介
すけ

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

数学（中学校） 算数（小学校）

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集
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学
期
に
一
回
程
度
で
あ
る
が
、
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の

ノ
ー
ト
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
徒
に
勉
強

の
仕
方
を
教
え
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

教
科
書
の
数
ペ
ー
ジ
を
ノ
ー
ト
二
ペ
ー
ジ
で
ま
と
め
る

に
は
、
情
報
の
取
捨
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

要
点
は
ど
こ
な
の
か
、
考
え
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
書
い
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
上
手
に
ま
と

め
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
る
の
で
、
最
初
の
ノ
ー
ト
ま
と
め

で
は
、
と
に
か
く
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
ま
と
め
ら
れ
れ
ば

合
格
と
す
る
。
教
科
書
本
文
の
丸
写
し
で
あ
っ
て
も
認
め

る
。
最
初
は
戸
惑
い
、
何
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
迷
う
生

徒
が
多
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
得
意
と
す
る
生
徒
も
必

ず
い
る
の
で
、
上
手
に
ま
と
め
て
あ
る
ノ
ー
ト
を
次
の
時

間
に
紹
介
す
る
。
す
る
と
、
迷
っ
て
い
た
生
徒
も
「
こ
ん

な
ふ
う
に
書
け
ば
い
い
の
か
」
と
分
か
り
、
次
か
ら
良
い

と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
ま
と
め
よ
う
と
す
る
。

　

良
い
見
本
と
し
て
紹
介
す
る
ノ
ー
ト
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト

に
工
夫
が
あ
り
、
ど
こ
に
何
が
書
い
て
い
る
の
か
分
か
り

や
す
い
。
ダ
ラ
ダ
ラ
と
文
章
が
続
く
の
で
は
な
く
、
枠
囲

み
で
区
切
り
、
矢
印
で
文
と
文
と
を
つ
な
い
で
い
る
。

　

箇
条
書
き
で
、
す
っ
き
り
と
要
点
を
ま
と
め
て
い
る

ノ
ー
ト
も
あ
る
。

　

絵
や
図
表
を
か
き
写
す
作
業
が
丁
寧
で
、
着
色
も
上
手

で
あ
る
。

　

良
い
見
本
を
見
せ
た
後
、
二
回
目
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
を

す
る
と
き
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
も
「
教
科
書
本
文
の
丸
写

し
は
し
な
い
」
と
い
っ
た
条
件
を
増
や
し
て
い
く
。

　

短
時
間
で
ま
と
め
る
た
め
に
こ
ち
ら
か
ら
観
点
を
示
す

場
合
や
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
使
っ
て
短
く
ま
と
め
さ
せ
る

こ
と
も
あ
る
。

　

二
回
目
は
一
回
目
よ
り
も
、
明
ら
か
に
進
歩
し
た
ノ
ー

ト
に
な
る
。
一
回
目
に
苦
労
し
た
分
、
次
は
上
手
に
書
き

た
い
と
思
う
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

文
章
だ
け
が
ず
っ
と
続
く
ノ
ー
ト
は
減
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
ノ
ー
ト
ま
と
め
の
後
、
ミ
ニ
テ
ス
ト
を
す
る
。

見
て
も
よ
い
の
は
自
分
が
ま
と
め
た
ノ
ー
ト
だ
け
で
あ
る
。

要
点
を
外
し
て
い
る
と
、
生
徒
は
テ
ス
ト
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
ミ
ニ
テ
ス
ト
の
実
施
に
よ
り
、
重
要
な
こ

と
を
見
抜
く
目
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

要
点
を
ま
と
め
、
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
力
は
、

他
教
科
の
学
習
に
も
役
立
つ
。

　

ま
た
、
授
業
で
指
定
さ
れ
た
内
容
以
外
で
も
、
例
え
ば

テ
ス
ト
勉
強
で
、
自
分
で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
い
く
と
き

に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

勉強の仕方を身に付ける
ためのノート

ノートの型を示すことで、
生徒自身が勉強の仕方を身に
付け、応用することができる。

三重県いなべ市立大安中学校 進
しん

士
じ

 かおり

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

社会（中学校） 社会（小学校）

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集

ノートまとめは
基礎学力を保障する

見開き２ページでまとめさせる
ノート指導は、子供たちの
知識の編集能力も鍛える。

東京都目黒区立五本木小学校 久
く

野
の

 歩
あゆむ

【各ステップのポイント】

　紙面が見開き２ページに限定されているこ
とで、子供たちは情報を精査しなければなら
ない。つまり、情報の編集能力も鍛えている。

　向山洋一氏は、この指導をする際に「その
ノートを見たら、100点を取れるようにまと
めなさい」と伝えている。つまり、子供たち
に重要語句などを整理させているのである。

　初めて指導する際には、子供たちに具体的
なモデルやイメージがないので、以前担任し
た子供のノートなどの見本を示すようにする。

　十分な時間が確保できない場合には、２時
間程度指導した後に家庭学習とする。

「確認の原則」や「個別評定」を生かし、作
業の途中で何度か評定を行う。最後まで書か
せてから修正させるのは難しい。

　作業途中に、子供たちに紹介したり、学級
通信に掲載したりする方法などがある。

【向山型ノートまとめの指導ステップ】

１　単元を見開き２ページでまとめさせる。

２　教科書・資料集の丸写しは認めない。

３　イラスト、図解を勧める。

４　ノート作りの時間を与える。

５　見開き２ページごとに評価する。

６　特に立派なノートは全員に紹介する。
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１ 

実
験
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
か
く

　

実
験
ノ
ー
ト
に
は
、
日
付
、
課
題
（
目
的
）、
予
想
、

方
法
、
使
っ
た
道
具
や
薬
品
、
結
果
、
考
察
を
か
く
。

　

予
想
を
立
て
に
く
い
場
合
は
、
予
想
な
し
で
も
よ
い
。

方
法
と
使
っ
た
も
の
は
図
で
表
す
よ
う
に
す
る
。
考
察
の

後
に
、
さ
ら
に
調
べ
た
い
こ
と
を
書
く
と
、
次
の
実
験
の

課
題
と
な
り
、
探
究
活
動
が
連
続
す
る
。

　

考
察
は
、「
○
○
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
い
う

タ
イ
プ
だ
け
で
は
な
い
。「
○
○
で
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
」
と
い
う
考
察
も
あ
る
こ
と
を
指
導
し
た
い
。
ま
た
、

実
験
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
失
敗
で
済
ま
さ

ず
原
因
を
考
え
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
書
く
。

　

実
験
ノ
ー
ト
は
簡
潔
に
か
け
ば
よ
い
。
た
だ
し
、
後
で

ノ
ー
ト
を
見
て
、
実
験
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
か
く
。
結

果
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
り
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
原

因
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
課
題
を
違
う

方
法
で
実
験
し
た
場
合
な
ど
、
ノ
ー
ト
を
見
せ
合
っ
て
、

情
報
交
換
す
る
こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
る
。

２ 

パ
ッ
と
見
て
分
か
る
よ
う
に

　

実
例
の
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
一
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
見
開
き

二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る
。

　

色
鉛
筆
を
使
い
、
課
題
と
予
想
を
青
、
考
察
を
赤
で
囲

む
と
課
題
と
考
察
の
対
応
が
パ
ッ
と
見
て
分
か
る
。
そ
れ

ぞ
れ
を
色
上
質
紙
に
か
い
て
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
も
よ
い
。

　

リ
ト
マ
ス
紙
な
ど
の
実
物
を
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
貼
っ

て
お
く
と
、
実
験
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
。

私
は
、
鉱
物
の
破
片
や
火
山
灰
、
食
塩
な
ど
安
全
な
も
の

は
ノ
ー
ト
に
貼
ら
せ
て
い
た
。
実
物
資
料
付
き
の
実
験

ノ
ー
ト
と
な
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
が
普
及
し
た
際
は
、

実
験
の
様
子
を
撮
影
し
て
写
真
を
ノ
ー
ト
に
貼
る
と
よ
い
。

実験を振り返ることが
できるようにかく
ノートを見て実験を振り返って妥当性を検討することや、
ほかの人がその実験を理解することができるようにかく。

日本理科教育支援センター 小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

教科別
図解で力を付ける
ノート指導の型

理科（実験） 理科（観察）

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集

１ 

観
察
ノ
ー
ト
を
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
す
る

　

観
察
は
、
全
て
ノ
ー
ト
に
さ
せ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
授
業
び
ら
き
で
「
観
察
フ
レ
ー
ム
」
を

教
え
て
お
く
。

　

最
も
効
率
的
な
教
え
方
は
、
お
手
本
を
写
さ
せ
る
こ
と

だ
。
子
供
と
同
じ
ノ
ー
ト
に
教
師
が
枠
を
か
き
、
プ
リ
ン

ト
し
て
お
け
ば
よ
い
。
い
ち
い
ち
教
え
る
よ
り
、
ず
っ
と

効
率
が
よ
い
。
で
き
れ
ば
お
手
本
も
一
緒
に
渡
す
と
、
最

初
の
観
察
か
ら
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
な
る
。

２ 

観
察
の
ポ
イ
ン
ト

「
書
く
」
と
い
う
作
業
は
、「
気
付
く
」
と
い
う
思
考
活

動
を
喚
起
す
る
。

　

気
付
か
せ
る
た
め
に
は
、「
書
く
」
た
め
の
観
点
を
も
っ

て
お
く
方
が
よ
い
。

　

理
科
の
観
察
作
業
で
は
、
次
の
観
点
を
提
示
し
て
お
く
。

・
形　

・
色　

・
匂
い　

・
長
さ　

・
重
さ　

・
個
数

・
実
際
の
大
き
さ

　

こ
れ
ら
を
絵
の
枠
に
か
き
込
ま
せ
る
。

　

そ
の
上
で
、
気
付
き
を
文
章
の
欄
に
書
き
込
ま
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
最
初
に
教
え
て
お
け
ば
、
観
察
活
動
は
、

ず
っ
と
効
率
的
で
効
果
的
な
も
の
に
な
る
。

　

教
師
は
「
観
察
を
し
ま
す
」
と
言
え
ば
よ
い
。

観察はノートにさせる
カードを用意するより、ずっと効果的で効率的である。
紛失防止にもなる。

山口県下関市立楢崎小学校 河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ
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向
山
洋
一
氏
は
言
っ
た
。

「
ノ
ー
ト
の
書
き
方
が
人
生
を
左
右
す
る
」

「
ノ
ー
ト
の
使
い
方
」
を
き
ち
ん
と
教
え
た
い
。
四
月
の

出
会
い
の
時
間
が
最
も
効
果
的
だ
が
、
気
が
付
い
た
ら
い

つ
で
も
教
え
れ
ば
よ
い
。「
算
数
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
」（
東
京

教
育
技
術
研
究
所
）
や
、
一
、
二
年
生
用
の
「
算
数
ノ
ー

ト
ス
キ
ル
」
で
あ
る
「
う
っ
ト
リ
く
ん
」（
東
京
教
育
技

術
研
究
所
）
で
は
、
な
ぞ
る
作
業
を
し
な
が
ら
、
誰
で
も

自
然
に
ノ
ー
ト
の
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
全
学

年
セ
ッ
ト
を
教
室
に
常
備
し
よ
う
。

　

向
山
氏
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
講
座
の
学
び
か
ら
構
想
追
試

し
た
。

「
算
数
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
」
の
右
ペ
ー
ジ
に
「
な
ぞ
り
書
き

筆
算
」
が
書
い
て
あ
る
と
、
多
く
の
子
供
は
な
ぞ
る
だ
け

で
順
序
を
意
識
し
な
い
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
指
示
を

す
る
。

指
示
１	

81
÷
27
。
①
と
問
題
だ
け
を
な
ぞ
り
な
さ
い
。

指
示
２ 

81
÷
27
は
３
が
立
ち
ま
す
か
ら
、
３
と
書
き
ま

す
。

指
示
３
27
×
３
を
し
ま
す
か
ら
、
補
助
計
算
の
ほ
と
書

き
ま
す
。

指
示
４ 

27
×
３
＝
81
。
書
き
な
さ
い
。

指
示
５ 

そ
の
81
が
矢
印
で
左
の
81
の
下
に
き
ま
す
。

指
示
６ 

81

－

81
＝
０
。
な
ぞ
る
ん
だ
ね
。

　

順
番
に
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
。（
向
山
氏
）

　

向
山
氏
は
こ
こ
ま
で
細
分
化
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
順
序
立

て
る
指
導
を
、
私
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ミ
ニ
定

規
の
詰
め
が
入
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
、
線
を
引
く
と
き
、
ミ
ニ
定
規
使
っ

た
人
？

　

こ
の
後
は
、
場
面
を
限
定
し
て
評
定
し
た
い
。

指
示
７ 

同
じ
よ
う
に
し
て
、
②
７
４
２
÷
14
を
順
番
に

書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
書
け
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。

　

ミ
ニ
定
規
指
導
の
難
し
さ
は
「
使
い
続
け
る
子
供
を
育

て
る
」
こ
と
に
あ
る
。

「
こ
れ
く
ら
い
は
使
わ
な
く
て
も
よ
い
か
な
」
に
対
し
て
、

い
か
に
指
導
を
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

幾
つ
か
指
導
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

① 

ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
い
る
き
れ
い
な
見
本
を
示
す

　

実
際
に
ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
い
る
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
の

見
本
を
、
学
級
通
信
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
す
る
。

　

目
立
た
な
い
け
れ
ど
も
丁
寧
に
や
っ
て
い
る
子
供
を
見

本
に
す
る
こ
と
で
、
光
を
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

学
級
通
信
で
紹
介
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
全
員
分
コ

ピ
ー
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ー
ト
に
貼
り
付
け
さ
せ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

② 

常
に
机
上
に
置
か
せ
る

　

何
気
な
い
指
導
だ
が
、

「
常
に
机
の
上
に
置
か
せ

て
お
く
」
こ
と
は
と
て
も

重
要
な
指
導
で
あ
る
。
特

に
算
数
な
ど
は
、「
筆
箱

か
ら
出
す
」
と
い
う
こ
と

だ
け
で
も
作
業
に
遅
れ
が

生
じ
て
し
ま
う
。

　

四
月
～
五
月
に
か
け
て

「
必
ず
机
上
に
置
い
て
お

く
こ
と
」
を
徹
底
す
る
こ
と
で
面
倒
臭
さ
が
激
減
す
る
。

　

ま
た
、
机
上
に
載
せ
る
に
は
サ
イ
ズ
感
が
と
て
も
重
要
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ミ
ニ
定
規
」
は
ベ
ス
ト
サ
イ
ズ
で
あ
る
と
言

え
る
。

③ 

﹁
ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
や
り
直
し
で
す
﹂

　

ミ
ニ
定
規
を
使
い
続
け
る
子
供
を
育
て
る
上
で
の
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
で
あ
る
。

「
使
っ
て
い
な
い
部
分
を
見
抜
け
る
教
師
の
眼
力
」

　

教
師
が
指
示
し
た
部
分
で
使
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
す

ぐ
に
や
り
直
し
を
指
示
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
筆
算
の
線
」「
×
＋
な
ど
の
記
号
」
の
よ
う

な
細
か
い
部
分
を
絶
対
に
見
逃
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

一
学
期
の
間
に
し
っ
か
り
と
や
り
直
し
、
書
き
直
し
を

さ
せ
る
こ
と
で
丁
寧
さ
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④ 

ミ
ニ
定
規
作
業
が
早
く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

　

前
述
の
指
導
を
続
け
る
と
、
ミ
ニ
定
規
を
使
う
こ
と
が

日
常
化
し
て
く
る
。
慣
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
馴

化
」
状
態
に
も
っ
て
い
く
の
が
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
後
の
詰
め
は
「
ミ
ニ
定
規
作
業
が
早
く
な
っ

た
」
と
実
感
さ
せ
る
こ
と
だ
。

「
一
学
期
は
五
秒
以
上
掛
か
っ
て
い
た
の
が
、
今
で
は
一

秒
も
掛
か
ら
ず
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
ね
」

　

こ
う
褒
め
る
こ
と
で
、
子
供
は
自
身
の
成
長
を
実
感
し
、

よ
り
意
欲
的
に
ミ
ニ
定
規
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

「丁寧さ」を「継続的に」
指導し続けることで激変する
ミニ定規指導

馴
じゅん

化
か

するまでが
ミニ定規指導の
本当の勝負。

まだ間に合う
ノートスキル指導
細分化し、順序良くなぞらせよう。

長野県長野市立川田小学校 東京都・日本文化大學 講師小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

「TOSSミニ定規」
を使わせるコツで
平均点15点アップ

「算数ノート
スキル」を活用
すればどの子の
ノートも美しくなる

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集

「算数ノートスキル　５年生」より
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１ 

見
学
時
の
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂
活
用
法

　

三
年
生
「
火
事
か
ら
く
ら
し
を
守
る
」
の
学
習
の
導
入
。

　

教
科
書
に
は
、
火
事
の
場
面
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
あ

る
。
そ
の
読
み
取
り
を
し
た
後
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い

こ
と
、
不
思
議
に
思
う
こ
と
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。

１　

自
分
が
調
べ
ら
れ
そ
う
な
も
の
に
、
赤
鉛
筆
で

番
号
に
○
を
付
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

２　

調
べ
ら
れ
る
と
思
っ
た
も
の
は
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
調
べ
ら
れ
る
の
か
書
き
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
向
山
洋
一
氏
の「
水
道
」の
授
業
の
追
試
で
あ
る
。

　

次
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
さ
く
ら
」
を
配
っ
た
。「
消
防

署
で
調
べ
る
」
も
の
だ
け
を
写
さ
せ
た
。
上
に
質
問
を
書

く
と
、
自
然
に
下
の
余
白
が
調

べ
た
こ
と
を
書
き
込
む
欄
に
な

る
。
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
お
い
て

も
ピ
ン
ク
で
目
立
つ
の
で
、
今

幾
つ
調
べ
た
の
か
、
残
り
は
幾

つ
あ
る
か
が
一
目
で
分
か
る
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
は
貼
っ

て
剝
が
せ
る
の
り
が
付
い
て
い

る
の
で
自
由
に
動
か
せ
る
。
見

学
か
ら
戻
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ

の
学
び
を
Ｋ
Ｊ
法
 ※
で
共
有
す
る
と
き
に
も
役
立
っ
た
。

２ 

ノ
ー
ト
ま
と
め
の
際
の
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂
活
用
法

　

単
元
最
後
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
に
も
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」

が
大
い
に
役
立
っ
た
。
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

メ
モ
学
習
シ
ー
ト
」
を
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
掲

載
し
た
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

①教科書見開き２ペー
ジを「TOSSメモ（白）」
１枚にまとめさせる。
最初は個別評定したり、
上手に図解しているも
のを紹介するとよい。
慣れてくると１枚７分
程度でまとめられるよ
うになる。
　単元にもよるが、１
単元で「TOSSメモ」
は４枚程度になる。レ
イアウトを考えながら
貼っていかせる。

②「TOSSメモ」を貼る
と余白ができる。そこに
は見学時の写真を貼らせ
るとよい。無理なくス
ペースが埋められる。

③残った隙間には、写真の解説や見学時の感想など、関
連情報を書かせるとよい。もちろんキャラクターなどを
描かせてもよい。自由である。
　中には矢印などで結び、関係性を表現できる子もいる。
そうした子供たちの良さを一つ一つ取り上げ、褒めてい
くことで学級全体に波及していく。

１ 

紙
ノ
ー
ト
の
使
い
道
は
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

　

紙
ノ
ー
ト
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
コ
ー
ド
）
の
学
習
に

向
か
な
い
。
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
ネ
ッ
ト
上
で
そ
う

発
信
す
る
。し
か
し
、ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
の
ノ
ー

ト
の
必
要
性
も
同
じ
く
ら
い
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
小
学
校

で
も
コ
ー
ド
を
ノ
ー
ト
に
書
き
覚
え
る
た
め
に
使
用
す
る

の
で
は
な
く
、「
ア
イ
デ
ア
や
予
想
を
ノ
ー
ト
に
書
き
、

そ
れ
を
基
に
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
」
と
い
う
活

用
方
法
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

２ 

家
庭
科
で
炊
飯
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
想
す
る

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
き
に
例
が
あ
る
家
庭
科

の
実
践
を
行
っ
た
。「
Ｂ

－

③	

自
動
炊
飯
器
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
炊
飯

に
つ
い
て
学
習
す
る
場
面
（
家
庭	

第
６
学
年
）」

　

次
の
よ
う
に
授
業
を
進
め
た
。

①
朝
食
で
は
ほ
と
ん
ど
炊
飯
器
を
使
っ
て
い
る
。
炊
飯
器

は
炊
飯
を
し
て
く
れ
る
。

②
ま
ず
米
を
量
る
。
洗
う
。
ボ
タ
ン
を
押
す
。﹁
⋮
⋮
﹂
御
飯

が
炊
け
る
。
こ
の
﹁
⋮
⋮
﹂
の
中
を
予
想
し
よ
う
、と
発
問
。

③
ノ
ー
ト
に
予
想
し
て
︵
思
い
出
し
て
︶
書
か
せ
る
。

④
教
科
書
︵
五
年
生
の
ペ
ー
ジ
︶
を
参
考
に
し
て
修
正
。

⑤
修
正
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
手
に
炊
け
る
か

﹁Scratch

﹂
の
サ
イ
ト
 ※
で
各
自
が
活
動
。

⑥
感
想
な
ど
を
書
か
せ
る
。

　

今
回
使
用
し
た
「Scratch

」
の
サ
イ
ト
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
。「Scratch

」
の
サ
イ
ト
で
「
炊
飯
器
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
」
と
検
索
す
れ
ば
出
て
く
る
。
炊
飯
に
つ
い
て
の
復
習

も
で
き
、
さ
ら
に
、
身
近
な
生
活
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

※ https://scratch.m
it.edu/projects/236086960/

プログラミングの授業で
「紙のノート」を使ったら
効果倍増
予想・アイデアスケッチとしてのノートの活用。

「TOSSメモ」は
調べ学習に最適である
導入、見学、まとめと単元を通して活用できる。

千葉県習志野市立向山小学校 島根県邑南町立高原小学校平
ひら

山
やま

 靖
やすし

太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

プログラミング
の授業で「紙の
ノート」を使ったら

効果倍増

「TOSSメモ」と
「TOSSノート」を
使った調べ学習で
意欲アップ

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集

※ 
情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
整
理
・
分
析
す
る
方
法
。
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東
大
受
験
に
は
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
﹂

　

東
大
現
代
文
の
解
答
用
紙
に
は
、
マ
ス
目
が
な
い
。
字

数
指
定
も
な
い
。
縦
一
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
九

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
枠
が
二
行
分
あ
る
だ
け
だ
。

　

こ
こ
に
何
字
書
こ
う
が
「
受
験
生
の
自
由
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

一
行
に
書
け
る
字
数
は
四
十
字
。
ト
ー
タ
ル
八
十

字
し
か
書
け
な
い
。

　

こ
れ
以
上
書
け
ば
減
点
だ
。
字
が
小
さ
く
な
り
す
ぎ
て
、

読
め
な
い
。ふ
だ
ん
か
ら
、「
八
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
」

と
い
う
指
導
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
。
し
か
し
左
の

よ
う
な
大
学
ノ
ー
ト
で
ど
う
や
っ
て
そ
う
指
導
す
る
の
か
。

　

一
番
簡
単
な
指
導
方
法
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
を

購
入
さ
せ
、

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
五
行
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

と
指
導
す
る
こ
と
だ
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
は
一
行
十
六
字
書
け
る
。
五

行
ぴ
っ
た
り
書
け
ば
ち
ょ
う
ど
八
十
字
だ
。

　

こ
れ
を
繰
り
返
す
と
、「
八
十
字
以
内
で
書
く
」
と
い

う
感
覚
が
、
自
然
と
体
に
染
み
込
ん
で
く
る
。
そ
の
後
で
、

マ
ス
目
の
な
い
解
答
用
紙
に
書
か
せ
る
練
習
を
さ
せ
た
。

　

原
稿
用
紙
を
い
ち
い
ち
配
っ
て
い
た
ら
こ
ち
ら
も
手
間

が
掛
か
る
し
、「
蓄
積
」
と
い
う
観
点
で
も
配
付
は
弱
い
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
は
東
大
受
験
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
を
参
観
す

る
。
そ
の
際
、
私
が
必
ず
確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

　

机
上
に
教
科
書
や
ノ
ー
ト
が
出
さ
れ
て
い
る
か
。

　

私
は
子
供
た
ち
を
パ
ソ
コ
ン
室
へ
連
れ
て
行
く
際
に
、

必
ず
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
行
か
せ
る
。
調
べ
た
い

情
報
を
確
認
し
た
り
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
た
り
す
る
た
め

に
は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
が
必
要
だ
か
ら
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
べ
学
習
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
次
の
サ

イ
ト
が
分
か
り
や
す
い
。
内
容
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド	

№	

３
２
８
３
８
５
１

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
調
べ
学
習
」

（
制
作
者
：
谷
和
樹
氏
）

　

実
際
の
授
業
場
面
を
取
り
上
げ
て
「
ノ
ー
ト
の
使
い

方
」
を
紹
介
す
る
。
四
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
あ
る
。

﹁﹃
豊
岡
﹄
っ
て
ど
ん
な
所
な
の
か
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
画
面
を
見
て
ご
ら
ん
。

﹃G
oogle

﹄
と
い
う
検
索
サ
イ
ト
で
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

下
に
文
字
を
入
力
で
き
ま
す
。
今
か
ら
、﹃
豊
岡
っ
て
ど

ん
な
所
か
な
ぁ
﹄
っ
て
い
う
こ
と
を
調
べ
ま
す
。
み
ん
な

な
ら
こ
こ
に
、
ど
ん
な
言
葉
︵
キ
ー
ワ
ー
ド
︶
を
入
れ
て

調
べ
ま
す
か
﹂

　

ま
ず
出
た
の
は
「
豊
岡
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　

そ
の
場
で
教
師
が
検
索
し
て
見
せ
る
。

﹁
画
面
を
見
て
ご
ら
ん
。﹃
一
億
四
九
〇
〇
万
件
﹄
見
付

か
り
ま
し
た
。
検
索
結
果
を
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書
い

て
お
き
ま
す
﹂※2

⑴
調
べ
る
テ
ー
マ　
　
　

↓
豊
岡
っ
て
ど
ん
な
所
？

⑵
調
べ
る
方
法　
　
　
　

↓
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

⑶
使
っ
た
検
索
サ
イ
ト　

↓
「Google

」

⑷
使
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド　

↓
豊
岡

⑸
ヒ
ッ
ト
し
た
ペ
ー
ジ　

↓
一
億
四
九
〇
〇
万
件

﹁
ず
ら
っ
と
並
ん
だ
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
、
全
て
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
に
、
見
る
ペ
ー
ジ
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
①
上
の
方
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
。
②
表
示

さ
れ
て
い
る
解
説
文
が
分
か
り
や
す
い
も
の
。
③
公
的
な

機
関
の
ペ
ー
ジ
︵﹃lg.jp

﹄
や
﹃go.jp

﹄
が
付
く
ペ
ー
ジ

な
ど
︶﹂

　

こ
の
後
、
実
際
に
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
た
。

　

資
料
を
選
ん
で
印
刷
し
、
自
分
の
言
葉
で
解
説
文
も
書

か
せ
た
。
も
っ
と
調
べ
た
い
こ
と
も
書
か
せ
た
。
調
べ
た

「
内
容
」
だ
け
で
は
な
く
「
手
順
（
方
法
）」
を
書
か
せ
て

お
く
こ
と
で
学
習
技
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

※1 

自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、
制
御
す
る
こ
と
。

80字ってどこから
どこまで書けばいいの？

早く80字以内で
書きなさい!!

見た瞬間に分かるから、
これなら書きやすい！

「TOSSノート」５行
以内で書きなさい。

東大対策には「TOSSノート」が良い

東大受験にも対応する
「TOSSノート」
問題ごとに解答用紙を配付するのは愚策だ。
「蓄積」という指導観点が抜け落ちている。
やはり東京大学入試対策には個人持ちの「TOSSノート」に限る。

「思考を見える化」する
ノート活用法
調べた「内容」をまとめるだけでは調べ学習のスキルは向上しない。
調べた「方法」をメタ認知※1させることが大切である。

東京都立八王子東高等学校 兵庫県姫路市立英賀保小学校鈴
すず

木
き

 良
よし

幸
ゆき

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

TOSS型ノート
指導は一流大学合格
につながるのか

インターネット
調べ学習で「紙の
ノート」を使ったら
論理的になる

子
供
に
力
を
付
け
る
＂
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
＂
大
全

特 集

※2 

件
数
は
授
業
当
時
の
も
の
。
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写真で解説！ 子供が変わる！　授業が変わる！
超凄腕　板書術・ノート術
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自
然
に
意
見
の
交
流
が
生
ま
れ
る
授
業
を
つ
く
る

「
登
場
人
物
」
を
出
し
尽
く
し
た
後
に
「
中
心
人
物
＝
変
わ
る
人
」

「
対
役
＝
変
え
る
人
」
を
扱
う
こ
と
で
、
子
供
が
自
然
に
文
章
の
検
討
を
始
め
る
。

竹た
け

岡お
か 

正ま
さ

和か
ず

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
宮
原
小
学
校

１　

登
場
人
物
を
全
て
出
さ
せ
る

　

教
育
出
版
五
年
「
雪
わ
た
り
」
の
実
践
を
紹

介
す
る
。
ま
ず
は
、
登
場
人
物
を
全
て
書
か
せ

る
。
一
番
多
く
書
い
た
子
に
板
書
さ
せ
る
。
そ

の
後
は
、「
こ
れ
に
ま
だ
足
せ
る
人
？
」
と
い

う
よ
う
に
黒
板
に
付
け
足
し
て
い
く
。

　

す
る
と
、「
こ
れ
は
登
場
人
物
な
の
？
」
と

子
供
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、「
幻

灯
会
に
出
る
人
物
」
だ
。

　

幻
灯
に
映
る
だ
け
で
、
特
に
何
か
を
思
っ

た
り
話
し
た
り
し
て
い
な
い

と
い
う
反
論
が
出
る
。

「
大
き
な
か
し
わ
の
木
」
も
違
う
と
出
る
。

　

登
場
人
物
だ
と
考
え
る
子
は
反
論
す
る
。

（
中
略
）
重
そ
う
に
体
を
曲
げ
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
の
部
分
に
気
持
ち
が
書
い
て
あ
る
と
い

う
の
だ
。「
話
者
」
を
教
え
て
い
な
い
場
合
は
、

次
の
よ
う
な
発
問
を
す
る
と
よ
い
。

「
重
そ
う
に
」
と
感
じ
て
い
る
の
は
誰
か
？

　

こ
れ
で
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

中
心
人
物
と
対
役
を
決
め
る

　

ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
登
場
人
物
か
ら
、
中
心

人
物
に
二
重
丸
を
付
け
さ
せ
る
。

◎
中
心
人
物
＝
考
え
や
行
動
が
変
わ
る
人

◯
対
役
＝
中
心
人
物
の
考
え
や
行
動
を
変

え
る
人

　

中
心
人
物
は「
四
郎
と
か
ん
子
」と「
紺
三
郎
」

に
大
き
く
分
か
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
「
見
当
違

い
で
す
」
と
言
っ
て
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
た
。

３　

象
徴
を
扱
う

「
中
心
人
物
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
の
重
要
な

ア
イ
テ
ム
が
文
中
に
出
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て

探
さ
せ
た
。「
ひ
ら
が
な
三
文
字
」と
言
う
と「
お

も
ち
」「
だ
ん
ご
」が
出
る
。
ど
ち
ら
が
重
要
か
、

次
の
二
点
を
討
論
さ
せ
た
。

・
「
お
も
ち
」
は
き
つ
ね
が
も
ら
っ
た
土

産
で
ま
だ
食
べ
て
い
な
い
。

・
「
だ
ん
ご
」
は
人
が
食
べ
た
こ
と
で
変

化
し
た
。

　

こ
こ
で
象
徴
と
し
て
「
だ
ん
ご
」
を
扱
う
。

　

だ
ん
ご
は
、
こ
の
作
品
で
は
重
要
な
ア

イ
テ
ム
で
す
。﹁
四
郎
﹂
と
﹁
か
ん
子
﹂
が

き
つ
ね
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ

を
口
に
し
た
の
で
す
。
最
初
は
う
さ
ぎ
の
ふ

ん
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
人
を
だ
ま
す
と

考
え
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を
食
べ
た
の
で
す
。

　

文
学
作
品
は
言
い
た
い
こ
と
を
隠
し
ま
す
。

読
め
ば
分
か
る
だ
ろ
う
っ
て
。
さ
て
、
だ

ん
ご
は
何
か
別
の
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

漢
字
二
文
字
で
表
現
し
て
ご
ら
ん
。

「
信
頼
」「
一
丸
」「
仲
間
」
さ
ら
に
は
「
疑
い
」

が
出
た
。
そ
の
瞬
間
、
ク
ラ
ス
が
ど
よ
め
く
。

　

だ
ん
ご
は
信
頼
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

プ
ラ
ス
の
も
の
な
の
か
？　

疑
い
と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
な
の
か
？

　

こ
の
よ
う
な
問
い
掛
け
を
す
る
と
、
ク
ラ
ス

の
ほ
と
ん
ど
の
子
が
「
疑
い
」
を
選
ん
だ
。

教育出版・国語
５年下・p.44-71
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

外
国
人
観
光
客
に
、
自
分
の
街
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

「
自
分
の
町
・
地
域
に
あ
る
も
の
や
な
い
も
の
、
欲
し
い
施
設
を
英
語
で
伝
え
合
う
」
と
い
う

単
元
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
自
分
の
住
む
街
の
す
ば
ら
し
さ
を
外
国
人
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
」

と
い
う
活
動
に
す
る
こ
と
で
、
英
語
で
自
分
の
街
に
つ
い
て
伝
え
合
う
必
然
性
が
増
す
。

小こ

林ば
や
し 

智と
も

子こ

群
馬
県
沼
田
市
立
沼
田
東
小
学
校

　

六
年
生
「U

nit4
」
で
は
、
自
分
の
街
に
あ

る
も
の
や
な
い
も
の
、
街
の
よ
さ
を
紹
介
し
、

欲
し
い
も
の
を
伝
え
合
う
活
動
を
行
う
。
文
部

科
学
省
の
指
導
計
画
で
は
、
次
の
よ
う
な
発
表

を
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。

　

T
his	is	m

y	tow
n!	Sakura	is	nice.	W

e	
have	a	big	station.	W

e	don
t	have	a	park.	

I	like	soccer.	I	w
ant	a	big	park.

　

三
つ
の
動
詞
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「like,	w
ant,	have

」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
年

間
指
導
計
画
に
繰
り
返
し
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、

身
に
付
け
る
べ
き
単
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
三
つ
を
使
っ
て
表
現
を
す
る
こ
と
が
、
最

終
目
標
と
な
っ
て
い
る
単
元
が
多
い
。

　

文
部
科
学
省
の
指
導
計
画
で
は
、理
由
を
「I	

like	

～
」
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
だ
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
が
欲
し
い
」
と
い

う
よ
う
な
、
個
人
の
要
望
を
伝
え
合
う
こ
と
に

な
る
。
こ
う
い
っ
た
活
動
も
楽
し
く
行
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
よ
り
英
語
で
話
す
こ
と
の
必
然

性
を
も
た
せ
る
た
め
に
は
、「
外
国
人
を
相
手

に
会
話
を
す
る
」
と
い
う
状
況
設
定
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
自
分
の
街
に
あ
る
も
の
、
な
い

も
の
、
欲
し
い
も
の
を
考
え
た
上
で
、
今
の
自

分
の
街
の
魅
力
を
伝
え
、
外
国
の
人
に
動
画
サ

イ
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
」
と
い
う
活
動
を
す
る

こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
、
単
元
計
画
を
作
成
し
た
。

最
終
的
に
は
、
写
真
な
ど
を
貼
り
、
ポ
ス
タ
ー

を
作
っ
て
英
語
を
書
き
、
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
と
よ

い
。
外
国
人
が
周
り
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
学
校

に
来
て
も
ら
い
、
協
力
し
て
も
ら
う
の
も
よ
い
。

　

左
に
単
元
計
画
と
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
示
す
。

第
八
時
で
は
、写
真
を
貼
り
、ポ
ス
タ
ー
を
作
っ

て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

今すぐ知りたい！ 英語

We Can! 2（6年生）
「Unit4 I like my town.」

の「主体的・対話的で深い学び」の「主体的・対話的で深い学び」

第１次（第１時～第３時）
自分の街にあるもの、ないものと欲しいものを聞いたり言っ
たりする。

第２次（第４時～第５時）
自分の街にあるもの、ないものと欲しいものの理由を伝え
合う。

第３次（第６時～第８時）
自分の街にあるもの、ないもの、欲しいものを伝えた上で、
自分の街にある施設、自然などの魅力を伝える。

　第１次におけるダイアローグ

第１時	 Ａ:	Do	you	have	a	library	in	your	town?
	 Ｂ:	Yes,	we	do.	We	have	a	big	library	in	our	town.
第２時	 Ａ:	What	do	you	have	in	your	town?
	 Ｂ:	We	have	a	big	library	in	our	town.
※	付け足せたら、街にないものも伝える。（例：We	don t	have	a	shopping	mall.）
第３時	 Ａ:	What	do	you	have	in	your	town?
	 Ｂ:	We	have	a	big	library,	but	we	don t	have	a	shopping	mall.
	 Ａ:	What	do	you	want	in	your	town?
	 Ｂ:	I	want	a	shopping	mall	in	our	town.	（人称がＩになることに注意）

　第２次におけるダイアローグ

第４時	 Ａ:	What	do	you	want	in	your	town?
	 Ｂ:	I	want	a	shopping	mall	in	our	town.
	 Ａ:	Why?			
	 Ｂ:	Because	I	like	shopping.
第５時	 Ａ:	What	do	you	want	in	your	town?
	 Ｂ:	I	want	a	zoo	in	our	town.
	 Ａ:	Why?
	 Ｂ:	Because	I	want	to	see	koalas.

　第３次におけるダイアローグや表現

第６時	 Ａ:	What	can	you	see	in	your	town?
	 Ｂ:	We	can	see	beautiful	fl	owers	and	mountains.	It s	so	nice.
第７時	 Ａ:	What	can	you	eat	in	your	town?
	 Ｂ:	We	can	eat	soba.	It s	delicious.
	 Ａ:	What	can	you	enjoy?	
	 Ｂ:	We	can	enjoy	skiing.	It s	exciting.
第８時	 スピーチをする。

Welcome	to	Numata	!	We	have	old	temples,	shrines,	and	Fukiware	falls.
We	don t	have	an	amusement	park.	I	want	an	amusement	park.
The	roller	coaster	is	exciting.	But	we	can	enjoy	skiing.	It s	exciting	!
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

１ 

素
材
収
集
①　

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る

　

四
年
生
最
後
の
作
文
単
元
「﹃
言
葉
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
﹄
を
残
そ
う
」（
東
京
書
籍
）
で
は
、

「
十
年
後
の
自
分
」
に
手
紙
を
書
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
単
元
で
は
二
つ
の
素
材
を
集
め
る
。

Ａ　

十
年
後
の
自
分
に
伝
え
た
い
「
今
」。

Ｂ　

十
年
後
の
自
分
へ
の
質
問
。

　

大
事
な
こ
と
は
例
示
で
あ
る
。

　

Ａ
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
例
示
が
で
き
る
。

　

今
、
自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
。

「
ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
か
？
」

　

例
を
一
つ
示
せ
ば
、
子
供
た
ち
は
書
き
方
を

理
解
す
る
。
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
三
つ
書
け
た

子
か
ら
黒
板
に
書
か
せ
て
い
っ
た
。

「
今
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
」

「
最
近
、自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」

　

子
供
た
ち
の
意
見
が
並
ぶ
。

　

Ｂ
の
「
十
年
後
」
も
同
様
に
考
え
さ
せ
る
。

　

例
示
と
し
て
入
れ
た
い
の
が
「
職
業
」
だ
。

　

十
年
後
の
自
分
は
、
何
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
る
の
か
。

「
十
年
後
の
自
分
は
ど
こ
に
い
る
の
か
」

「
十
年
後
の
自
分
は
幸
せ
か
」

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
黒
板
に
残
し
て
お
く
こ
と

で
、
作
文
の
素
材
を
集
め
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
。

　

た
く
さ
ん
書
い
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
の
中
か
ら

「
各
色
二
枚
」
を
選
ん
で
貼
ら
せ
る
と
よ
い
。

　

選
ぶ
か
ら
思
考
す
る
し
、
質
も
高
く
な
る
。

　

教
科
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
「
始
め
」
と

「
終
わ
り
」
を
書
け
ば
完
成
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
も
う
一
步
の
詰
め
」
を
行
う
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
読
ま
せ
る
。

　

た
だ
し
、
書
い
て
あ
る
ま
ま
を
読
ん
で
も
駄

目
だ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
い
て
あ
る
の
は

「
骨
格
」
だ
け
な
の
で
、「
肉
付
け
」
が
必
要
で

あ
る
。

「
今
の
将
来
の
夢
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
警
察
官
で
す
。
な
ぜ
警
察
官
に
な
り
た
い
か

と
い
う
と
⋮
⋮
。
二
つ
目
は
、
⋮
⋮
」

　

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
い
て
い
な

い
こ
と
も
補
い
つ
つ
読
ま
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

数
人
に
読
ま
せ
て
評
価
し
、
ク
ラ
ス
全
体
で
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
と
よ
い
。

　

こ
の
組
立
て
ま
で
で
き
れ
ば
、
ほ
ぼ
で
き
た

と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
後
、
指
導
の
手
を
放

し
て
も
、
ク
ラ
ス
全
員
が
作
文
を
書
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

次
の
文
は
、
ク
ラ
ス
の
子
が
書
い
た
「
十
年

後
の
自
分
へ
の
手
紙
」
で
あ
る
。

　

お
元
気
で
す
か
。
私
は
十
さ
い
の
Ａ
子
で
す
。

と
う
と
う
二
十
さ
い
で
す
ね
。

　

今
の
将
来
の
ゆ
め
は
、
動
物
園
の
飼
育
員
か

保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
動
物
園
の
飼

育
員
に
な
り
た
い
か
と
い
う
と
、
動
物
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。
今
の
私
は
、
特
に
、
パ
ン
ダ
が

好
き
で
す
。
で
も
、
一
回
し
か
会
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
後
の
私
は
、…
…
（
中
略
） 

　

十
年
後
の
私
は
、
今
ご
ろ
、
動
物
園
の
飼
育

員
か
保
育
士
に
な
ろ
う
か
迷
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
き
っ
と
動
物
園
の
飼
育
員
を
選

ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

動
物
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
動
物
に
ス
ト
レ
ス

を
た
め
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
大
切
に
育
て
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

十
年
後
の
私
は
、
な
わ
と
び
は
全
然
と
べ
な

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
体

重
は
ふ
え
る
し
、
体
は
か
た
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
か
ら
で
す
。

　

読
書
は
、
好
き
な
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
本
は
何
分
読
ん
で
も
あ
き
な
い
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎
晩
読
書
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
読
書
好
き
な
Ａ
子
で
い
て
く
だ

さ
い
。

　

体
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
今
の
私
は
、

お
酒
を
飲
ん
で
み
た
が
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

２ 

素
材
収
集
②　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
く

　

Ａ
の
「
今
」
を
白
、
Ｂ
の
「
十
年
後
」
を
ピ

ン
ク
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
か
せ
て
い
っ
た
。

⑴
一
行
目
は
、
黒
板
に
書
い
た
こ
と
か
ら

選
ば
せ
る
。

⑵
矢
印
を
使
っ
て
詳
し
く
す
る
。

　

矢
印
の
横
に
「
３
つ
」「
予
想
」「
ど
ん
な
人
」

な
ど
と
書
い
て
、
意
味
を
も
た
せ
る
。

　

一
枚
書
け
た
ら
持
っ
て
来
さ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
。

　

各
色
三
枚
以
上
書
け
れ
ば
合
格
だ
。

※
丸
囲
み
は
編
集
時
に
付
け
て
い
ま
す
。

３ 

組
立
て

　

Ａ
３
の
用
紙
を
配
り
、「
始
め
・
中
１
・
中
２
・

終
わ
り
」
の
四
つ
に
分
け
さ
せ
、「
中
１
」
と

「
中
２
」
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
貼
ら
せ
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
作
文
を
攻
略
す
る

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
素
材
の
収
集
」
と
「
組
立
て
」
の
二
つ
を
分
け
る
こ
と
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術
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絵画工作授業大成功の絵画工作授業

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
十
枚
ほ
ど
の
試
作
品
を
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
︱
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ダ
イ
ア
リ
ー
に
発
表
す

る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｅ
は
思
い
切
っ
て
主
役
を
画
面
一
杯
に
描
き
、

レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
蛍
光
絵
の
具
を
混
ぜ
て

塗
っ
て
み
た
。

　

主
役
が
圧
倒
的
な
力
で
迫
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
主
役
を
大
き
く
画
面
に
配
置

し
て
、「
重
な
り
」
の
部
分
を
少
な
く
す
る
構

図
は
、
低
学
年
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。

　

Ａ
の
よ
う
に
自
分
な
り
の
「
怒
り
」
の
顔
が

で
き
た
ら
、
胴
体
と
足
を
付
け
て
着
色
す
る
。

　

着
色
の
コ
ツ
は
、
第
一
に
、
明
る
め
の
色
に

す
る
こ
と
。
暗
く
す
る
と
主
役
が
目
立
た
ぬ
か

ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
象
の
肌
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し

た
質
感
な
の
で
、
二
度
、
三
度
と
重
色
し
て
肌

の
厚
み
を
出
す
こ
と
。
点
描
で
重
ね
る
と
効
果

的
で
あ
る
。

　

Ｂ
の
よ
う
に
主
役
の
象
の
後
ろ
に
重
ね
て
描

く
こ
と
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
大
変
難
し

い
。
顔
を
前
の
象
の
体
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ

け
て
描
か
せ
る
の
が
コ
ツ
で
あ
る
。

　

Ｃ
の
よ
う
に
背
景
は
暗
め
の
方
が
よ
い
。「
怒

り
」
の
象
た
ち
が
引
き
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｄ
の
よ
う
に
前
方
に
三
頭
の
象
を
も
っ
て
く

る
と
、
ま
た
異
な
っ
た
迫
力
が
出
る
。

　

象
の
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
黄
色
っ
ぽ
い
」

「
青
っ
ぽ
い
」「
赤
っ
ぽ
い
」
な
ど
色
味
は
あ
っ

て
も
、
主
調
色
は
灰
色
（
グ
レ
イ
）
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
て
重
色
さ
せ
る

と
厚
み
が
出
て
く
る
。
重
色
は
下
の
絵
の
具
が

乾
い
て
か
ら
さ
せ
る
こ
と
。

「
怒
り
」
を
ど
う
造
形
す
る
か

そ
の
た
め
の
形
は
ど
う
す
べ
き
か
、
色
彩
は
ど
う
す
べ
き
か
を
具
体
的
に
提
案
す
る
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

Ａ
は
水
平
、
垂
直
、
左
右
対
称
の
三
つ

を
守
っ
て
描
こ
う
と
し
た
象
で
あ
る
。

　

Ｂ
は
、
そ
の
三
つ
を
崩
し
て
描
こ
う
と

し
た
象
で
あ
る
。

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

　不思議なことに、多くの子供たちはＡのよう
に描くのが良いと考えている。
　絵の指導の場合は、この３つの縛りから子供
たちを解放してＢ図のように自由に描けるよう
に指導していただきたい。
　そのためには、まず教師がＢのように描く練
習をしておくのが一番の早道である。

Ａ→卵を立てたような円を描き、
上方に鼻を突き上げるように勢
いよく描く。

Ｂ→目はつり上げ、口は大きく開
き、自分なりに「怒り」を表現
させてみよう。

　重色を繰り返しているうちに、ホワイトを混ぜてあるので、
下のペンの線が消えてしまうことがある。その場合は上のよう
に、もう一度ペンでしっかり描き直そう。

　象には牙のあるものとないものがいるが、この絵の場合は、
どちらでも子供たちの好きにさせてあげてほしい。ただし、牙
のある象の表現の方が難しい。念のため。
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

キ
レ
や
す
い
中
学
生
に
も
有
効
な
教
材

怒
り
の
感
情
の
程
度
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
で
、
怒
り
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

加か

藤と
う 

佑ゆ
う

典す
け

富
山
県
上
市
町
立
上
市
中
学
校

　

前
任
校
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、

何
か
イ
ラ
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
、
す

ぐ
に
物
に
当
た
る
男
子
生
徒
が
い
た
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
 ※
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
た
。
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
た
ら
、
ト
イ
レ
の
近
く
に
あ
る

壁
を
蹴
り
、
穴
を
開
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
と
て
も
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
生
徒
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
」（
東
京

教
育
技
術
研
究
所
）
を
使
っ
て
、
感

情
の
程
度
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
友
達
と

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
そ
う
に
な
っ
た

と
き
、
彼
を
別
室
へ
連
れ
て
い
っ
た
。

一
旦
落
ち
着
か
せ
た
後
、
彼
に
「
ア

ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ッ
ト
」
に
あ
る
「
ア
ン
ガ
ー
ロ

グ
フ
ァ
イ
ル
」
を
見
せ
た
（
左
図
）。

　

そ
し
て
次
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
。

加
藤
：
怒
り
を
５
段
階
で
表
現
し
ま

す
。
幾
つ
に
当
た
り
ま
す
か
。

彼
：
３
で
す
。
物
に
当
た
り
た
い
気

分
で
し
た
。

加
藤
：
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
だ
け
だ

か
ら
、
大
し
た
こ
と
な
い
さ
。

彼
：
も
っ
と
怒
り
を
抑
え
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　

怒
り
の
感
情
の
程
度
を
認
知
さ
せ

る
こ
と
で
、
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
レ
や
す

い
中
学
生
で
も
有
効
な
教
材
で
あ
る
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

　 TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

TOSSオリジナル教材
http://www.tiotoss.jp/

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&

期間：2019年6月15日～9月14日

TOSSオリジナル教材HPのタイアップ
企画からご注文ください。関連商品のプ
レゼントなど、様々な特典をご用意して
おります。７、８、９月号でご紹介する
商品は、下記の３か月間ずっとご注文い
ただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材HPのタイアップ商品ページに
ある限定コードの枠に半角英数字でご入力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

8月号で紹介！
TOSSメモ3冊セット　
900円（税込）
３色セットや同色３冊セットを
お得な価格で販売！
パスワード：fg1t1d

7月号で紹介！
アンガーコントロール
トレーニングキット
4,000円（税込）
１回のご注文につき、「TOSS
メモ赤」を１冊プレゼント。
パスワード：2jg9yu

9月号で紹介！
かけ算九九の助　320円（税込）
１回のご注文につき「一筆箋　算数の
時間」を１冊プレゼント。
パスワード：zm5lg6

特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
を
理
科
好
き
に
す
る

「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
」（
正
進
社
）

「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
」
で
、
ど
の
子
も
ス
ケ
ッ
チ
が
で
き
、

意
見
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。

佐さ

さ々

木き 

翔し
ょ
う

平へ
い

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
」
は
二
つ
の
面

で
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
一
つ
は
全

ペ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
。
も

う
一
つ
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
授

業
内
に
観
察
で
き
る
生
き
物
に
限
定

さ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

あ
る
年
、
三
年
生
理
科
の
補
教
で

の
こ
と
。
校
庭
の
桜
を
見
て
、
ど
ん

ど
ん
描
き
進
め
る
子
も
い
れ
ば
、
う

ま
く
描
け
ず
、
戸
惑
っ
て
い
る
子
も

い
る
。

　

三
次
元
の
物
を
二
次
元
（
絵
）
に

表
す
の
は
非
常
に
難
し
い
。
三
次
元

で
は
余
計
な
視
覚
情
報
が
多
い
上
に
、

描
写
す
る
た
め
の
輪
郭
が
は
っ
き
り

し
な
い
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
ス
ケ
ッ
チ
が
苦
手
な
子

供
た
ち
に
「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
」
の

桜
の
イ
ラ
ス
ト
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
た
。

す
る
と
、
そ
れ
ま
で
諦
め
て
い
た
子

供
も
夢
中
で
描
き
進
め
た
。「
わ
く

わ
く
ず
か
ん
」
は
イ
ラ
ス
ト
で
も
植

物
が
載
っ
て
お
り
、
描
く
線
も
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
絵
が

苦
手
な
子
供
も
ス
ケ
ッ
チ
し
や
す
い
。

こ
れ
ま
で
失
敗
し
続
け
て
き
た
ス

ケ
ッ
チ
で
成
功
体
験
を
し
た
子
供
た

ち
は
、
ク
ラ
ス
の
誰
も
気
付
か
な
い

よ
う
な
発
見
を
す
る
。

「
こ
の
花
び
ら
の
形
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
だ
」

「
い
や
、
花
び
ら
の
色
で
考
え
る
と

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
だ
よ
」

　

苦
手
な
子
供
が
活
躍
し
、
友
達
か

ら
賞
賛
さ
れ
る
場
面
を
つ
く
る
の
が

優
れ
た
教

材
の
条
件

で
あ
る
。

STEM教育を通じて、エネルギーに
ついての基本知識が学べる
“子供たちが夢中になるエネルギー教育”がすぐにできる。
コンテンツ：例）「エネルギー学習スキル」

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

北海道斜里町立斜里小学校

「すごい！　くっついた！」と、理科が苦手なＡ子が満面の笑
顔になっている。これは「エネルギー学習スキル」を使った授
業の一場面だ。エネルギーの学習の導入として、このスキルに
は「静電気で遊ぼう」というページが載っている。これはどん
な子も感動する。遊びや体験からスタートしているのだ。この
設計は、これから重要になるSTEM教育の視点と同じである。
STEM教育は「Science（科学）」「Technology（技術）」

「Engineering（工学）」「Mathematics（数学）」などの領域の知
識や技能を統合して、様々な解決策を思考できる人材を育てる
ことを目的としている。STEM視点の優れたテキストである。

お申込み先：エネルギー教育全国協議会事務局
〒142-0064　東京都品川区旗の台2-4-12　TOSSビル　東京教育技術研究所内　（担当：美崎）
FAX：03-5702-2384	　メール：misaki@tiotoss.jp

※ 

注
意
欠
如
・
多
動
症
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

研
究
主
任
日
記

学
校
の
教
育
活
動
を
創
造
す
る
①

校
内
研
究
は
、
日
々
の
授
業
改
善
が
目
的
で
あ
る
。

全
員
が
授
業
す
る
よ
う
に
研
究
、
研
修
計
画
を

企
て
る
。「
大
塚
の
教
育
」
 ※
の
研
究
の
ペ
ー
ジ
が
最
も
参
考
に
な
る
。

千ち

葉ば 

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

　

さ
て
、
研
修
の
ね
ら
い
の
中
に
、

「
○
小
の
授
業
改
善
Ⅳ
」
と
し
て
、

法
則
化
の
理
念
を
明
記
し
た
。
こ
の

四
つ
の
理
念
が
研
究
に
入
る
と
、
研

究
の
自
由
度
が
高
く
な
る
。
ど
ん
な

意
見
も
大
切
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

研
究
の
場
で
は
、
新
卒
も
ベ
テ
ラ

ン
も
同
じ
土
俵
で
意
見
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
３　

本
年
度
の
研
究

方
針
」
の
中
に
、
次
の
一
文
を
入
れ

て
お
く
。

︵
４
︶
研
究
授
業
は
、
全
員
が
行
う
。

　

こ
れ
も
、「
大
塚
の
教
育
」
か
ら

の
追
試
で
あ
る
。

　

こ
の
一
文
が
入
る
こ
と
に
よ
り
、

研
究
が
「
授
業
者
に
お
任
せ
」
で
な

く
な
り
、
事
前
や
事
後
の
研
究
授
業

へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
管
理
職
に
よ
る
授
業
観
察

な
ど
と
研
究
を
絡
め
る
と
、
よ
り
一

層
校
内
の
研
究
が
組
織
立
つ
。

　

研
究
主
任
は
、
一
人
一
人
の
授
業

改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
に
仕
事
を
企

て
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　

研
究
・
研
修
の
計
画
案
の
プ
ロ
ッ

ト
は
、
大
ま
か
に
次
の
五
つ
で
あ
る
。

１　

校
内
研
究
・
研
修
の
ね
ら
い

２　

研
究
部
と
各
ブ
ロ
ッ
ク

３　

本
年
度
の
研
究
方
針

４　

年
間
予
定

５　

そ
の
他

　

こ
れ
は
、「
大
塚
の
教
育
」
の
研

究
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
原
文
に

当
た
っ
て
、
研
修
計
画
を
作
成
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
校
内
研
究
を
こ
の

よ
う
に
計
画
す
る
と
い
う
骨
格
が
見

事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
読
み

返
す
た
び
、
発
見
が
あ
る
。

「
校
長
先
生
、
こ
れ
だ
け
は
絶
対

に
！　

と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
？
」

　

研
究
主
任
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
は
、

校
長
先
生
の
も
と
へ
行
く
。
研
究
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
っ
て
お
く
た
め

で
あ
る
。
必
ず
、
一
つ
か
二
つ
、
校

内
研
究
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
語
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
学
校
経
営
案
を
基
に
、

研
究
の
柱
立
て
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
校
内
の
先
生
方
に
も
前
年

度
の
反
省
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら

意
見
を
聞
い
て
お
く
。

　

全
て
を
生
か
そ
う
と
す
る
と
ま
と

ま
ら
な
い
の
で
、
腹
を
く
く
っ
て
提

案
を
し
よ
う
。

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　http://tosshoken.com/

同
僚
か
ら
い
じ
め
を
受
け
て
退
職
を
考
え
る
ほ

ど
悩
ん
で
い
る
。
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

　

同
僚
か
ら
い
じ
め
を
受
け
て
悩

ん
で
い
ま
す
。
学
校
で
、
自
分
の

授
業
に
対
し
て
激
し
い
口
調
で
攻

撃
的
に
コ
メ
ン
ト
を
し
て
き
た
り
、

校
務
分
掌
で
の
自
分
の
仕
事
に
対

し
て
、
否
定
的
な
発
言
を
し
た
り

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

転
勤
を
し
た
い
の
で
す
が
、
人

事
は
思
い
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

退
職
を
し
た
い
ぐ
ら
い
悩
ん
で
い

ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

重
要
な
の
は
、
先
生
が
悩
ん
で
い
る

相
談
内
容
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

雇
用
関
係
に
お
い
て
、
雇
い
主
は
雇

わ
れ
て
い
る
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

維
持
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

公
立
の
学
校
で
は
、
雇
わ
れ
て
い
る

教
員
の
雇
い
主
は
、
都
道
府
県
や
市
町

村
で
す
。

　

つ
ま
り
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に
は

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
維
持
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
義
務
を
教
員

に
直
に
接
す
る
校
長
が
履
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
先
生
の
悩
み
を
校
長
に

訴
え
て
、
校
長
か
ら
攻
撃
的
な
同
僚
に

対
し
、
や
め
る
よ
う
指
導
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

校
長
へ
訴
え
る
際
に
は
、
訴
え
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
不
明
に
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
内
容
は
簡
潔
で
も
よ
い
の
で
、

日
付
を
入
れ
た
書
面
に
し
て
校
長
宛
て

に
訴
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
そ
の
書
面
の
コ
ピ
ー
は
手
元

に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

運
動
場
横
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人

か
ら
「
学
校
の
お
昼
の
放
送
や
、
全

校
集
会
の
マ
イ
ク
の
音
が
う
る
さ

い
」
と
苦
情
が
入
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
の
音
量
を
小
さ
く
す
る
と
、

列
の
後
ろ
に
並
ん
で
い
る
児
童
に
は

全
然
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
校
長
は
音
量

を
小
さ
く
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。

　

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る　
　

構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：中谷 康博

「○小の授業改善Ⅳ」
①多様性・・・教育技術、方法は様々であるので、できるだけ多くの方法を取り入れ、
　　　　　　　授業改善を行う。
②連続性・・・完成された教育方法、教育技術は存在しないので、常に検討、修正し、
　　　　　　　授業改善を行う。
③実証性・・・児童の実態を踏まえ、「教材」「発問・指示」「留意点」「結果」を記録し、
　　　　　　　授業改善を行う。
④主体性・・・多くの教育技術・方法から、自分の学級に適した技術・方法を選択し、
　　　　　　　授業改善を行う。

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

※ 

向
山
洋
一
氏
が
教
務
主
任
を
務
め
た
東
京
都
大
田
区
立
調
布
大
塚
小
学
校
の
教
育
課
程
冊
子
。

 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
研け
ん

鑽さ
ん

用
に
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
内
部
資
料
﹂
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

SANSU

算数
1年 KOKUGO

国語
1年

「
階
段
み
た
い
だ
！
」

「
お
じ
い
さ
ん
は
毎
回
出
て
く
る
」

な
ど
、
意
見
が
出
る
。

発
問
３	

ね
ず
み
が
引
っ
張
っ

て
か
ぶ
が
抜
け
た
の
だ
か
ら
、

ね
ず
み
の
力
が
一
番
強
い
ん

だ
よ
ね
。（
向
山
氏
の
発
問
）

　

そ
う
だ
と
思
う
人
は
十
五
人
。
そ

う
で
は
な
い
と
思
う
人
は
五
人
だ
っ

た
。「
ね
ず
み
が
来
て
抜
け
た
の
だ

か
ら
、
ね
ず
み
の
力
が
大
き
い
」
と

い
う
賛
成
意
見
と
「
ね
ず
み
は
体
が

小
さ
い
。
だ
か
ら
手
の
大
き
さ
も
小

さ
い
。
つ
ま
り
、
力
は
強
く
な
い
」

と
い
う
反
対
意
見
が
出
た
。

説
明	

じ
ゃ
あ
、
ど
う
な
の
か

が
分
か
る
実
験
を
し
ま
す
。

　

天
び
ん
に
、
粘
土
で
作
っ
た
お
も

り
を
順
に
載
せ
て
い
く
。「
み
ん
な

の
力
が
合
わ
さ
っ
て
抜
け
た
」
と
分

か
る
。

２ 

﹁
ド
ッ
ツ
カ
ー
ド
﹂
を
使
っ
て

「
ド
ッ
ツ
カ
ー
ド
」
は
、
10
ま
で
の

数
を
扱
う
と
き
に
、「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
」
で
扱
っ
て
い
る
。
10
よ
り

大
き
い
数
は
、
二
枚
の
組
合
せ
で
表

す
こ
と
に
な
る
。そ
こ
で
、10
の
カ
ー

ド
は
黒
板
に
貼
っ
た
ま
ま
で
、
も
う

一
枚
を
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
と

し
て
見
せ
れ
ば
よ
い
。
児
童
の
唱
え

方
も
同
じ
で
あ
る
。

教
師
：︵
１
の
カ
ー
ド
を
見
せ
る
︶

児
童
：
11
。

教
師
：︵
10
の
カ
ー
ド
を
見
せ
る
︶

児
童
：
20
。

　

11
～
20
ま
で
の
数
が
で
き
た
ら
、

ラ
ン
ダ
ム
も
行
う
。「
百
玉
そ
ろ
ば

ん
」
や
「
ド
ッ
ツ
カ
ー
ド
」
で
答
え

さ
せ
な
が
ら
「
こ
れ
を
数
字
で
書
く

と
？
」
と
問
い
、「
十
の
部
屋
に
１
、

一
の
部
屋
に
１
で
11
」「
十
の
部
屋

に
２
、
一
の
部
屋
に
０
で
20
」
と
言

わ
せ
、
書
か
せ
る
。
具
体
物
を
見
て

唱
え
て
い
た
数
を
、
数
字
（
抽
象
）

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
。

発
問
１	

「
う
ん
と
こ
し
ょ
、

ど
っ
こ
い
し
ょ
。」
は
、
何
回

出
て
き
ま
す
か
。

　

六
回
で
あ
る
。

発
問
２	

そ
れ
ぞ
れ
、
誰
が
言
っ

た
セ
リ
フ
で
し
ょ
う
か
。（
板
書
）

指
示	
気
付
い
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
ょ
う
。

「
10
よ
り
お
お
き
い
か
ず
」
の
学
習

で
は
、「
10
と
３
で
13
」
な
ど
と
い

う
数
を
扱
う
。
10
を
超
え
る
と
具
体

物
か
ら
数
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
が

難
し
い
児
童
が
い
る
。
毎
回
授
業
の

導
入
に
、「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」
や

「
ド
ッ
ツ
カ
ー
ド
」
を
使
っ
て
唱
え

さ
せ
る
こ
と
で
定
着
す
る
。

１ 

﹁
百
玉
そ
ろ
ば
ん
﹂
を
使
っ
て

教
師
：
10
と
１
で
？

児
童
：
11
。

教
師
：
10
と
10
で
？

児
童
：
20
。

　

11
～
20
ま
で
の
数
を
順
に
で
き
た

ら
、
ラ
ン
ダ
ム
で
行
う
。

　

逆
の
言
い
方
も
練
習
す
る
。

教
師
：
11
は
？

児
童
：
10
と
１
。

教
師
：
20
は
？

児
童
：
10
と
10
。

　

同
様
に
、
11
～
20
ま
で
の
数
が
で

き
た
ら
、
ラ
ン
ダ
ム
で
行
う
。
玉
は
、

逆
方
向
に
は
じ
い
て
唱
え
る
。

発問  ねずみが引っ張ってかぶが
抜けたのだから、ねずみの力が
一番強いんだよね。

「百玉そろばん」を使って
教師：10と３で？　　児童：13。

「ドッツカード」を使って
児童：13。

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

具体物から数字へ
「10よりおおきいかず」の指導
は、「百玉そろばん」、「ドッツカー
ド」を繰り返し使い、位を意識
して唱えることで、数字（抽象）
として捉えられるようになる。

東京書籍・１年上・p.60-63

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

「おおきなかぶ」は
絶対向山洋一氏の
追試をしよう！
「天びん」を使って力を可視化
することで、「みんなの力が集
まって抜けたんだ」という主題
をどの子も納得できる。

光村図書・１年上・p.80-91

１回目　
おじいさん
２回目
おじいさん、おばあさん
３回目　
おじいさん、おばあさん、まご
４回目　
おじいさん、おばあさん、まご、いぬ
５回目　
おじいさん、おばあさん、まご、いぬ、ねこ
６回目　
おじいさん、おばあさん、まご、いぬ、ねこ、ねずみ
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SANSU

算数
2年 KOKUGO

国語
2年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

長野県長野市立緑ヶ丘小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき

図と数直線と言葉の
往復をさせる
難しい問題は、絵や図で一度
解かせてから、教科書の問題
を扱う。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「じゅんじょよく
書こう」
メモと作文を連動させて書け
ば、どの子も作文を書くこと
ができる。

啓林館・２年上・p.72 東京書籍・２年上・p.86-91

２ 

メ
モ
と
作
文
の
構
造

　

教
科
書
の
「
竹
田
さ
ん
の
メ
モ
」

を
読
む
。

　

竹
田
さ
ん
の
メ
モ
の
「
・
」

に
番
号
を
付
け
な
さ
い
。

「
・
」
は
六
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
竹
田
さ
ん
の

文
し
ょ
う
」
を
読
む
。

　

竹
田
さ
ん
の
文
に
段
落
番
号

を
付
け
な
さ
い
。

　

段
落
も
六
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
つ
ま
り
、
メ
モ
の
「
・
」
に
合

わ
せ
て
段
落
を
変
え
て
い
る
の
だ
。

「
は
じ
め
」
と
「
お
わ
り
」
で
一
段

落
ず
つ
。「
中
」
は
四
段
落
だ
が
、

子
供
に
よ
っ
て
「
中
」
の
数
は
二
～

三
段
落
で
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。
メ

モ
が
で
き
た
ら
、
作
文
に
書
こ
う
と

す
る
内
容
を
聞
き
取
り
、
無
理
が
あ

る
と
き
は
メ
モ
を
修
正
す
る
。

伸
ば
し
ま
す
。
幾
つ
と
ぶ
つ
か
り

ま
す
か
？　
（
２
０
０
で
す
）

　

同
様
に
続
け
て
、
最
後
ま
で
行
う
。

（
１
０
０
０
で
す
）

発
問
２	

☆
は
何
個
あ
り
ま
し
た

か
？　

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

図
を
扱
っ
て
問
題
を
解
か
せ
て
か

ら
、
ノ
ー
ト
に
言
葉
の
形
で
書
か
せ
、

再
度
問
題
を
解
か
せ
る
。

〈
問
題
₂
の
場
合
〉

指
示
５	

最
後
の
☆
を
鉛
筆
で
消
し

な
さ
い
。
☆
は
幾
つ
に
な
り
ま
し

た
か
？　
（
９
９
９
個
）

指
示
６	

も
う
１
つ
☆
を
消
し
ま
す
。

　

幾
つ
に
な
り
ま
し
た
か
？

（
９
９
８
個
）

　

同
様
に
９
９
５
ま
で
行
う
。

　

そ
の
後
、
教
科
書
の
問
題
を
読
み
、

ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
指
定
す
る
。

　

１
０
０
０
よ
り
１
小
さ
い
数
↓
□

〈
問
題
④
の
場
合
〉

指
示
７	

下
の
数
の
直
線
の
一
目
盛

り
が
10
。
で
は
１
０
０
０
は
10
が

幾
つ
？　

10
個
？　

１
０
０
個
？ 

１ 

書
く
こ
と
を
決
め
る

「
心
に
の
こ
っ
た
で
き
ご
と
」
を
決

め
る
こ
と
が
難
し
い
。
例
え
ば
、「
友

達
と
公
園
で
遊
ん
だ
こ
と
」
を
書
く

こ
と
に
決
め
て
も
、
ブ
ラ
ン
コ
に

乗
っ
た
こ
と
し
か
覚
え
て
い
な
い
場

合
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
メ
モ
の
「
中
」

が
書
け
な
い
。
詳
し
く
書
く
に
は
、

「
中
」
が
書
け
る
と
よ
い
。

「
心
に
残
っ
て
い
る
」
＝
「
よ

く
覚
え
て
い
る
」

　

こ
の
よ
う
に
置
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ス
で
お
楽

し
み
会
を
開
く
な
ど
、
教
師
が
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
く
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
番
、
椅
子

取
り
ゲ
ー
ム
」「
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
番
、

ク
イ
ズ
」
の
よ
う
に
、
時
間
と
と
も

に
場
面
が
変
わ
る
の
で
、
順
序
良
く

書
く
こ
と
が
可
能
だ
。
記
憶
に
残
っ

て
い
る
う
ち
に
作
文
を
書
く
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

「
お
ー
っ
」
と
子
供
た
ち
か
ら
歓
声

が
あ
が
る
向
山
実
践
の
追
試
。

「
千
」
を
教
え
る
時
間
。
星
の
図
と

数
直
線
、
言
葉
と
往
復
さ
せ
な
が
ら
、

学
習
さ
せ
る
。

　

教
科
書
を
読
む
。「
千　

₁
下
の

☆
は
何
こ
あ
り
ま
す
か
。」

指
示
１	

何
個
あ
る
か
、
数
え
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。

　

何
人
か
指
名
し
、
同
じ
考
え
の
子

に
挙
手
さ
せ
る
。

指
示
２	

鉛
筆
君
が
赤
鉛
筆
で
囲
ん

で
い
ま
す
。そ
れ
を
な
ぞ
り
な
さ
い
。

指
示
３	

今
の
線
右
側
の
所
。
上

か
ら
下
に
も
う
一
度
な
ぞ
り

ま
す
⋮
⋮
。

　
　

下
に
突
き
抜
け
な
さ
い
。	

発
問
１	

何
と
ぶ
つ
か
り
ま
し
た

か
？　
（
１
０
０
で
す
）

「
１
０
０
に
ぶ
つ
か
っ
た
人
。
す
ご

い
。
そ
こ
ま
で
が
１
０
０
で
す
」

　

以
下
、
同
じ
よ
う
に
進
め
る
。

指
示
４	

隣
も
同
じ
よ
う
に
☆
を
１

０
０
個
囲
み
ま
す
。
右
側
を
下
に

指示１  「竹田さんのメモ」の「・」
に番号を付けなさい。

指示２  竹田さんの文に段落番号
を付けなさい。

指示  下に突き抜けなさい。

発問  何とぶつかりましたか？

※「竹田さんのメモ」を参考にして書かれた子供のメモ。

※右図は教科書を
もとにかき起こし
たものから作成。
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KOKUGO

国語
3年SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

東京書籍・３年上・p.82-87

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

「俳句に親しもう」
俳句の中にある季節を表す言
葉（「季語」）を探そう。

が
季
語
だ
と
確
定
し
や
す
い
か
ら
だ
。

　

次
に
、
単
語
に
分
け
や
す
い
与
謝

蕪
村
の
俳
句
の
季
語
を
聞
く
。
我
が

ク
ラ
ス
で
は
、「
菜
の
花
」「
月
」「
日
」

が
出
た
。「
春
」
の
漢
字
を
分
解
す

る
と
、「
三
」「
人
」「
日
」
と
な
る

か
ら
「
日
」
が
季
語
だ
と
言
う
子
も

い
た
が
、
月
も
日
も
春
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
と
「
菜
の
花
」
に
確
定
し

た
。

　

最
後
に
、
小
林
一
茶
の
俳
句
の
季

語
を
聞
く
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

「
雪
ど
け
」
が
春
の
季
語
と
は
分
か

り
に
く
い
。「
雪
」「
子
ど
も
」「
雪

と
け
て
」「
村
一
ぱ
い
の
子
ど
も
」

の
四
つ
に
意
見
が
分
か
れ
、
ミ
ニ
討

論
と
な
っ
た
。「
雪
」
は
冬
、「
子
ど

も
」
は
い
つ
で
も
い
る
と
い
う
意
見

が
出
て
、「
雪
が
と
け
る
」
の
は
「
春
」

し
か
な
い
と
「
雪
ど
け
」
に
決
定
し

た
。「
と
け
る
」
に
は
「
解
」「
溶
」「
融
」

の
三
つ
の
漢
字
が
あ
り
、
自
然
に
と

け
る
の
は
、「
解
」
だ
と
言
う
と
子

供
た
ち
は
驚
い
た
。
易
か
ら
難
（
発

展
）
へ
と
順
番
を
変
え
て
問
う
。

　

東
京
書
籍
「
新
し
い
国
語
三	

上
」

に
は
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
の
俳
句
が
、

三
つ
ず
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
春
」

に
は
、
次
の
三
つ
の
俳
句
が
あ
る
。

雪
と
け
て
村
一
ぱ
い
の
子
ど
も
か
な

小
林　

一
茶

菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に

与
謝　

蕪
村

ゆ
さ
ゆ
さ
と
大
枝
ゆ
る
る
桜
か
な

村
上　

鬼
城

　

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
、
五
音
、
七

音
、
五
音
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
／
）
で

区
切
ら
せ
、
何
度
も
読
ん
だ
後
、
発

問
を
す
る
。

発
問	

こ
の
三
つ
は
、
春
の
俳

句
で
す
。
季
語
は
ど
の
言
葉

で
す
か
。

指
示	

季
語
だ
と
思
う
言
葉
を

○
で
囲
み
な
さ
い
。

　

三
つ
の
俳
句
の
中
で
最
初
に
聞
く

の
は
、
村
上
鬼
城
の
俳
句
だ
。
な
ぜ

な
ら
、子
供
た
ち
も
「
春
に
咲
く
花
」

と
し
て
、
よ
く
知
っ
て
い
る
「
桜
」

発問  この３つは、春の俳句です。
季語はどの言葉ですか。

指示  季語だと思う言葉を○で囲
みなさい。

大きな数は
「位の物差し」で
大きな数の攻略は、位の部屋
を書かせること。

啓林館・３年上・p.68-70

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

て
○
、
×
を
付
け
る
。

　

早
く
書
け
た
子
に
は
黒
板
に
も
書

か
せ
、
書
け
な
い
子
に
は
写
す
よ
う

に
指
示
を
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
き
て
、「
位
の
物
差
し
」

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

説
明
２ 

こ
の
よ
う
な
位
の
部
屋
を

﹁
位
の
物
差
し
﹂
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
少
し
変
化
を
付
け
た
問

題
を
出
す
。

指
示
３ 

﹁
八
万
九
百
三
十
八
﹂
を

書
き
な
さ
い
。

　

こ
の
問
題
は
千
の
位
に
、
空
位
の

０
を
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
位

の
物
差
し
」
が
あ
る
こ
と
で
、
空
位

の
０
に
気
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、「
位
の
物
差
し
」
を
書
く

こ
と
で
、「
千
百
十
一
」
の
四
桁
が

「
万
の
位
」
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
が
視
覚
的
に
も
理
解
で
き
る
。
こ

の
後
の
「
億
の
位
」「
兆
の
位
」
の

読
み
・
書
き
に
も
対
応
で
き
る
。

　

お
勧
め
だ
。

「
な
ん
だ
あ
！　

簡
単
簡
単
！
」

　

子
供
た
ち
が
、
笑
顔
で
問
題
を
解

い
て
い
く
。

　

大
き
な
数
の
読
み
・
書
き
は
、「
位

の
物
差
し
」
を
書
く
こ
と
で
、
ど
ん

ど
ん
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

〈
問
題
〉

　

二
万
四
千
五
百
六
十
三
を
数

字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

指
示
１ 

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し

な
さ
い
。

　

上
図
の
よ
う
な
位
の
部
屋
と
数
字

を
板
書
す
る
。
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

説
明
１ 

﹁
二
万
四
千
五
百
六
十
三
﹂

は
こ
の
よ
う
に
書
き
ま
す
。

　

書
か
せ
た
も
の
を
使
っ
て
、
数
字

を
読
む
練
習
も
す
る
。

　

続
け
て
問
題
を
出
す
。

指
示
２ 

﹁
二
万
二
千
三
百
六
十
七
﹂

を
同
じ
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。
書

け
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

子
供
た
ち
が
書
い
た
も
の
に
黙
っ

指示  そっくりそのまま写しなさ
い。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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SANSU

算数
4年 KOKUGO

国語
4年

「自分の考えを
つたえるには」
友達と意見交流をさせる。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

２ 

理
由
を
書
き
出
す

　

た
だ
、「
理
由
を
書
き
な
さ
い
」

と
い
う
指
示
だ
け
で
は
、
書
け
な
い

子
供
が
い
る
。
だ
か
ら
、「
理
由
を

書
き
な
さ
い
」
と
い
う
指
示
の
後
に
、

　

一
つ
書
け
た
ら
、
先
生
に
ノ
ー

ト
を
見
せ
に
来
な
さ
い
。

と
付
け
足
す
。
そ
し
て
、
ノ
ー
ト
に

丸
を
付
け
て
褒
め
る
。
全
く
鉛
筆
が

動
か
な
い
子
供
が
数
名
い
る
場
合
は
、

丸
を
も
ら
っ
た
子
供
に
読
み
上
げ
さ

せ
る
と
よ
い
。

３ 

友
達
と
意
見
交
流
を
す
る

　

全
員
が
最
低
一
つ
書
け
た
ら
、

　

A
の
意
見
は
ロ
ッ
カ
ー
の
前
、

B
の
意
見
は
黒
板
の
前
へ
移
動
し
、

同
じ
意
見
の
人
と
理
由
を
伝
え

合
い
な
さ
い
。

と
指
示
を
出
す
。
こ
の
活
動
を
入
れ

る
こ
と
で
、
全
員
が
自
信
を
も
っ
て
、

作
文
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

１ 

自
分
の
考
え
を
決
め
る

　

A
か
B
か
を
決
め
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
が
な
か
な
か
簡
単
に
は
い
か
な

い
。
子
供
は
不
安
な
の
だ
。

　

全
員
起
立
。
A
か
B
か
を
決

め
た
ら
座
り
な
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
指
示
を
出
し
、
考
え

を
決
め
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、

　

何
と
な
く
と
い
う
直
感
で
決
め

て
も
い
い
の
で
す
よ
。
え
い
や
っ

と
決
め
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
言
っ
て
し
ま
う
と
き
も

あ
る
。
当
然
、
後
で
決
め
て
も
い
い

こ
と
を
伝
え
る
。

　

全
員
が
A
か
B
か
を
確
定
し
た
ら
、

人
数
分
布
を
確
認
す
る
。
A
が
何
人
、

B
が
何
人
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る

と
、
子
供
た
ち
は
一
気
に
安
心
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

指示  Ａの意見はロッカーの前、
Ｂの意見は黒板の前へ移動し、
同じ意見の人と理由を伝え合い
なさい。

光村図書・４年上・p.84-88

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

三重県公立小学校

中
なか

野
の

 慎
しん

也
や

平行四辺形の作図
最初の手順から順番にかかせ
るのではなく、局面を限定し
てかかせる。

全社「垂直・平行と四角形」

〈
手
順
２
〉

　

次
は
、
底
辺
Ｂ
Ｃ
だ
け
が
か
か
れ

て
い
る
プ
リ
ン
ト
を
準
備
す
る
。
そ

し
て
、

　

ま
ず
、
角
Ｂ
が
70
度
の
辺
Ａ

Ｂ
を
３
㎝
か
き
な
さ
い
。

　

あ
と
は
、
さ
っ
き
と
同
じ
方

法
で
平
行
四
辺
形
を
完
成
さ
せ

な
さ
い
。

︿
手
順
１
﹀
に
分
度
器
を
使
っ
て
辺

Ａ
Ｂ
を
か
く
手
順
を
増
や
し
て
い
く
。

〈
手
順
３
〉

　

何
も
か
か
れ
て
い
な
い
ノ
ー
ト
に
、

辺
の
長
さ
と
角
度
が
指
定
さ
れ
た
平

行
四
辺
形
を
か
か
せ
る
。

　

局
面
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
師
が
逐
一
指
導
を
し
な
く
て
も
よ

い
状
況
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
文
献
：﹃
向
山
型
ス
キ
ル
・
算

数
の
授
業
パ
ー
ツ
１
０
０
選
﹄
西
田

真
衣
子
氏
論
文
︵
谷
和
樹
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
・
赤
塚
邦
彦
編
集　

明
治

図
書
︶

局
面
を
限
定
す
る

　

平
行
四
辺
形
の
作
図
は
、
手
順
が

多
い
。
丁
寧
な
作
業
が
苦
手
な
子
は
、

途
中
で
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
が
分

か
ら
な
く
な
り
、
最
後
ま
で
到
達
し

な
い
こ
と
も
あ
り
、
成
功
体
験
が
得

ら
れ
に
く
い
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

局
面
を
限
定
し
、
終
末
局
面
か
ら

遡
っ
て
、
手
順
を
細
分
化
す
る
。

〈
手
順
１
〉

　

白
い
紙
の
上
に
底
辺
を
か
か
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、

上
図
の
よ
う
に
、
二
つ
の
辺
が
既
に

か
い
て
あ
る
プ
リ
ン
ト
を
準
備
す
る
。

そ
し
て
、
点
Ｄ
の
位
置
だ
け
を
決
め

さ
せ
る
。
方
法
は
教
科
書
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
と
は
子
供
に

任
せ
れ
ば
よ
い
。
学
級
に
よ
っ
て
は
、

「
三
角
定
規
を
使
っ
て
」「
コ
ン
パ
ス

を
使
っ
て
」
と
い
う
条
件
を
出
し
て

も
よ
い
。
三
角
定
規
を
使
う
方
法
は

「
平
行
」
の
復
習
な
の
で
、
前
時
ま

で
に
学
習
し
て
い
る
。

　点Dの位置を、２通りの方法で決めま
しょう。

　このように平行四辺形のかきかけの
状態の図を準備して、点Dの位置だけを
決めさせる。
①三角定規を使う方法と、コンパスを

使う方法があります。
②分からない人は教科書を参考にしな

さい。

B

A D ?

70°
C

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

SANSU

算数
5年

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

KOKUGO

国語
5年

「力をつけるもんだ
い」の扱い方
文章題から始める。

キャッチコピーを考
えさせる４つの段階
まず、簡単な物語文や絵本でキャッチ
コピーを考えさせる。その上で、教科
書の教材文に入り、活用させる。こう
することで、どの子も安心して取り組
むことができる。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

文
や
絵
本
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
考
え
さ
せ
る
。
簡
単
な
物
語

だ
か
ら
こ
そ
、
考
え
や
す
く
な
る
。

（
例
）「
か
ち
か
ち
山
」
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な

さ
い
。

　

書
い
た
子
か
ら
、
黒
板
に
板
書
さ

せ
る
。
よ
ほ
ど
変
な
意
見
で
な
い
限

り
、
基
本
的
に
全
て
褒
め
る
。

　

こ
の
と
き
に
、「
〇
〇
さ
ん
は
、

□
□
の
場
面
に
面
白
さ
、
魅
力
を
感

じ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
し
た
の
で
す
ね
」
と
、
価

値
付
け
を
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
、「
千
年
の
釘
に
い

ど
む
」
と
い
う
お
話
を
読
み
ま

す
。
特
に
面
白
い
と
感
じ
た
と

こ
ろ
を
基
に
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
い
け
ば
、

取
り
組
み
や
す
く
な
る
。

　

次
に
4
～
6
（
工
夫
し
た
問

題
）
と
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　

6
ま
で
や
っ
た
ら
戻
っ
て
2

（
積
の
大
き
さ
）
を
や
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
を
行
い
ま
す
。

　

授
業
の
最
後
に
7
（
応
用
問

題
）
を
先
生
と
一
緒
に
や
っ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
順
序
で
行
え
ば
、
一
時
間
で

大
部
分
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、

　

文
章
題
か
ら
行
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

最
終
問
題
は
丸
投
げ
せ
ず
に
、「
授

業
」
す
る
。
こ
の
た
め
の
時
間
は
必

ず
確
保
す
る
。

　

練
習
に
は
原
則
が
あ
る
。

　

練
習
は
数
で
区
切
る
の
で
は

な
く
、
時
間
で
区
切
る
。

　

あ
る
本
の
紹
介
の
文
で
す
。

　

何
と
い
う
本
で
し
ょ
う
か
。

「
三
匹
の
動
物
と
と
も
に
、
鬼

退
治
に
行
く
青
年
の
運
命
は

⋮
⋮
」

　

こ
れ
は
、「
桃
太
郎
」
で
あ
る
。

　

授
業
の
冒
頭
で
、
い
き
な
り

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
提
示
す
る
。
そ

し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

読
者
を
引
き
付
け
る
た
め
に

工
夫
さ
れ
た
短
い
文
の
こ
と
を
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
言
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
紹
介
す
る

人
が
面
白
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
、
書
き
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
も
あ
り
得
る
こ
と
を
告
げ
る
。

「
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い

大
き
な
桃
。
そ
の
中
か
ら
⋮
⋮
」

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
に
習
っ
た
物
語

　

教
科
書
の
単
元
末
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
と
め
」
の
問

題
。

　

通
常
、
数
と
計
算
領
域
の
場
合
、

前
半
が
計
算
問
題
、
後
半
か
ら
文
章

問
題
が
続
き
、
最
終
問
題
は
応
用
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
配
当
時
間
は
一
時

間
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
１
か
ら
順
番
に
解
い
て

い
く
と
何
が
起
こ
る
か
。

　

計
算
問
題
だ
け
や
っ
て
文
章

問
題
を
や
ら
な
い
子
が
出
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
、
取
り
組

む
順
序
を
入
れ
替
え
る
。

　

東
京
書
籍
「
小
数
の
か
け
算
」
の

「
力
を
つ
け
る
も
ん
だ
い
」
で
あ
れ

ば
こ
う
な
る
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
次
の
順
序
で

や
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
3
の
文
章
題
か
ら
行
い

ま
す
。

発問  ある本の紹介の文です。
　　何という本でしょうか。
指示  「かちかち山（※簡単な物語文や

絵本）」のキャッチコピーをノートに
書きなさい。

指示  このページは次の順序でやってい
きます。

　　まず 3 の文章題から行います。

光村図書・５年・p.70-83
「広がる、つながる、わたしたちの読書」

簡単な物語文・絵本のキャッチコピーを提示する

面白いと感じたところによってキャッチコピーは
変わることを告げる

簡単な物語文・絵本のキャッチコピーを考えさせる

「千年の釘にいどむ」のキャッチコピーを考えさせる東京書籍・５年上・p.45
「小数のかけ算」

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

KOKUGO

国語
6年

子供を熱中させるに
は「探す」活動を多
く取り入れる
６年生最初の物語文。「探す」
活動を通して、物語の設定を
大まかに理解させる。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

SANSU

算数
6年

「比とその利用」
難所は２つ
どちらも、「一つ分は幾らで
すか」「一つ分を赤鉛筆でな
ぞりなさい」で難所を乗り
越えさせる。

教育出版・６年上・p.74-95啓林館・６年・p.87-88

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

よ
い
こ
と
を
伝
え
る
。

「
ノ
リ
オ
は
、
青
い
ガ
ラ
ス
の
か
け

ら
を
、
ぽ
ん
と
川
の
水
に
投
げ
て

や
っ
た
。」
が
対
に
な
る
一
文
で
あ
る
。

「
く
り
の
げ
た
」
は
戻
っ
て
く
る
も

の
、「
青
い
ガ
ラ
ス
の
か
け
ら
」
は

戻
っ
て
こ
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
投
げ
て
や
っ
た
」
と
「
投
げ

た
」
の
違
い
を
考
え
ま
す
。「
◯

◯
し
て
や
っ
た
」
と
い
う
言
葉

を
た
く
さ
ん
書
き
ま
す
。

「
許
し
て
や
っ
た
」「
貸
し
て
や
っ

た
」「
教
え
て
や
っ
た
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
出
さ
せ
る
。「
や
っ
た
」
が

あ
る
こ
と
で
、「
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
て
い
る
」
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

「
八
月
六
日
」
で
帰
っ
て
こ
な

い
も
の
は
幾
つ
あ
り
ま
す
か
。

「
黒
い
ゴ
ム
ぐ
つ
」「
麦
わ
ら
帽
子
」

「
黒
い
パ
ン
ツ
」
の
三
つ
は
す
ぐ
に

出
る
。「
実
は
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
」

と
言
い
、「
⋮
⋮
」
か
ら
「
母
も
帰
っ

て
こ
な
い
」
を
子
供
か
ら
引
き
出
す
。

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
と
何
を

比
べ
て
い
る
の
か
、
単
元
を
通
し
て

書
か
せ
る
。
そ
し
て
、
２
：
５
の
線

分
図
を
ノ
ー
ト
に
か
か
せ
る
。

「
小
麦
は
１
５
０
ｇ
。
比
が
５
で
１

５
０
ｇ
。
で
は
、
こ
の
一
つ
分
は
、

何
ｇ
で
す
か
」

　

小
麦
の
一
つ
分
を
、
赤
で
な
ぞ
る
。

（
30
ｇ
で
す
）

「
式
は
？
」

（
１
５
０
÷
５
で
す
）

　

答
え
を
確
定
し
た
後
で
式
を
問
う

と
、
算
数
が
苦
手
な
子
供
も
考
え
や

す
く
な
る
。

「
一
つ
分
が
、
30
ｇ
。
で
は
、
砂
糖

を
求
め
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

（
30
×
２
＝
60
）

　

同
じ
よ
う
に
、
二
つ
目
の
難
所
も

「
一
つ
分
が
幾
ら
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
。

線
分
図
の
３
：
２
の
上
に
赤
鉛
筆
で

「
５
」
と
書
か
せ
る
こ
と
も
大
事
で

あ
る
。
①
線
分
図
を
か
か
せ
る	

②

一
つ
分
は
幾
ら
か
発
問
す
る	

③
一

つ
分
を
赤
鉛
筆
で
な
ぞ
ら
せ
る
、
こ

の
三
つ
の
指
導
法
の
工
夫
が
有
効
だ
。

「
探
す
」
活
動
は
、
子
供
が
熱
中
す

る
。「
川
と
ノ
リ
オ
」
で
は
、
探
す

活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
と
よ
い
。

　

七
七
ペ
ー
ジ
の
（
お
い
で
、

お
い
で
。
つ
か
ま
え
て
ご
ら
ん
。

私
は
、
だ
あ
れ
に
も
つ
か
ま
ら

な
い
よ
。）
に
線
を
引
き
ま
す
。

日
付
以
外
に
あ
と
三
か
所
（　

）

が
あ
り
ま
す
。
線
を
引
き
ま
す
。

　

四
か
所
引
い
た
上
で
発
問
を
す
る
。

　

四
つ
の
（　

）
で
、
出
て
く
る

順
に
番
号
を
振
り
ま
す
。
こ
の

中
で
仲
間
外
れ
は
何
番
で
す
か
。

　

三
番
目
の
（
ノ
リ
オ
、
ノ
リ
ち
ゃ

ん
、
～
す
え
て
や
ろ
⋮
⋮
。）
は
母
の

せ
り
ふ
で
あ
る
。
ほ
か
は
川
の
声
だ
。

「
ノ
リ
オ
は
、
も
う
片
方
の
く

り
の
げ
た
も
、
夢
中
で
川
の
上

に
投
げ
て
や
っ
た
。」
と
対
に
な

る
一
文
に
線
を
引
き
ま
す
。

　

な
か
な
か
見
付
け
ら
れ
な
い
場
合

は
「
投
げ
て
や
っ
た
。」
を
探
す
と

「
比
と
そ
の
利
用
」。
子
供
が
つ
ま

ず
く
難
所
は
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
。

「
砂
糖
と
小
麦
粉
の
重
さ
の
比
を

２
：
５
に
し
て
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
ま

す
。

　

小
麦
粉
を
１
５
０
ｇ
に
す
る
と
、

砂
糖
は
何
ｇ
い
り
ま
す
か
。」

（
比
の
一
方
の
値
を
求
め
る
）

　

二
つ
目
。

「
み
ず
き
さ
ん
は
、
お
ば
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
長
さ
２
・
５
ｍ
の
リ
ボ
ン

を
、
妹
と
分
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

み
ず
き
さ
ん
の
分
と
妹
の
分
の
長

さ
の
比
を
３
：
２
に
す
る
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
何
ｍ
ず
つ
に
分
け
た
ら
よ
い

で
す
か
。」

（
全
体
を
決
ま
っ
た
比
に
分
け
る
）

　

ど
ち
ら
も
ポ
イ
ン
ト
は
、
一

つ
分
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　

問
題
文
を
教
師
が
ゆ
っ
く
り
読
む
。

子
供
た
ち
に
も
読
ま
せ
る
。

「
ま
ず
何
を
し
ま
す
か
」

（「
砂
糖
」
と
「
小
麦
」
と
書
き
ま
す
）

　

比
は
、
二
つ
以
上
の
数
量
の
割
合

発問  ４つの（　）で仲間外れは
どれですか。

発問  一つ分は幾らですか。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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全
て
胸
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
表
か
ら

は
胸
が
ど
こ
か
分
か
り
に
く
い
カ
ブ

ト
ム
シ
も
、
裏
か
ら
見
た
図
を
塗
り

分
け
る
こ
と
で
、
ど
こ
が
胸
な
の
か

が
よ
く
分
か
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ドN

o. 2946814

﹁
昆
虫
を
調
べ
よ
う
﹂

http://w
w

w
.tos-land.net/

２ 

体
の
つ
く
り
を
色
分
け
す
る

　

次
に
、
バ
ッ
タ
や
ト
ン
ボ
の
体
を

観
察
し
て
調
べ
る
。
実
物
を
蓋
付
き

の
透
明
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
観
察
す
る

と
昆
虫
の
表
も
裏
も
よ
く
見
え
る
。

昆
虫
が
苦
手
な
児
童
に
は
、
お
も

ち
ゃ
を
使
っ
て
観
察
さ
せ
る
と
よ
い
。

　

胸
を
赤
く
塗
り
分
け
よ
う
。

　

観
察
後
、
イ
ラ
ス
ト
の
胸
の
部
分

を
赤
く
塗
る
活
動
を
す
る
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
塗
り
分
け
る
こ
と
に

よ
り
、
昆
虫
は
「
頭
、
胸
、
腹
」
に

分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
六
本
の
足
は
、

１ 

ア
リ
の
体
を
予
想
し
、
調
べ
る

　

昆
虫
の
体
を
調
べ
る
学
習
は
、
で

き
る
だ
け
本
物
の
虫
を
一
人
一
匹
、

観
察
さ
せ
た
い
。
た
く
さ
ん
手
に
入

る
ア
リ
を
初
め
に
扱
う
と
よ
い
。

　

ア
リ
の
体
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
何
も
見
な
い
で
ア
リ
を
描

か
せ
る
。
多
く
の
児
童
は
、
描
く
こ

と
が
で
き
ず
、
体
の
つ
く
り
を
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

こ
の
後
で
観
察
さ
せ
る
と
、「
足
は

何
本
か
」「
体
の
ど
の
部
分
に
足
は

付
い
て
い
る
の
か
」
と
い
う
視
点
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
ア
リ
は
よ
く

動
く
の
で
、
小
さ
な
穴
を
空
け
た

チ
ャ
ッ
ク
付
き
ポ
リ
袋
に
入
れ
、

ル
ー
ペ
を
使
っ
て
観
察
す
る
。

基礎
・基本

理科

が
苦
手
な
児
童
に
は
、
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
で
図
鑑
な
ど
を
写
し
取

ら
せ
る
と
よ
い
。

　

ク
イ
ズ
を
作
る
過
程
で
、
グ
ル
ー

プ
で
話
合
い
な
が
ら
行
う
と
、
互
い

の
良
さ
を
生
か
す
活
動
と
な
る
。
左

図
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
使
っ
て
問
題

を
出
す
。
図
鑑
を
手
に
答
え
を
探
す
。

⑴　

図
の
一
部
を
隠
し
て
見
せ
る
。

⑵　

図
を
全
部
見
せ
る
。

⑶　

右
の
ヒ
ン
ト
①
～
③
を
言
う
。

　

答
え
ら
れ
る
ま
で
、
ヒ
ン
ト
を
出

す
。
児
童
は
、
最
後
の
ヒ
ン
ト
ま
で

答
え
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す

る
よ
う
に
な
る
。
図
も
、
部
分
を
細

か
く
ア
ッ
プ
で
か
く
よ
う
に
な
る
。

教
師
が
手
本
と
な
っ
て
「
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
」
な
ど
と
問
題
を
出
す
。
見

付
け
た
ら
「
は
い
」
と
言
っ
て
立
ち
、

見
付
け
た
ペ
ー
ジ
を
言
う
。
次
に
、

虫
の
名
前
は
言
わ
ず
に
、
虫
の
特
徴

や
す
み
か
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に
す
る
問

題
を
出
す
。
や
り
方
が
分
か
っ
た
ら
、

児
童
が
前
に
出
て
出
題
者
と
な
っ
て

活
動
す
る
。
毎
時
間
五
分
程
度
、
授

業
の
初
め
に
行
う
と
効
果
が
あ
る
。

３ 

図
鑑
や
観
察
か
ら
問
題
を
作
る

　

１
で
教
師
が
行
っ
た
問
題
を
参
考

に
し
て
、
観
察
し
た
も
の
や
図
鑑
を

使
っ
て
、
問
題
の
ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
を

作
る
活
動
を
す
る
。
図
を
か
く
こ
と

１ 

教
師
が
問
題
を
出
す

　

単
元
の
導
入
に
、
教
師
が
虫
に
関

す
る
問
題
を
出
す
。
一
部
を
切
り

取
っ
て
少
し
ず
つ
見
せ
て
、
答
え
さ

せ
て
い
く
。（
ヒ
ン
ト
１
～
３
）

　

こ
の
虫
は
何
で
し
ょ
う
？

ヒ
ン
ト
１　
　
　
　

ヒ
ン
ト
２

　

ヒ
ン
ト
３

　

見
せ
る
画
像
は
、
教
科
書
の
写
真

を
取
り
込
ん
で
見
せ
る
な
ど
、
特
徴

を
捉
え
て
い
れ
ば
何
で
も
よ
い
。

　

一
部
を
見
せ
る
こ
と
で
、
観
察
の

と
き
に
も
細
か
な
部
分
や
そ
の
虫
の

特
徴
に
注
意
し
て
見
る
よ
う
に
な
る
。

２ 

図
鑑
を
使
っ
て
問
題
を
出
す

「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
﹃
こ
ん
ち
ゅ
う

は
か
せ
﹄」
を
一
人
一
冊
手
元
に
置

い
て
活
動
す
る
。
こ
こ
で
も
、
ま
ず

理科

３年「こん虫を調
べよう」の基礎・
基本
昆虫の表裏をじっくり観察
し、体の図を色分けするこ
とにより、体のつくりをよ
く理解できるようになる。

群馬県・TOSS群馬アクティブ

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

東京書籍・３年・p.38-53

３年「こん虫を調
べよう」の主体的・
対話的で深い学び
「わくわくずかん『こんちゅ
うはかせ』」（正進社）を使っ
て、昆虫クイズを作ることで、
昆虫の体の仕組みを調べる活
動が主体的・対話的になる。

群馬県・TOSS群馬アクティブ

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

東京書籍・３年・p.38-53

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び
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ら
、
お
父
さ
ん
と
の
三
つ
の

約
束
を
守
れ
ま
す
か
。

〈
守
れ
る
派
〉

・
守
ら
な
け
れ
ば
、
次
は
使
え
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。

・
守
ら
な
け
れ
ば
、
自
分
が
危
険
な

目
に
遭
う
か
ら
。

〈
守
れ
な
い
派
〉

・
守
ろ
う
と
思
う
け
ど
、
楽
し
そ
う

な
ゲ
ー
ム
を
見
た
ら
や
り
た
く

な
る
と
思
う
。

　

意
見
は
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

　

守
れ
る
派
の
意
見
は
「
価
値
理
解

が
で
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
守
れ
な
い
派
は
「
人
間
理
解
が

で
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ど
ち
ら
も
評
価
の
対
象
と
な
る
。

④　

感
想
を
書
か
せ
る

　

情
報
モ
ラ
ル
教
材
は
、
情
報
ツ
ー

ル
の
使
い
方
の
約
束
を
守
る
か
ど
う

か
で
主
人
公
が
悩
む
こ
と
が
多
い
。

　

だ
か
ら
、「
あ
な
た
が
○
○
さ
ん

な
ら
約
束
を
守
り
ま
す
か
」
が
主
発

問
の
定
石
と
な
る
。

②　

状
況
設
定
の
確
認

　

登
場
人
物
を
確
認
し
た
後
、
次
の

よ
う
に
問
う
。

発
問
１	

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方

で
、
お
父
さ
ん
と
約
束
し
た

三
つ
の
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
。「
調
べ
る

と
き
だ
け
使
う
」「
時
間
は
三
十
分
ま

で
」「
困
っ
た
と
き
は
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
に
知
ら
せ
る
」
の
三
つ
だ
。

発
問
２	

て
つ
お
の
一
番
よ
く

な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
で

す
か
。

・
無
料
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
こ
と
。

・
三
十
分
の
時
間
を
無
視
し
て
、
一

時
間
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と
。

・
無
料
だ
か
ら
、
安
心
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
。

　

簡
単
に
話
合
い
を
す
る
。

③　
﹁
主
発
問
﹂
を
行
う

　

こ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
３	
あ
な
た
が
て
つ
お
な

１ 

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
重
要
性

　

前
号
で
、「
い
じ
め
教
材
」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。
今
回
は
も
う
一
つ
の

目
玉
、「
情
報
モ
ラ
ル
教
材
」
で
あ
る
。

　

こ
の
数
十
年
で
、
世
の
中
に
は
情

報
ツ
ー
ル
が
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、メ
ー

ル
⋮
⋮
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
。
子
供
と
は
い
え
、
情
報
ツ
ー
ル

を
使
っ
た
こ
と
の
な
い
子
は
い
な
い

だ
ろ
う
。

　

情
報
ツ
ー
ル
の
広
が
り
に
よ
り
、

便
利
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
情

報
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
い
じ
め
や
犯
罪

な
ど
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。「
モ
ラ

ル
」
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
情
報
モ
ラ
ル
」
を

道
徳
の
授
業
で
扱
う
必
要
が
あ
る
。

２ 
﹁
家
の
パ
ソ
コ
ン
で
﹂
の
授
業

　

て
つ
お
は
、
家
で
パ
ソ
コ
ン
を
使

う
た
め
に
、
お
父
さ
ん
と
三
つ
の
約

束
を
す
る
。
し
か
し
、
無
料
ゲ
ー
ム

が
で
き
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
、三
つ
の
約
束
を
破
り
、ゲ
ー

ム
を
し
て
し
ま
う
。そ
の
結
果
、真
っ

黒
の
画
面
が
出
て
怖
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
お
話
で
あ
る
。

①　

資
料
を
読
み
聞
か
せ
す
る

　

ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ
る
。

２ 

個
別
評
定

　

評
定
の
観
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ

る
（
井
戸
氏
「W

e	Can!	
活
用
の
極

意
」）。

　

四
つ
の
観
点
で
、
評
定
を
す
る
。

　

特
に
、「Special

」
で
は
、「
一
番

に
挑
戦
し
た
」「
笑
顔
が
す
ば
ら
し

い
」「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
良
か
っ
た
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た
ち
の
良

さ
を
見
付
け
て
、
褒
め
る
と
よ
い
。

１ 

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

　

井
戸
砂
織
氏
が
示
し
た
九
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
指
導
を
す
る
。

①
教
師
が
ス
ピ
ー
チ
を
例
示
す
る
。

②
挑
戦
者
を
募
る
。

③
評
定
の
観
点
を
伝
え
る
。

④
挑
戦
者
に
挑
戦
さ
せ
る
。

⑤
評
定
す
る
。

⑥
グ
ル
ー
プ
で
練
習
さ
せ
る
。

⑦
再
度
挑
戦
者
を
募
る
。

⑧
挑
戦
者
に
挑
戦
さ
せ
る
。

⑨
評
定
す
る
。

　

い
き
な
り
子
供
た
ち
に
活
動
を
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
教
師
が
例
示
を

す
る
こ
と
で
、「
発
表
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
ま
せ
る
。
こ
の
と
き
、「
や

り
取
り
」
の
「
Ｂ
」
の
部
分
を
話
せ

ば
、
立
派
な
「
発
表
」
と
な
る
こ
と

を
伝
え
る
。
次
に
挑
戦
者
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
「
発
表
」
の
イ
メ
ー
ジ
化
を

図
る
と
と
も
に
、
教
師
に
よ
る
「
評

定
」
の
実
際
を
子
供
た
ち
に
目
撃
さ

せ
る
と
よ
い
。

「
話
す
こ
と
」
に
は
、「
や
り
取
り
」

と
「
発
表
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

六
年
生
「W

e	Can!	2

」
の
「U

nit4

」

に
お
け
る
「
発
表
」
の
指
導
を
取
り

上
げ
る
。「U

nit4	I	like	m
y	tow

n

」

は
、
地
域
の
良
さ
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
伝
え
合
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
単
元
の
終
末
に
は
、
左
の

よ
う
な
「
や
り
取
り
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

「
Ｂ
」
の
部
分
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、

「
発
表
」
の
形
が
で
き
る
。

	

子供たちが熱中す
る「話すこと（発
表）」の指導
「スモールステップ」と
「個別評定」で子供たちの
力を引き出す。

情報モラル教材は、
「約束を守れるか
どうか」を問うの
が定石である
自分のことに置き換えて考
えさせることで、子供の「価
値理解」「人間理解」を評
価できる。

岐阜県岐阜市立黒野小学校

小
こ

井
い

戸
ど

 政
まさ

宏
ひろ

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

We Can! 2・p.26-33 学研教育みらい・３年・p.128-130

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

6年英語 3年道徳
＜やり取り＞

Ａ：Where	do	you	live?
Ｂ：I	live	in	Aichi.
Ａ：Do	you	like	Aichi?
Ｂ：Yes,	I	do.	I	like	Aichi.
Ａ：Why?
Ｂ：Because	we	have	Nagoya	Castle.
　　But,	We	don＇t	have	Disney	Land.
　　I	like	Mickey.	
　　So	I	want	Disney	Land.

＜発表の例＞

I	live	in	Aichi.
I	like	Aichi.
Because	we	have	Nagoya	Castle.
But,	We	don＇t	have	Disney	Land.
I	like	Mickey.	
So	I	want	Disney	Land.
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中学校の授業実践

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

英語地理

成
感
を
増
し
た
り
、

ラ
グ
ビ
ー
の
競
技

経
験
の
あ
る
生
徒

を
意
図
的
に
指
名

し
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
当
て
た
り
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
学
習
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
に
対
し

て
そ
れ
ほ
ど
親
し
み
が
な
か
っ
た
生

徒
も
前
向
き
に
や
り
取
り
を
重
ね
た
。

　

ま
た
、
音
声
で
の
や
り
取
り
に
慣

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
、

単
語
リ
ス
ト
を
提
示
し
た
際
に
も
ス

ム
ー
ズ
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

加
藤
氏
は
強
調
す
る
。

　

リ
ス
ト
の
前
に
生
徒
た
ち
は

「
や
り
取
り
」「
情
報
の
行
き
来
」

の
体
験
の
中
で
実
際
に
単
語
を

使
い
慣
れ
て
い
る
。

「
使
い
慣
れ
る
」
が
キ
ー
だ
。

　

七
月
。
一
学
期
ま
と
め
の
時
期
。

そ
れ
ま
で
に
音
声
で
の
や
り
取
り
に

登
場
し
た
語
彙
を
リ
ス
ト
化
し
て
生

徒
に
渡
し
、
復
習
を
図
り
た
い
。

「
ラ
グ
ビ
ー
教
育

テ
キ
ス
ト
」を
扱
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

生
徒
は
興
味
津
々

で
学
習
に
励
み
、
感
想
も
び
っ
し
り

と
記
述
し
た
。
こ
の
内
容
と
英
語
授

業
と
を
関
連
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
単

元
の
中
に
次
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
だ
。

⑴W
ill	you	play	rugby?	

　

︱	Y
es,	I	w

ill./N
o,	I	w

on
t.

⑵W
hat	w

ill	you	do	tom
orrow

?	

︱	I	w
ill	w

atch	a	rugby	
gam

e.

⑶Before	the	T
okyo	O

lym
pic	

Gam
es,	w

hat	w
ill	you	do?	

︱	I	w
ill	play	rugby.

　

ほ
か
に
も	

“I	w
ill	join	the	

volunteer

（w
rite	m

essages/
learn	Japanese	culture

）.

”	

な
ど

を
選
択
肢
と
し
て
提
示
。
教
師
は
リ

ズ
ム
と
テ
ン
ポ
を
意
識
し
な
が
ら
、

全
体
を
巻
き
込
む
こ
と
を
大
切
に
し

て
授
業
を
進
め
た
。
列
指
名
で
個
別

に
返
答
さ
せ
る
こ
と
で
緊
張
感
や
達

１ 

語
彙
指
導
で
も
貫
く
べ
き
原
則

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
実
践
の
第
一
人
者
、

加
藤
心
氏
は
、
語
彙
指
導
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
を
土
台

に
し
た
発
展
学
習
」
に
お
い
て

は
、
生
徒
た
ち
は
単
語
を
使
っ

た
「
や
り
取
り
」
を
音
声
で
先

に
体
験
し
て
い
る
。

　

加
藤
氏
は
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
に

関
す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
実
践
。「
条

約（treaty

）」「
返
還（restoration

）」

な
ど
、
専
門
的
な
用
語
が
飛
び
交
う

場
合
で
あ
っ
て
も
、
先
に
音
声
で
の

や
り
取
り
を
十
分
に
行
っ
た
後
で
、

単
語
リ
ス
ト
を
生
徒
に
渡
し
て
い
た
。

　

脳
内
に
豊
富
な
音
声
が
蓄
積
さ
れ

た
状
態
で
文
字
を
示
す
の
だ
。

　

使
用
す
る
単
語
を
一
覧
に
し
て
先

に
渡
し
、
読
む
練
習
を
重
ね
て
か
ら

行
う
実
践
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

音
声
が
先
、
文
字
は
後
。

　

こ
の
原
則
を
常
に
貫
い
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
即
時
的
な
や
り
取
り
が

可
能
と
な
り
、
か
つ
、
語
彙
の
定
着

率
も
高
く
な
る
の
で
あ
る
。

２ 

や
り
取
り
後
に
単
語
リ
ス
ト

　

以
前
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

音声が先、
文字は後
語彙指導の土台には
「音声が先」のTOSS型
英会話指導が有効。

山梨県笛吹市立春日居中学校

広
ひろ

瀬
せ

 翔
かける

３ 

建
物
が
傾
か
な
い
工
夫

発
問
４	

シ
ベ
リ
ア
の
住
宅
に
は
、

さ
ら
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
五
ペ
ー
ジ
七
番
の
写
真
か

ら
、
そ
の
工
夫
を
探
し
な
さ
い
。

「
床
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
」

説
明
３	

そ
の
と
お
り
。
シ
ベ
リ
ア

の
住
宅
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な

高
床
に
な
っ
て
い
ま
す
。

発
問
５	

シ
ベ
リ
ア
の
住
宅
が
、
高

床
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
。
そ
の
理
由
を
、
教
科
書
本

文
か
ら
三
十
四
字
で
抜
き
出
し

な
さ
い
。
ノ
ー
ト
に
書
け
た
ら

持
っ
て
来
ま
す
。

　

正
解
は
、「
建
物
か
ら
出
る
熱
が

永
久
凍
土
を
と
か
し
、
建
物
が
か
た

む
い
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
」
だ
。

発
問
１	

教
科
書
二
五
ペ
ー
ジ
。
四

番
の
写
真
。
タ
イ
ト
ル
は
何
で
す

か
。

「﹃
凍
っ
た
洗
濯
物
﹄
で
す
」

説
明
１	

あ
ま
り
の
寒
さ
に
、
外
に

洗
濯
物
を
干
す
と
凍
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
で
も
、
こ
う
や
っ
て

乾
か
し
て
い
る
の
で
す
。

発
問
２	

そ
の
下
。
六
番
の
写
真
。

家
の
中
で
は
ど
ん
な
服
装
を
し

て
い
ま
す
か
。

「
全
員
半
袖
で
す
」

説
明
２	

外
は
厳
し
い
寒
さ
な
の
に
、

部
屋
の
中
は
半
袖
で
過
ご
せ
る

ほ
ど
暖
か
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

発
問
３	

部
屋
を
暖
か
く
保
つ
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

ま
す
か
。
教
科
書
本
文
か
ら
探
し

て
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
き
な

さ
い
。

　

隣
同
士
で
、
ど
こ
に
線
を
引
い
た

の
か
を
確
認
さ
せ
る
。

　

二
四
ペ
ー
ジ
九
行
目
の
「
窓
は
」

か
ら
十
二
行
目
の
「
保
た
れ
て
い
ま

す
。」
ま
で
引
け
て
い
れ
ば
よ
い
。

１ 

本
文
と
資
料
の
関
連
に  

 

気
付
か
せ
る

　

教
科
書
に
は
、
写
真
、
図
、
表
、

グ
ラ
フ
な
ど
、
様
々
な
資
料
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
と
ど
の
よ
う

な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
を
意
識
し
て

読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
は
少

な
い
。
発
問
と
作
業
指
示
に
よ
っ
て
、

本
文
と
資
料
と
の
関
連
に
気
付
か
せ
、

教
科
書
の
構
造
を
学
ば
せ
る
授
業
を

試
み
た
。

２ 

部
屋
を
暖
か
く
保
つ
工
夫

　

中
学
一
年
地
理
、
使
用
教
科
書
は

帝
国
書
院
二
四
、
二
五
ペ
ー
ジ
。
こ

こ
で
は
、
冬
の
寒
さ
の
厳
し
い
シ
ベ

リ
ア
で
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
活

し
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
。
シ
ベ
リ
ア

は
亜
寒
帯
の
地
域
に
属
す
る
。
冬
に

は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
以
下

に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

シベリアの暮らし
教科書本文と資料との
関連に気付かせることで、
教科書の構造を学ばせる。

帝国書院・中学１年・p.24-25
福島県白河市立五箇中学校

上
うえ

野
の

 一
かず

幸
ゆき

高床の住宅

永久凍土層

シベリア
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友
達
に
暴
力
を
繰
り
返
す
子
供
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 ※

ま
ず
は
「
事
前
予
防
」「
環
境
調
整
」。
次
に
「
正
し
い
行
動
の
強
化
」。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

友
達
に
他
害
行
動
を
す
る
子
供
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
と
き
に
聞
く
の
が
、

「
学
校
に
い
る
お
よ
そ
八
時
間
、
全

て
殴
り
続
け
て
い
る
の
で
す
か
」

と
い
う
質
問
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

「
何
か
が
、

﹃
起
こ
っ
た
／
起
こ
ら
な
か
っ
た
﹄

﹃
存
在
し
て
い
た
／
し
て
い
な
か
っ

た
﹄

﹃
誰
か
が
い
た
／
い
な
か
っ
た
﹄

﹃
聞
こ
え
た
／
聞
こ
え
な
か
っ
た
﹄」

な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た
と
き
に
他

害
行
動
が
出
て
い
る
の
だ
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
「
で

き
る
だ
け
弱
め
て
い
け
ば
、
他
害
行

動
の
リ
ス
ク
は
減
る
」
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
こ
の
「
発
生
条
件
」
に
だ

け
目
を
向
け
て
い
て
は
、
他
害
行
動

の
減
少
・
抑
制
に
効
果
は
な
い
。

「
他
害
行
動
に
出
て
い
な
い
と
き
の

条
件
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
最
も

重
要
な
の
で
あ
る
。

「
何
か
が
、

﹃
起
こ
っ
た
／
起
こ
ら
な
か
っ
た
﹄

﹃
存
在
し
て
い
た
／
し
て
い
な
か
っ

た
﹄

﹃
誰
か
が
い
た
／
い
な
か
っ
た
﹄

﹃
聞
こ
え
た
／
聞
こ
え
な
か
っ
た
﹄」

　

こ
の
よ
う
な
条
件
を
「
強
め
れ
ば

強
め
る
ほ
ど
他
害
行
動
を
よ
り
予
防

で
き
る
」
の
だ
。

　

ま
ず
は
「
事
前
予
防
」
の
た
め
に

「
起
こ
る
原
因
」
と
「
起
こ
ら
な
か
っ

た
原
因
」
を
し
っ
か
り
と
書
き
出
し

て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
ほ
し
い
。

　

次
に
「
環
境
調
整
」
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
分
析
が
終

わ
っ
た
だ
け
な
の
で
、
他
害
行
動
は

減
ら
な
い
。
分
析
の
結
果
、
で
き
る

こ
と
を
次
々
に
「
環
境
調
整
」
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

「
あ
の
子
の
隣
は
や
め
よ
う
」

「
廊
下
側
の
方
が
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し

や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

「
他
害
行
動
に
出
る
原
因
が
多
く
あ

り
そ
う
な
場
合
は
、
教
師
が
近
く
に

い
よ
う
」

「
休
み
時
間
に
他
害
行
動
が
多
い
の

で
、
教
師
も
一
緒
に
遊
ん
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
」

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
環
境
調
整

か
ら
他
害
行
動
の
抑
制
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

次
に
問
題
と
な
る
の
が
、「
何
も

起
こ
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
あ
ま
り

教
師
が
反
応
を
し
な
い
」
こ
と
だ
。

　

何
も
な
い
と
き
に
は
、
声
を
掛
け

な
い
。
他
害
行
動
の
あ
る
と
き
に
だ

け
「
叱
る
」。
こ
れ
で
は
、
他
害
行

動
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
、
自
尊
感

情
は
落
ち
て
い
く
一
方
だ
。

「
今
の
太
郎
君
は
、
と
て
も
優
し
い

よ
ね
」

「
譲
っ
て
く
れ
て
偉
い
な
。
先
生
も

う
れ
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
な
」

「
先
生
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
助
か
っ
た
よ
」

「
座
っ
て
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
相
当
す
ご
い

ん
だ
よ
」

「
鉛
筆
持
っ
て
る
ね
！
」

　

何
気
な
い
「
他
害
行
動
が
起
こ
っ

て
い
な
い
日
常
」
だ
か
ら
こ
そ
、

「
正
し
い
行
動
を
強
化
で
き
る
」
の

だ
。
そ
の
よ
う
な
日
常
を
褒
め
る
こ

と
が
で
き
る
目
線
を
も
ち
た
い
。

から見た特別支援教育医師の目 限
局
性
学
習
症
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

適
切
な
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
。

（
二
〇
一
九
年
三
月
十
三
日
の
安
原
ド
ク
タ
ー
の
講
演
よ
り
抜
粋
）

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

安や
す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ　

　
構
成
：
上う

え

田だ 

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

１　

書
き
表
現
の
困
難
を
伴
う
限
局
性
学
習

　
　

症
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

　

教
材
の
選
択
が
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ド
リ
ル
と
い
う
教
材
を
使
わ
ず
、
ス
キ
ル

と
い
う
教
材
に
変
え
る
。
こ
れ
が
全
て
だ
と
思

い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
材
で
い
え
ば
、「
あ
か
ね
こ

漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
で
、
ゆ
び

書
き
・
な
ぞ
り
書
き
・
う
つ
し
書
き
を
し
て
覚

え
て
い
き
ま
す
。

　

一
番
大
事
な
の
は
ゆ
び
書
き
を
す
る
こ
と
で

す
。
視
覚
認
知
の
強
い
子
は
書
き
順
を
覚
え
ま

せ
ん
の
で
、
ゆ
び
書
き
の
と
き
に
書
き
順
を
言

う
の
が
す
ご
く
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

向
山
洋
一
先
生
は
、
書
き
順
の
と
お
り
「
一
、

二
、
三
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
書
き
な
さ
い
と

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。
書
き
順
を
声
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

体
性
感
覚
野
や
言
語
野
、
様
々
な
運
動
野

に
入
っ
て
、
と
て
も
覚
え
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
ま
り
ツ
ル
ツ
ル
な
と
こ
ろ
に
書
い
て
も
感

覚
野
が
刺
激
さ
れ
な
い
の
で
、

あ
る
程
度
均
一
性
の
あ
る
細
か
い
ザ
ラ
ザ

ラ
な
と
こ
ろ
に
書
く

の
が
一
番
い
い
で
す
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
よ
う
に
し
て
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ゆ
び
書
き
を
し
た
後
に
ペ
ン
で
書
く
と
き
は

「
な
ぞ
る
」
と
い
う
の
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
な
ぞ
り
書
き
を
し
た
後
に
「
写
す
」
で
す

ね
。
写
し
た
後
、
そ
の
二
つ
を
隠
し
て
書
い
て

み
て
、
書
け
た
ら
終
わ
り
で
す
。
何
個
書
く
か

は
個
人
の
能
力
の
差
に
よ
り
ま
す
。

２　

算
数
の
困
難
を
伴
う
限
局
性
学
習
症
に

　
　

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

　

こ
れ
も
算
数
ド
リ
ル
を
使
わ
な
い
で
、
ス
キ

ル
に
変
更
す
る
の
が
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
解
く
の
が
速
い
子
の
場
合

は
十
個
解
い
て
も
い
い
で
す
し
、
遅
い
子
の
場

合
は
二
個
だ
け
解
い
て
も
い
い
か
ら
で
す
。「
あ

か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
は

そ
う
い
う
仕
組
み
の
教
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
常
は
五
個
ぐ
ら
い
を
解
け
る
課
題
に
な
っ
て

い
て
、
解
く
問
題
数
を
自
分
で
選
べ
ま
す
。
二

問
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
と
、
二
問
合
っ
て
い
た

ら
一
〇
〇
点
な
の
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
す

る
か
と
い
う
と
、
算
数
と
い
う
の
は
、

数
の
概
念
や
方
法
を
考
え
る
学
問
で
あ
っ

て
、
た
く
さ
ん
こ
な
し
て
速
く
や
る
の
が

目
的
の
学
問
で
は
な
い

か
ら
で
す
。
考
え
る
と
い
う
の
が
大
事
な
学
問

で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ド
リ
ル
を
や
ら
せ
る

必
要
性
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
〇
〇
点
を
取
る
と
い
う
経
験
を
積
み
重
ね

る
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
は
、
算
数
が
苦

手
な
児
童
も
得
意
な
児
童
も
力
が
付
き
ま
す
。

「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える

※ 

個
人
の
状
態
像
︵
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
︶
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

 

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

１ 

で
き
な
い
二
つ
の
原
因

　

繰
り
上
が
り
の
あ
る
た
し
算
が
う

ま
く
い
か
な
い
の
は
、
次
の
二
つ
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

・
一
時
に
一
事
の
徹
底

・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
 ※
の
徹
底

２ 

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
は
効
果
的

　

効
果
の
あ
る
指
導
法
と
し
て
、「
さ

く
ら
ん
ぼ
計
算
」
が
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
教
育
省
下
に
あ
る
Ｗ
Ｗ

Ｃ
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
、
教
育

の
評
価
研
究
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
は
、
エ
ビ
デ
ン

ス
の
あ
る
指
導
法
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。「
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
」
も
Ｗ
Ｗ

Ｃ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
を
使
う
こ
と
で
、

学
習
は
「
一
時
に
一
事
」
に
な
っ
て

い
く
。
や
み
く
も
に
頭
の
中
だ
け
で

繰
り
上
が
り
を
作
ろ
う
と
す
る
と
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
。

３ 

手
順
ど
お
り
に
さ
せ
る　

　

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
を
使
っ
て
い
て

も
、
で
き
な
い
子
が
い
る
。

　

そ
の
子
は
、
正
し
い
手
順
ど
お
り

書
い
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

練
習
問
題
に
な
る
と
、
早
く
で
き

た
子
は
板
書
し
て
い
く
。
苦
手
な
子

は
そ
れ
を
写
し
て
い
く
。
ま
た
、
計

算
練
習
で
分
か
ら
な
け
れ
ば
「
答

え
」
を
持
た
せ
て
写
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
。「
写
す
」
こ
と
自
体
は
大
切

な
行
為
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
写
し
方
が
問
題
な

の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
上
の
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算

で
、
次
の
順
で
書
い
て
い
く
と
ど
う

な
る
だ
ろ
う
か
。

８
↓
②
↓
「
８
と
②
を
囲
む
〇
」

↓
10
↓
＋
↓
５

　

計
算
の
練
習
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

た
だ
の
記
号
を
視
写
し
て
い
る
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

だ
か
ら
、
苦
手
な
子
が
写
し
て
い

る
と
き
の
様
子
を
教
師
は
観
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４ 

唱
え
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

　

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
の
手
順
は
、
例

え
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴	

８
＋
５
は

⑵	

８
は
、
あ
と
２
で
10

⑶	

５
を
２
と
３
に
分
け
る

⑷	

８
と
２
で
10

⑸	

10
と
３
で
13
で
す

　

こ
う
唱
え
さ
せ
る
こ
と
を
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
。
何
度
も
何
度
も
言

わ
せ
て
、
覚
え
る
く
ら
い
に
ま
で
習

熟
さ
せ
る
。

　

こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
定
着
が
難

し
い
。
そ
こ
で
、
口
だ
け
で
な
く
、

計
算
の
手
順
を
空
中
に
手
で
書
か
せ

な
が
ら
言
わ
せ
る
と
よ
い
。
多
感
覚

を
使
う
こ
と
で
、
学
習
効
果
が
高
ま

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

問
題
を
解
く
と
き
だ
け
で
な
く
、

写
す
と
き
に
も
言
わ
せ
る
よ
う
に
す

る
。

繰
り
上
が
り
の
あ
る
た
し
算
が
う
ま
く
い
か
な
い

で
き
な
い
原
因
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
二
つ
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
克
服
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
よ
く
あ
る
う
ま
く
い
か
な
い
ポ
イ
ン
ト
と
対
応
法
を
述
べ
た
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 不

登
校
の
基
礎
に
あ
る
も
の
②

子
供
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
に
つ
い
て
。

自
己
肯
定
感
・
基
本
的
な
安
心
感
が
ス
ト
レ
ス
耐
性
に
関
わ
る
。

１　

ス
ト
レ
ス
耐
性
と
は
何
か

　

同
じ
よ
う
な
出
来
事
に
遭
遇
し
た
と
き
、
大

き
く
調
子
を
崩
す
人
と
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
人

が
い
る
よ
う
に
、
同
じ
ス
ト
レ
ス
で
も
そ
れ
に

ど
れ
く
ら
い
影
響
を
受
け
る
か
は
個
人
差
が
大

き
い
。
こ
の
よ
う
な
「
ど
の
く
ら
い
ス
ト
レ
ス

に
耐
え
ら
れ
る
か
」
を
ス
ト
レ
ス
耐
性
と
言
う
。

こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
と
「
ス
ト
レ
ス
に

耐
え
る
強
い
精
神
力
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
そ
う

だ
が
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る
力
と
い
う
の
は
い

わ
ゆ
る
「
精
神
的
な
強
さ
＝
強き

ょ
う

靭じ
ん

さ
」
で
は

な
く
「
ど
れ
く
ら
い
ス
ト
レ
ス
を
ま
と
も
に
受

け
ず
に
か
わ
せ
る
か
」
と
い
う
「
し
な
や
か
さ
」

に
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
の
ス

ト
レ
ス
耐
性
に
大
き
く
関
わ
る
の
が
、
＂自
己

肯
定
感
＂
と
＂基
本
的
な
安
心
感
＂
で
あ
る
。

２　

自
己
肯
定
感
と
は
何
か

　

自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
と
い
う
言
葉
は
誰

も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

直
訳
す
る
と
「
自
分
を
尊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

自
分
を
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
力
」

で
あ
る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
か
み
砕
い
て
言
う

と
「
自
分
は
き
っ
と
ど
う
に
か
な
る
」
と
い
う

漠
然
と
し
た
自
信
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
「
や

れ
ば
で
き
る
」
と
思
え
る
源
泉
で
あ
る
と
も
言

え
る
。
ス
ト
レ
ス
状
況
に
置
か
れ
た
と
き
、
人

は
「
き
っ
と
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
思
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
を
ど
う
に
か
や

り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

３　

基
本
的
な
安
心
感
と
は
何
か

　

基
本
的
な
安
心
感
と
は
「
自
分
は
周
囲
か
ら

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」「
自
分
は
こ
こ
に
い

て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
人
は
自

分
が
周
囲
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
場
で
自
然
に
振
る
舞
い
、

自
分
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

周
囲
に
頼
っ
た
り
甘
え
た
り
で
き
る
の
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
状
況
に
置
か
れ
た
と
き
、
そ
の
つ
ら

さ
を
誰
か
に
言
葉
と
し
て
吐
き
出
し
た
り
、
す

が
っ
て
泣
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
気

持
ち
は
随
分
軽
く
な
る
だ
ろ
う
。
ス
ト
レ
ス
を

た
め
込
ま
ず
吐
き
出
せ
る
、
そ
の
よ
う
な
相
手

が
存
在
す
る
こ
と
が
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
に
大
き

く
関
わ
る
と
言
え
る
。

４　

自
己
肯
定
感
・
基
本
的
な
安
心
感
は

　

ど
の
よ
う
に
し
て
育
ま
れ
る
の
か

　

自
己
肯
定
感
は
様
々
な
成
功
体
験
か
ら
、
基

本
的
な
安
心
感
は
実
際
に
愛
さ
れ
受
け
入
れ
ら

れ
る
経
験
か
ら
育
ま
れ
る
。
子
供
自
身
の
特
性

や
家
庭
環
境
の
問
題
、
学
校
で
の
い
じ
め
な
ど

が
関
わ
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
験
や
成
功
体

験
が
積
め
な
け
れ
ば
子
供
の
心
は
非
常
に
脆ぜ

い

弱
じ
ゃ
く

な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
出

来
事
を
き
っ
か
け
に
崩
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

自
己
肯
定
感
と
安
心
感
は
一
体
の
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
子
供
は
自
信
を

も
ち
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で

き
る
。
頑
張
れ
な
い
子
供
は
、
だ
ら
し
な
い

の
で
は
な
く
、
自
己
肯
定
感
や
安
心
感
が
不

足
し
て
い
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

小
児
心
療
科 

医
師　

小こ

柳や
な
ぎ 

憲け
ん

司し

教室でできる 不登校支援

小柳 憲司
長崎県立こども医療福
　祉センター医療局長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師

〈さくらんぼ計算〉
※ 

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
や
定
ま
っ
た
手
順
の
こ
と
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
が
豊
富
に
公

開
さ
れ
て
い
る
。「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
」「
ビ
ス
ケ
ッ

ト
」「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
な
ど
を
使
え
ば
、
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
が
す
ぐ
に
で
き
る
。

し
か
し
、
い
ざ
パ
ソ
コ
ン
室
で
授
業
す
る
と
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
る
。
最
も
多
い
原
因
が
次
の
こ
と
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
画
面
を
開
か
せ
る
ま

で
に
時
間
が
掛
か
り
、
体
験
で
き
な
か
っ
た
。

　

私
が
実
践
し
て
い
る
段
取
り
を
紹
介
す
る
。

１ 

あ
ら
か
じ
め
画
面
を
開
い
て
お
く

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
を
授
業
で
使
う
場
合
を
例
に

挙
げ
る
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
使
う
た
め
に
は
、「
パ

ソ
コ
ン
を
起
動
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ

ザ
を
開
き
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
い
う
用
語
で
検
索

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
業
画
面
に
た
ど
り

着
く
」
と
い
う
多
く
の
手
順
が
必
要
だ
。
こ
れ

は
中
学
年
に
は
難
し
い
。
画
面
に
た
ど
り
着
か

せ
る
ま
で
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
体
験
の

時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
、
授
業
前
に
全
て
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
ビ
ス

ケ
ッ
ト
を
開
い
た
状
態
に
し
て
お
く
。
全
四
十

台
に
費
や
す
時
間
は
、
私
一
人
で
も
十
分
ほ
ど

だ
。
手
順
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
授
業
を
長
い
休
み
時
間
の
後
に
設
定
。

（
２
）
休
み
時
間
に
な
っ
た
ら
、
教
師
は
す
ぐ

に
パ
ソ
コ
ン
室
へ
行
く
。

（
３
）
全
パ
ソ
コ
ン
を
一
周
で
全
て
通
過
で
き

る
ル
ー
ト
を
決
め
る
。（
右
下
図
参
照
）

（
４
）
一
周
目
に
全
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
オ
ン

に
し
て
い
く
。

（
５
）
二
周
目
に
全
パ
ソ
コ

ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ

ラ
ウ
ザ
を
起
動
す
る
（
ブ

ラ
ウ
ザ
は
グ
ー
グ
ル
ク

ロ
ー
ム
が
お
薦
め
）。

（
６
）
三
周
目
に
検
索
欄
に

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
一
台

ず
つ
入
力
し
検
索
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
子
供
た
ち
が
パ

ソ
コ
ン
室
に
来
た
瞬
間
に
授
業
を
開
始
で
き
る
。

２ 

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
で
更
に
時
短

　

子
供
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
間
、
私
は
子

供
た
ち
の
活
動
を
褒
め
な
が
ら
、「
ち
ょ
っ
と

だ
け
マ
ウ
ス
を
貸
し
て
ね
」
と
言
っ
て
、
全
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
（
お
気
に
入

り
）
に
入
れ
て
お
く
。
こ
れ
で
次
の
準
備
は
更

に
簡
単
に
な
る
。
少
し
の
段

取
り
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
の
時
間
を
保
証
で
き
る
。

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

　　　　　の教育課題新しい時代

「
体
験
」
を
支
え
る
「
段
取
り
術
」

Ａ
分
類
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
探
究
的
な
学
習
に
位
置
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
体
験
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段
取
り
が
必
要
だ
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

ゼロから始める
プログラミング

教育

　

こ
の
定
義
の
①
～
③
は
、
以
前
の
日
本
の
い

じ
め
定
義
で
あ
り
、
現
在
の
日
本
の
い
じ
め
定

義
と
は
違
う
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
「
我
が
校
の

い
じ
め
定
義
と
し
ま
す
」
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
和
久
田
学
氏
は
、﹃
学
校
を
変
え

る	

い
じ
め
の
科
学
﹄（
日
本
評
論
社
）
の
中
で

次
の
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち
、
と
く
に

重
要
な
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、「
い
じ
め

を
深
刻
化
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
し
て

共
有
す
る

　

そ
の
二
つ
と
は
、「
力
の
不
均
衡
」
と
「
不

公
平
な
影
響
」
で
あ
る
。

「
力
の
不
均
衡
」
が
あ
る
と
、
弱
い
方
は
や
り

返
せ
な
い
。
も
し
、
や
り
返
せ
る
な
ら
ば
、「
け

ん
か
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
不
公
平
な
影
響
」
と
は
、
一
方
が
傷
つ
き
、

一
方
は
変
化
が
な
い
、
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
知
る
だ
け
で
、

す
ぐ
に
介
入
す
べ
き
問
題
か
判
断
し
や
す
く
な

る
。

　

学
習
指
導
だ
け
で
な
く
、
い
じ
め
予
防
も
、

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
研
究
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

１ 

何
を
も
っ
て
﹁
い
じ
め
﹂
と
す
る
か

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

　

学
年
で
の
学
期
中
に
起
こ
っ
た
い
じ
め

発
生
件
数
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
じ
め
」
と
し
て
、
件
数
に
挙
げ
る
か
、

学
年
で
相
談
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
話
に
困
る
先
生
も
多
い
。
な
ぜ
な
ら
、

何
を
も
っ
て
「
い
じ
め
」
と
す
る
か
が
曖
昧
だ

か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
」
に
は
、「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
の
定
義

が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、端
的
に
言
う
と
「
行

為
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を

感
じ
て
い
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
い
じ
め
も
見
逃
さ
な
い
と
い

う
意
味
で
は
、
こ
の
定
義
は
非
常
に
重
要
で
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
で
き

る
限
り
子
供
同
士
で
解
決
す
べ
き
「
け
ん
か
」

と
、教
師
が
介
入
し
て
解
決
す
べ
き
「
い
じ
め
」

と
の
境
目
が
、
こ
の
定
義
で
は
見
え
に
く
い
。

２ 

海
外
の
研
究
か
ら
学
ぶ

　

マ
ー
ラ
・
ボ
ン
ズ
ら
の
「Bully	Proofi	ng	

Y
our	School

」
と
い
う
、
い
じ
め
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
い
じ
め

を
定
義
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
次
の
四
つ
で
あ
る
。

①
相
手
に
被
害
を
与
え
る
行
為　

②
反
復
性
 ※

③
力
の
不
均
衡　

④
不
公
平
な
影
響

小こ

塚づ
か 

祐ゆ
う

爾じ

神
奈
川
県
大
和
市
立
草
柳
小
学
校

い
じ
め
予
防
に
こ
そ
、

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
研
究
成
果
を
生
か
す

二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
深
刻
化
す
る
い
じ
め
を
見
抜
く
。

※ 

﹁
た
っ
た
一
回
の
攻
撃
﹂
で
も
被
害
者
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

 

反
復
性
を
重
視
し
す
ぎ
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
よ
う
だ
。︵
編
集
部
：
谷
︶
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１　

三
十
対
一
か
ら
の
出
発

「
か
ま
ぼ
こ
な
ん
て
嫌
い
だ
」

　

一
人
の
男
の
子
が
泣
き
な
が
ら
そ
う
話
し
た
。

四
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
テ
ー

マ
を
決
め
る
際
、
最
後
に
残
っ
た
の
が
「
か
ま

ぼ
こ
」
だ
っ
た
。
地
域
の
名
産
、「
小
田
原
か

ま
ぼ
こ
」。
こ
の
消
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現

状
を
改
善
し
た
い
と
、
子
供
た
ち
が
提
案
し
た

テ
ー
マ
。
し
か
し
、
Ａ
児
だ
け
が
反
対
し
た
。

理
由
は
簡
単
。
か
ま
ぼ
こ
が
嫌
い
な
食
べ
物

だ
っ
た
か
ら
だ
。
自
分
が
嫌
い
な
食
べ
物
が

テ
ー
マ
に
な
り
、
彼
は
泣
い
て
反
対
を
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ー
マ
と
彼
が
ど
の
よ

う
に
付
き
合
っ
て
い
く
の
か
見
て
み
た
か
っ
た
。

２　

小
田
原
子
ど
も
観
光
大
使

　

か
ま
ぼ
こ
が
テ
ー
マ
に
決
ま
る
と
、
子
供
た

ち
と
と
も
に
様
々
な
体
験
を
し
た
。
か
ま
ぼ
こ

作
り
体
験
、
か
ま
ぼ
こ
通
り
散
策
、
か
ま
ぼ
こ

屋
さ
ん
の
社
長
の
話
も
聞
い
た
。
た
く
さ
ん
の

体
験
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
目
の
色
が
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
か
ま
ぼ
こ
の
こ
と
を
知
り
、
小
田

原
か
ま
ぼ
こ
の
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に
危
機
を

感
じ
た
子
供
た
ち
は
、
立
ち
上
が
る
こ
と
に
し

た
。
そ
れ
が
「
小
田
原
子
ど
も
観
光
大
使
」
で

あ
っ
た
。
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
を
使
っ
た
Ｂ
級
グ

ル
メ
を
開
発
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
に
し
た
の
だ
。
老
舗
の
か
ま
ぼ
こ
屋
「
鱗う

ろ
こ

吉き

」
の
社
長
・
田
代
さ
ん
の
協
力
の
下
、
何
度

も
試
作
を
重
ね
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
Ａ
児
の
目

の
色
も
大
き
く
変
わ
り
始
め
た
。
積
極
的
に
か

ま
ぼ
こ
料
理
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
田
代
さ

ん
に
も
自
ら
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
完
成
し
た
「
か
ま
ぼ
こ
フ
ラ

イ
」
は
、
小
田
原
の
地
下
街
で
も
販
売
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ａ
児
の
提
案
で
学

校
の
給
食
に
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

で
は
「
三
の
丸
フ
ラ
イ
」
と
し
て
、
学
校
の
大

人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
い
つ
し
か
、

彼
は
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
回
お
か
わ
り
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

３　

人
生
が
変
わ
る

　

泣
く
ほ
ど
嫌
い
だ
っ
た
か
ま
ぼ
こ
。
一
人
で

も
反
対
し
続
け
た
か
ま
ぼ
こ
。
そ
ん
な
か
ま
ぼ

こ
が
大
好
き
に
な
っ
た
Ａ
児
。
六
年
生
に
な
り
、

彼
は
卒
業
文
集
に
こ
う
書
い
た
。

「
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
教
師
に
な
る
」

　

本
気
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
彼
の

人
生
を
変
え
た
。

山や
ま

崎ざ
き 

克か
つ

洋ひ
ろ

神
奈
川
県
小
田
原
市
立
三
の
丸
小
学
校

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に

子
供
が
本
気
に
な
る
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
教
育

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
子
ど
も
観
光
大
使
。
こ
の
取
組
を
現
場
の
実
践
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

の
目
の
色
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
が
創
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
本
気
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
一
人
の
子
供
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
。

授業力向上に
役立つこの１冊

跳
び
箱
論
争
で
新
た
な

論
点
を
見
出
す
（
前
編
）

向
山
洋
一
氏
と
研
究
者
の
主
張
の
相
違
点
を
探
る

中
で
、
新
た
な
学
び
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。板い

た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

浅
草
サ
ー
ク
ル

１ 

跳
び
箱
論
争
は
い
ま
だ
終
わ
ら
ず

　

向
山
映
像
全
集
の
製
作
過
程
で
、
跳
び
箱
論
争

の
主
張
・
論
点
の
す
れ
違
い
は
、
ど
こ
に
あ
る
の

か
が
気
に
な
っ
た
。
種
々
調
べ
て
み
た
結
果
、
次

の
結
論
に
達
し
た
。

　

向
山
氏
は
技
術
と
し
て
の
﹁
跳
ば
せ
方
﹂
を
重
視

し
、
研
究
者
は
支
持
跳
躍
運
動
と
し
て
の
﹁
運
動
財

的
内
容
﹂
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
。

　

向
山
氏
は
、「
誰
も
が
で
き
る
跳
ば
せ
方
が
、
な

ぜ
教
師
の
世
界
の
常
識
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」

を
教
育
界
に
問
題
提
起
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

主
だ
っ
た
研
究
者
は
向
山
式
の
跳
ば
せ
方
に
つ
い

て
、
そ
の
技
術
と
し
て
の
効
果
を
認
め
つ
つ
も
、

別
の
観
点
か
ら
向
山
式
を
批
判
す
る
。
そ
れ
が
、

跳
び
箱
運
動
が
も
つ
運
動
財
的
内
容
の
欠
如
で
あ

る
。
単
純
に
い
え
ば
、「
跳
び
箱
運
動
は
、
た
だ
跳

ば
せ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
助
走
か
ら
着
地
ま

で
の
一
連
の
運
動
の
中
で
構
成
さ
れ
る
局
面
ご
と

の
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
重
視
す
る
」
と
い
う
研
究
者
の

主
張
で
あ
る
。
特
に
向
山
氏
が
主
張
す
る
「
腕
を

支
点
と
し
た
体
重
移
動
」
は
、
こ
の
主
張
の
中
で
は
、

低
学
年
や
大
人
の
初
心
者
が
課
題
と
す
る
単
純
な

内
容
で
あ
っ
て
、
跳
び
箱
運
動
は
、
そ
れ
以
上
に

高
度
な
着
手
技
術
と
し
て
の
「
つ
き
は
な
し
」
の

方
が
最
重
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
向
山
氏
の
体

重
移
動
だ
け
で
は
、
満
足
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
向
山
氏
が
重
視
し
た
の
は
、
運
動
財

的
内
容
よ
り
も
技
術
の
方
で
あ
っ
た
。
で
き
な
い

子
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
重
要
で

あ
っ
た
。
教
育
技
術
に
つ
い
て
向
山
氏
は
次
の
よ

う
に
定
義
す
る
。「
で
き
る
だ
け
少
な
い
手
間
で
、

教
え
ら
れ
る
側
に
知
識
・
技
能
な
ど
を
ね
ら
い
に

沿
っ
て
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
習
練
に
よ
っ
て

身
に
付
け
た
教
え
る
側
の
行
為
」（﹃︻
新
訂
︼
教
育

技
術
入
門
﹄
明
治
図
書
）

　

哲
学
者
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
も
「
技
術
と
は
、
一
つ

は
目
的
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
行

為
で
あ
る
（
要
旨
板
倉
）」（﹃
技
術
へ
の
問
い
﹄
関

口
浩
訳　

平
凡
社
）
と
述
べ
て
い
る
。

２ 

研
究
者
の
主
張
に
対
す
る
疑
問

　

以
上
、
向
山
氏
と
研
究
者
の
す
れ
違
い
の
要
因

に
つ
い
て
触
れ
た
。
特
に
研
究
者
の
主
張
で
は
進

藤
省
次
郎
氏
の
論
稿
に
疑
問
を
も
っ
た
。
進
藤
氏

の
論
稿
「
と
び
箱
運
動
に
お
け
る
技
術
指
導
体
系

に
関
す
る
研
究
（
１
）」
で
は
、
向
山
氏
が
主
張
す

る
実
践
や
研
究
の
公
開
性
に
異
論
は
な
い
と
言
い

つ
つ
、
技
術
そ
の
も
の
の
よ
さ
は
ほ
と
ん
ど
認
め

て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

﹁
腕
を
支
点
と
し
た
体
重
の
移
動
﹂
と
い
う
﹁
向

山
式
指
導
法
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
明
治
後
期

に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
体
操
と
そ
の
跳
箱
が
、
わ
が

国
に
持
ち
込
ま
れ
た
そ
の
時
か
ら
、
す
で
に
﹁
公

開
﹂
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。﹃
体
操
教
範
﹄︵
陸

軍
省
、
明
治
36
年
・
１
９
０
３
年
︶
に
は
﹁
体
操
﹂

︵
第
一
教
︶
跳
越
台
の
︵
３
︶
と
し
て
、﹁
腰
懸
跳
﹂

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
施
方
法
は
＂

台
上
に
脚
を
伸
ば
し
︵
開
い
て
︶
て
腰
か
け
︵
腕

で
︶
押
し
て
前
方
に
と
ぶ
＂
と
い
う
方
法
で
あ
り
、

向
山
が
最
も
重
視
す
る
﹁
腕
に
よ
る
体
重
移
動
﹂

と
い
う
方
法
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
向
山
式
Ａ
の
跳
ば
せ
方
へ

の
批
判
で
あ
り
、
次
回
こ
れ
を
検
討
す
る
。

『跳び箱は誰でも
跳ばせられる』
（向山洋一著　明治図書）

向山洋一が学んだこの1冊！

※ 

子
ど
も
観
光
大
使
に
つ
い
て
は
、
七
七
ペ
ー
ジ
か
ら
の

 

﹁
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
時
津
町
立
時
津
東
小
学
校

３ 

向
山
洋
一
氏
の
対
応
と
は
？

　

私
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
当
時
の

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
︱
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
。

　

問
題
形
式
に
し
て
、

「
あ
な
た
な
ら
ど
う
対
応
し
ま
す
か
」

の
よ
う
に
出
題
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
読
ん
だ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
会
員
の
一

人
が
、
た
ま
た
ま
向
山
氏
に
そ
の
こ

と
を
話
し
た
。

　

話
を
聞
い
た
向
山
氏
は
、
も
ち
ろ

ん
即
座
に
、

「
あ
あ
、
そ
れ
は
二
枚
し
か
あ
り
え

な
い
ね
」

と
答
え
、
な
ん
と
、
さ
ら
に
、

向
山
氏
な
ら
ど
う
言
う
か
。

　

そ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
い

う
。

　

再
度
、
問
題
で
あ
る
。

　

向
山
氏
の
言
い
方
は
、
私
と
は
全

く
違
っ
て
い
た
。

　

向
山
氏
の
解
を
推
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
つ
づ
く
）

　

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

二
枚
の
シ
ー
ル
を
貼
り
終
わ
っ
た

途
端
に
、

「
先
生
、
三
枚
じ
ゃ
な
い
の
⁉
」

と
叫
ぶ
Ａ
君
。

　

私
は
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
Ａ
君
を

見
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
た
。

　

あ
、
こ
れ
ね
。

　

今
ね
、
二
枚
ま
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
な
ん
だ
よ
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
、
Ａ
君
は
ポ
カ
ン

と
し
た
ま
ま
、
私
を
見
た
。

「
え
？　

今
、
二
枚
ま
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
な
の
？
」

　

そ
う
な
ん
だ
よ
ー
。

　

Ａ
君
、
よ
か
っ
た
ね
ー
。

　

満
面
の
笑
み
で
答
え
る
私
。

「
二
枚
ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
な
の
か
ー
⋮
⋮
」

　

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
Ａ
君
は
そ
の

ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
と
運
動
場
へ
戻
っ

て
い
っ
た
。

１ 

納
得
し
な
い
Ａ
君
へ
の
対
応

　

前
号
の
続
き
で
あ
る
。

　

作
業
を
三
つ
や
っ
て
き
た
の
に
、

Ａ
君
は
シ
ー
ル
を
三
枚
も
ら
え
な

か
っ
た
。
二
枚
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

も
ら
っ
た
Ａ
君
は
当
然
憤
慨
す
る
。

「
先
生
、
オ
レ
三
枚
で
し
ょ
！
」

と
抗
議
す
る
Ａ
君
。

　

重
要
な
の
は
こ
こ
か
ら
だ
。
こ
こ

か
ら
が
ま
さ
に
「
対
応
」
な
の
だ
。

　

皆
さ
ん
な
ら
、
そ
の
場
で
Ａ
君
に

何
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
長
く
考
え

る
時
間
は
な
い
。
瞬
間
的
に
、
コ
ン

マ
数
秒
で
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
「
瞬
発
力
」
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
場
面
で
の
「
対
応
・
応

答
」
は
で
き
な
い
。

　

初
歩
的
な
「
瞬
時
の
対
応
・
応
答
」

を
考
え
る
上
で
、
い
い
演
習
問
題
だ

と
思
う
。
ぜ
ひ
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
取

り
上
げ
、
自
分
な
ら
ど
う
対
応
で
き

る
か
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

２ 

瞬
時
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

　

も
ち
ろ
ん
、
一
〇
〇
点
の
正
解
は

な
い
。

　

次
の
条
件
を
満
た
せ
ば
よ
い
。

①
瞬
時
に
答
え
る
こ
と

②
穏
や
か
に
答
え
る
こ
と

③
Ａ
君
が
納
得
す
る
こ
と

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」⑯
シールを３枚貼ってもらえなくて
怒るＡ君。このＡ君に、その場で、
瞬時に、言葉を掛け、彼を穏やか
に納得させる。そのようなことが
できて、やっと初歩的な「対応・
応答」となるのである。

　

あ
る
学
校
に
転
勤
し
て
、
五
年
生
担
任
に

な
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
春
の
運
動
会
で
「
表

現
」
種
目
を
六
年
生
と
合
同
で
や
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
指
導
は
六
年
生
担
任
が

行
う
と
い
う
の
で
、
有
り
難
く
お
任
せ
を
し
た
。

高
学
年
四
ク
ラ
ス
百
四
十
名
で
の
組
体
操
「
ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
」。
指
導
計
画
が
出
さ
れ
た
。

最
初
の
体
育
の
授
業
か
ら
始
ま
っ
て
、
本
番
ま

で
一
か
月
。
そ
の
間
に
こ
の
組
体
操
だ
け
で
何

時
間
指
導
す
る
の
か
。
我
が
眼
を
疑
っ
た
。

　

組
体
操
だ
け
で
三
十
五
時
間
指
導
す
る
。

「
馬
鹿
」
を
通
り
越
し
て
、「
狂
っ
て
い
る
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
一
か
月
間
、
毎
日

二
時
間
三
時
間
、
ず
っ
と
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
。

三
十
五
時
間
と
い
え
ば
「
道
徳
」
の
年
間
総
指

導
時
数
と
同
じ
だ
。
だ
が
「
運
動
会
」
だ
か
ら
、

こ
の
ほ
か
に
「
総
練
習
」「
予
行
練
習
」「
学
年

団
体
競
技
」「
学
年
徒
競
走
」「
学
年
チ
ャ
ン
ス

競
技
」「
全
員
リ
レ
ー
」「
入
退
場
行
進
」「
応

援
合
戦
」
な
ど
の
練
習
も
入
る
。
当
然
、
学
校

（
子
供
）
は
滅
茶
苦
茶
に
な
る
。
当
た
り
前
だ
。

　

こ
の
年
は
黙
っ
て
い
た
が
、
体
育
主
任
に

な
っ
た
私
は
、
直
ち
に
「
改
革
」
に
着
手
し
た
。

ま
ず
六
年
担
任
と
な
っ
て
、
運
動
会
の
「
組
体

操
」
を
自
分
が
企
画
・
指
導
す
る
こ
と
に
し
た
。

東
京
の
鈴
木
康
一
氏
が
法
則
化
論
文
に
出
し
て

い
た
「
ダ
イ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
追
試
。
鈴
木
氏
に

ビ
デ
オ
を
送
っ
て
も
ら
い
、
研
究
し
た
。
論
文

ど
お
り
に
指
導
す
る
と
「
六
時
間
」
で
組
体
操

「
ダ
イ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
完
成
し
た
。
前
年
度
ま

で
喜
々
と
し
て
や
っ
て
い
た
、
危
険
極
ま
り
な

い
「（
人
間
）
タ
ワ
ー
」
も
削
除
し
た
。

　

組
体
操
だ
け
で
二
十
九
時
間
の
指
導
削
減
。

　

こ
の
と
き
私
は
、
周
り
に
「
感
謝
さ
れ
る
」

と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
事
実
は
逆
だ
っ
た
。

保
護
者
・
地
域
・
Ｏ
Ｂ
か
ら
袋
だ
た
き
。
体
育

主
任
更
迭
（
ク
ビ
）
と
な
っ
た
。
無
論
、
ほ
か

に
も
「
持
久
走
大
会
」
と
い
う
名
の
「
長
距
離

走
大
会
（
こ
れ
も
死
人
が
出
る
）」
を
廃
止
す

る
な
ど
、
誰
も
着
手
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

次
々
と
や
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
よ
い
。

　

翌
年
、
こ
の
学
校
の
運
動
会
は
ど
う
な
っ
た

か
。
高
学
年
の
組
体
操
指
導
時
数
は
十
六
時
間
。

増
え
は
し
た
が
、
三
十
五
時
間
の
半
分
強
に
抑

え
た
。
運
動
会
の
「
予
行
練
習
」
は
な
く
な
っ

た
。
い
き
な
り
本
番
で
や
っ
て
も
、
誰
も
困
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　

仕
事
と
言
う
の
は
、「
上
」
や
「
周
り
」
を

見
て
や
る
も
の
で
は
な
い
。「
下
（
子
供
）」
を

見
て
や
る
の
だ
。
結
果
と
し
て
自
分
が
潰
さ
れ

て
も
、
学
校
（
子
供
）
が
良
く
な
れ
ば
そ
れ
で

良
い
。
給
料
は
そ
の
た
め
に
も
ら
っ
て
い
る
。

弱
者
は
「
協
調
」
の
道
を
選
ぶ
。
迷
惑
だ

「
協
調
性
が
大
事
」
だ
と
言
う
。
素
人
集
団
の
常じ

ょ
う

套と
う

句く

だ
。
き
れ
い
な
お
花
畑
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
。
誰
か
が
退
勤
時
刻
を

過
ぎ
て
も
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
「
何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
言
っ
て
い
る
。
時
間
を
過
ぎ
て
も
仕
事
が
さ
ば
け

な
い
の
は
腕
が
悪
い
か
ら
だ
（
特
例
を
除
い
て
）。
第
一
、
超
過
勤
務
の
光
熱
費
は
誰
が
払
っ
て
い
る
の
か
。
納
税
者
で
あ
る
。

「
予
算
が
足
り
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
平
気
で
空
調
・
電
灯
・
ガ
ス
・
印
刷
機
・
そ
の
他
を
使
い
ま
く
っ
て
い
る
。
退
勤
時

刻
に
な
れ
ば
黙
っ
て
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
せ
ば
よ
い
。
皆
帰
る
。
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『
生
徒
の
心
を
わ
し
づ
か
み
！　

長
谷
川
博
之
の
「
学
級

通
信
」
３
６
５
日
全
記
録 

上
巻
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
発
刊

日
記
指
導
と
学
級
通
信
発
行
と
を
連
動
さ
せ
、
学
級
集
団
を
別
次
元
に
進
化
さ
せ
る

方
法
が
分
か
る
。

　

四
月
の
出
会
い
の
日
、
私
は
一
人
一
人
に
一

冊
の
ノ
ー
ト
を
贈
る
。
表
紙
に
は
彼
ら
の
氏
名

を
丁
寧
に
書
き
入
れ
て
お
く
。

　

生
徒
は
こ
の
ノ
ー
ト
に
日
々
感
じ
る
こ
と
や

考
え
る
こ
と
を
つ
づ
る
。
学
級
生
活
や
授
業
の

感
想
に
始
ま
り
、
部
活
動
の
悩
み
、
友
人
へ
の

励
ま
し
、「
誰
々
の
よ
う
に
努
力
す
る
」
と
い

う
決
意
、
学
級
へ
の
問
題
提
起
な
ど
が
つ
づ
ら

れ
て
い
く
。

　

私
は
そ
れ
ら
を
学
級
通
信
に
載
せ
る
。
基
本

は
帰
り
の
会
の
前
に
当
番
が
配
る
形
で
あ
る
。

授
業
で
扱
う
こ
と
も
時
折
あ
る
。

　

翌
日
、
日
記
に
は
読
後
の
感
想
が
つ
づ
ら
れ

る
。
そ
れ
を
ま
た
通
信
に
載
せ
る
。
そ
の
翌
日

は
ま
た
感
想
が
届
く
。
こ
の
積
み
重
ね
で
一
年

が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

　

学
級
通
信
は
一
方
通
行
の
連
絡
掲
示
板
で
は

な
い
。
主
張
、
質
疑
応
答
、
批
判
な
ど
が
入
り

乱
れ
る
、
真
剣
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土

俵
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
に
は
、

も
ち
ろ
ん
担
任
で
あ
る
私
も
入
る
。
ま
た
、
保

護
者
も
参
画
す
る
。
大
人
た
ち
が
真
剣
に
つ

づ
っ
た
文
章
も
ま
た
、
多
々
掲
載
さ
れ
る
の
だ
。

　

学
級
通
信
発
行
と
日
記
指
導
と
を
連
動
さ
せ
、

生
活
場
面
以
外
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
関
係
性
）

を
も
高
め
て
学
級
集
団
を
進
化
さ
せ
る
。
こ
れ

が
私
の
学
級
集
団
形
成
の
方
法
で
あ
る
。

　

三
年
前
、
樋
口
雅
子
氏
か
ら
新
た
な
依
頼
が

あ
っ
た
。
私
の
学
級
通
信
を
一
年
分
全
て
公
表

せ
よ
と
い
う
。
一
字
一
句
変
え
ず
に
発
表
し
よ

う
と
い
う
。
地
方
の
一
公
立
中
学
校
の
、
そ
の

中
の
一
学
級
の
実
践
で
あ
る
。
た
だ
た
だ
生
徒

用
に
、
目
の
前
の
中
学
生
の
た
め
に
書
き
散
ら

し
た
文
章
で
あ
る
。
私
の
仲
間
は
義
理
で
購
入

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
が
、
ほ
か
に
誰
が
読
み
た

い
と
思
う
の
か
と
考
え
、
執
筆
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
た
。

し
か
し
、
私
以
上
に
根
気
強
い
樋
口
氏
か
ら
は

再
三
に
わ
た
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
最
後

は
、
も
う
後
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
で
、
え
い

や
っ
と
思
い
切
っ
た
。

　

た
だ
通
信
を
再
現
す
る
だ
け
で
は
面
白
く
な

い
。
一
号
ず
つ
に
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。

　

ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
の
か
。

な
ぜ
そ
の
話
題
を
選
ん
だ
の
か
。
表
現
の
意
図

は
何
か
。
な
ぜ
生
徒
は
そ
の
よ
う
な
行
動
を
し

た
の
か
。
そ
の
日
記
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
何

が
あ
る
か
。
保
護
者
が
学
級
経
営
に
参
画
し
始

め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
は
何
か
。
行

事
に
臨
む
に
当
た
っ
て
必
要
な
担
任
の
仕
事
と

は
何
か
。
そ
も
そ
も
、
教
師
の
仕
事
と
は
何
を

ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
で
コ
メ
ン
ト
を
つ
づ
っ
た
。

当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
念
入
り
に
書
い
た
つ

も
り
だ
。
新
著
「
学
級
通
信
」
本
、
発
刊
。

１ 

取
り
繕
い
の
宣
言
で 

 
 

失
っ
た
子
供
の
信
用

　

Ｅ
さ
ん
が
不
機
嫌
そ
う
に
歩
い
て

く
る
。
私
の
前
で
止
ま
る
な
り
、
次

の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
先
生
。
Ｊ
君
が
す
ご
く
嫌
な
こ
と

を
し
て
き
ま
す
。
い
つ
も
消
し
ゴ
ム

の
カ
ス
を
投
げ
て
き
ま
す
」

　

そ
の
場
で
す
ぐ
に
Ｊ
君
を
呼
び
出

し
、
事
情
を
聞
い
た
。

「
授
業
中
に
消
し
ゴ
ム
の
カ
ス
を
投

げ
た
の
で
す
か
？
」

　
Ｊ
君
は
黙
っ
て
う
な
ず
い
た
。

「
謝
り
ま
し
た
か
？
」

と
私
。
Ｊ
君
は
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
今
、
こ
こ
で
謝
り
な
さ
い
」

と
私
。
Ｊ
君
は
謝
っ
た
。

「
誰
で
も
間
違
い
は
あ
り
ま
す
。
間

を
し
た
」
と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。

事
実
、
数
日
後
の
日
記
に
そ
の
こ
と

を
書
い
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
は

本
気
で
叱
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
ぜ
か
。
向
山
氏
の
次
の
文
を
読

ん
で
い
た
か
ら
だ
。

　

だ
め
な
教
師
ほ
ど
、
叱
る
こ
と

に
よ
っ
て
動
か
そ
う
と
し
、
子

供
の
名
前
を
呼
び
捨
て
に
す
る
。

（﹃
新
版	

子
供
を
動
か
す
法
則
﹄

学
芸
み
ら
い
社	

五
〇
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
文
を
読
み
、「
本
気
で
叱
る

三
つ
の
と
き
」
を
宣
言
し
て
お
き
な

が
ら
、「
叱
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｅ
さ
ん
の
言
葉
は
私
の
取
り
繕
い

の
宣
言
へ
の
反
旗
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
一
件
以
降
、
Ｅ
さ
ん
は
私
を

避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
気
で
叱

ら
な
か
っ
た
こ
と
で
Ｅ
さ
ん
の
信
用

を
失
っ
た
。
次
の
文
を
読
み
落
と
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

何
も
か
も
ほ
め
ろ
と
言
う
の

で
は
な
く
、「
わ
る
い
も
の
は
絶

対
に
ほ
め
な
い
、
し
か
し
、
よ

い
も
の
は
き
ち
ん
と
ほ
め
る
」

と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

（
前
掲
著　

五
一
ペ
ー
ジ
）

　

叱
る
基
準
を
宣
言
し
た
以
上
、
や

り
通
す
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

覚
悟
も
な
く
向
山
氏
の
「
い
い
と
こ
取

り
」
で
宣
言
し
た
新
卒
の
私
。
Ｅ
さ
ん

の
信
用
を
失
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
だ
。

２ 

再
起
を
賭
け
た
二
度
目

　

数
年
後
、
Ｅ
さ
ん
と
同
じ
学
年
を

担
任
し
「
本
気
で
叱
る
三
つ
の
と

き
」
を
宣
言
し
た
。
五
月
、
一
人
の

子
が
隣
の
男
の
子
の
こ
と
で
「
す
ご

く
嫌
な
思
い
を
し
た
」
と
日
記
で
訴

え
て
き
た
。
該
当
す
る
子
を
呼
び
出

し
本
気
で
叱
っ
た
。
訴
え
て
き
た
子

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
日
記
に
書
い
て
き
た
。

違
え
た
と
き
に
き
ち
ん
と
謝
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
す
ば
ら
し
い
」

と
私
。
Ｊ
君
は
遊
び
に
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
女
の
子
は
、「
先
生
の

う
そ
つ
き
」
と
言
っ
て
、
教
室
の
外

へ
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

な
ぜ
Ｅ
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
態
度

を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

四
月
の
学
級
び
ら
き
で
宣
言
し
た

「
先
生
が
本
気
で
叱
る
三
つ
の
と
き
」

の
中
に
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
．
命
に
関
わ
る
と
き

二
．
人
の
心
や
体
を
傷
つ
け
た

と
き

三
．
何
度
注
意
さ
れ
て
も
直
そ

う
と
し
な
い
と
き

　

Ｅ
さ
ん
は
消
し
ゴ
ム
の
カ
ス
を
投

げ
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
「
嫌
な
思
い

「
叱
ら
な
い
」
の
呪
縛
で
失
っ
た
信
用

褒
め
る
こ
と
を
極
度
に
意
識
し
す
ぎ
て
失
っ
た
信
頼
。「
叱
る
基
準
」
を
示
し
た
以
上
、

教
師
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
叱
ら
な
い
」
の
呪
縛
で
失
っ
た
信
用

褒
め
る
こ
と
を
極
度
に
意
識
し
す
ぎ
て
失
っ
た
信
頼
。「
叱
る
基
準
」
を
示
し
た
以
上
、

教
師
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

谷た
に 

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学

教
職
大
学
院	

教
授

高
段
者
編

１ 

後
日
談

　

斎
藤
氏
の
「
森
の
出
口
」
の
授
業

を
批
判
し
た
向
山
氏
。
斎
藤
氏
の
実

践
記
録
に
お
か
し
な
表
現
を
見
付
け

た
こ
と
は
、
私
の
前
回
の
原
稿
（
四

月
号
）
に
書
い
た
。

　

向
山
氏
は
、
子
供
た
ち
に
原
稿
用

紙
を
配
付
し
「﹃
近
く
に
橋
が
見
え

て
き
た
﹄
と
い
う
文
を
分
析
し
な
さ

い
」
と
い
う
指
示
を
出
す
。
子
供
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
文
は
お
か

し
い
と
指
摘
し
た
の
だ
。

　

向
山
氏
の
原
稿
を
読
ん
だ
明
治
図

書
の
カ
リ
ス
マ
編
集
者
だ
っ
た
江
部

２ 

﹁
や
ま
な
し
﹂

　

向
山
氏
は
、
長
い
こ
と
宮
沢
賢
治

の
「
や
ま
な
し
」
と
い
う
童
話
が
授

業
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
童

話
を
ど
う
解
釈
し
、
ど
う
授
業
化
し

て
い
い
か
、
あ
の
向
山
氏
で
さ
え

「
皆
目
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
」
と

書
い
て
い
る
。

　

そ
ん
な
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
、

井
関
義
久
氏
が
書
い
た
﹃
批
評
の
文

法
﹄（
明
治
図
書
）
で
あ
っ
た
。
そ

の
と
き
の
様
子
を
「
目
の
前
が
見
開

か
れ
る
思
い
が
し
た
」
と
表
現
し
た
。

　

文
学
の
見
方
を
教
え
る
こ
の
方
法

は
、
活
発
な
討
論
が
で
き
る
ほ
ど
、

子
供
た
ち
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、「
や
ま
な
し
」

の
批
評
文
を
書
い
た
子
供
た
ち
は
、

卒
業
直
前
に
な
っ
て
「
出
口
の
授

業
」
の
批
評
を
す
る
ほ
ど
成
長
し
た

の
で
あ
る
。

３ 

跳
び
箱
論
争

　

跳
び
箱
を
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

子
た
ち
を
、
全
て
跳
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
公
言
し
た
の
は
、
斎
藤
氏

が
最
初
だ
っ
た
。
彼
は
、「
私
は
一

時
間
の
う
ち
に
全
員
を
跳
ば
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
い
切
っ
た
。

　

向
山
氏
は
、
斎
藤
氏
の
自
信
と
言

い
切
る
こ
と
の
で
き
る
境
地
に
強
く

憧
れ
た
。
同
じ
教
師
と
し
て
、
そ
う

言
い
切
っ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
。

　

言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
斎
藤
氏

が
捧
げ
た
時
間
と
労
力
が
、
膨
大
な

も
の
で
あ
っ
た
と
確
信
し
た
。

　

八
割
・
九
割
の
子
供
た
ち
を
跳
ば

す
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
で
き
る
。

し
か
し
、
残
っ
た
僅
か
な
人
間
を
跳

ば
す
こ
と
は
相
当
に
難
し
い
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
向
山
氏
は
、
跳
び
箱

を
跳
ば
す
と
い
う
こ
と
だ
け
に
、
全

力
を
傾
け
よ
う
と
誓
う
。

　

そ
し
て
、
向
山
氏
は
「
三
十
人
の

子
供
を
一
時
間
で
跳
ば
す
こ
と
が
で

き
る
」
と
、
人
前
で
言
い
切
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
教
師
修
業
の
歳
月
の
重

み
こ
そ
、
遠
景
の
二
つ
目
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
森
の
出
口
」
を
知
識

面
で
支
え
る
「
地
理
教
育
系
統
案
」

が
遠
景
の
最
後
の
一
つ
と
な
る
。

満
氏
は
、
子
供
た
ち
が
書
い
た
と
さ

れ
る
文
章
に
対
し
て
「
先
生
、
こ
れ
、

ど
れ
く
ら
い
手
を
入
れ
た
の
」
と
、

向
山
氏
が
改
ざ
ん
し
て
原
稿
に
引
用

し
た
と
疑
っ
た
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
向
山
氏
は
、
子
供

た
ち
の
作
文
を
そ
の
ま
ま
全
て
送
り

付
け
た
。
そ
の
圧
倒
す
る
内
容
と
量

に
、
江
部
氏
は
驚き
ょ
う

愕が
く

し
た
と
い
う

こ
と
を
後
日
談
で
聞
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
偉
業
を
成
し
遂
げ
る

ま
で
に
は
、
向
山
氏
に
は
三
つ
の
遠

景
が
あ
っ
た
。
私
は
、
そ
こ
を
読
み

落
と
し
て
い
た
。

　

出
口
論
争
を
可
能
に
し
た
遠
景

斎
藤
喜
博
氏
の
「
森
の
出
口
」
を
批
評
す
る
子
た
ち
を

育
て
上
げ
た
向
山
洋
一
氏
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、

若
き
日
の
三
つ
の
遠
景
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

松ま
つ

崎ざ
き 

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立
真
岡
東
小
学
校

A

Q

「
担
任
は
家
庭
訪
問
を
し
な
い
の
で
す
か
？
」

と
質
問
し
た
ら
、
逆
に
び
っ
く
り
さ
れ
て
、

「
そ
れ
は
、
私
の
仕
事
よ
。
何
か
あ
っ
た
ら
担

任
の
連
絡
を
受
け
て
、
私
が
電
話
を
し
、
私
が

そ
の
家
に
行
っ
て
話
を
す
る
の
よ
」

と
、
担
当
者
が
誇
ら
し
げ
に
答
え
て
く
れ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
「
お
金
の
感
覚
」
で
す
。

　

仕
事
の
で
き
る
優
秀
な
教
師
が
、
高
い
所
得

を
得
る
の
は
ア
メ
リ
カ
で
も
中
国
で
も
同
じ
で

す
。

　

中
国
で
は
、
給
料
そ
の
も
の
を
高
く
す
る
例

も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
給

料
は
日
本
と
同
じ
く
ら
い
か
、
逆
に
安
い
場
合

も
多
く
、
年
功
序
列
的
に
上
が
る
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
優
秀
な
先
生
は
、
自
分
の
知
的
財
産

を
販
売
す
る
こ
と
が
自
由
に
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
「T

eachers	Pay	T
eachers

」

（https://w
w
w
.teacherspayteachers.

com
/

）
は
、
そ
う
い
っ
た
売
買
が
で
き
る
代

表
的
な
サ
イ
ト
で
す
。

　

海
外
の
教
育
現
場
を
た
く
さ
ん
見
て

こ
ら
れ
た
中
で
、
日
本
で
取
り
入
れ
た

い
、
取
り
入
れ
る
べ
き
と
感
じ
た
こ
と

は
ど
の
国
の
ど
ん
な
働
き
方
で
す
か
？

　
　

三
つ
挙
げ
ま
す
。

　

第
一
に
「
時
間
」
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
小
中
学
校
に
視
察
に
行
く
と
、

先
生
方
は
午
後
三
時
に
サ
ー
ッ
と
帰
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
そ
う
い
う
契
約
だ
か
ら
」

と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
夜
遅
く
ま
で
ダ

ラ
ダ
ラ
と
残
っ
て
い
る
日
本
の
先
生
方
と
は
、

か
な
り
感
覚
が
違
う
よ
う
で
す
。

　

第
二
に
「
仕
事
の
範
囲
」
で
す
。

　

ク
ラ
ス
で
問
題
行
動
が
起
こ
る
と
、
日
本
の

先
生
方
は
家
庭
に
連
絡
を
入
れ
、
時
に
は
家
庭

訪
問
を
し
て
、
担
任
が
夜
遅
く
ま
で
対
応
す
る

の
が
普
通
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
担
任
の
先
生
は
そ
う
い
う

仕
事
を
し
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
教
育
現
場

時
間
・
仕
事
の
範
囲
・
お
金
の
感
覚
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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株式会社	騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

向山先生の仕切る知的会議
向山行雄先生が参加する
中央事務局会議
教育界の出来事について、
ワンランク上の情報が得られる。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
は
月
に

一
回
会
議
が
あ
る
。
四
十
人
近
い

メ
ン
バ
ー
が
持
ち
寄
る
レ
ポ
ー
ト

の
発
表
を
、
向
山
先
生
が
仕
切
る
。

　

ぺ
ら
一
枚
の
レ
ポ
ー
ト
は
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
が
ホ
ッ
チ
キ
ス
で

と
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

向
山
先
生
は
、
ま
ず
、
カ
ラ
ー

の
レ
ポ
ー
ト
を
取
り
出
し
、
説
明

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
と
じ
て
あ
る

レ
ポ
ー
ト
へ
と
進
行
し
て
い
く
。

ほ
と
ん
ど
が
報
告
の
形
で
、
一
人

の
発
表
は
、
三
十
秒
か
ら
一
分
程

度
。
向
山
先
生
が
取
り
上
げ
て
詳

し
く
読
む
よ
う
に
促
し
た
り
、
コ

メ
ン
ト
し
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
の
発
表
を
す
る
だ
け

で
も
、
初
め
の
頃
は
随
分
緊
張
し

た
。
中
央
事
務
局
の
先
生
方
の
説

明
は
、
鍛
え
ら
れ
て
い
て
、
も
た

も
た
す
る
よ
う
な
場
面
は
な
い
。

　

少
し
で
も
間
が
空
い
て
し
ま
え

ば
、「
次
！
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

五
月
の
事
務
局
会
議
で
の
向
山

先
生
の
指
導
に
つ
い
て
、
根
本
正

雄
先
生
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
︱
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
日
、
向
山
先
生
の
指
導
が

入
っ
た
の
は
、
松
本
一
樹
先
生
の

「
中
教
審
資
料
の
抜
粋
」
の
レ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

「
４
．
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
応
じ

た
教
師
の
在
り
方
や
教
育
環
境
の

整
備
等
」
の
項
目
を
取
り
上
げ
、

「
十
一
の
項
目
の
中
か
ら
、
取
り

組
み
た
い
、
大
事
だ
と
思
う
も
の

を
三
つ
選
ん
で
！
」

と
言
わ
れ
た
。
選
ぶ
こ
と
で
、俄が

然ぜ
ん

、

当
事
者
意
識
が
生
ま
れ
る
。
十
一

項
目
を
更
に
何
度
も
読
み
返
す
こ

と
に
な
る
。
ボ
ー
ッ
と
生
き
て
い

る
私
を
見
透
か
す
よ
う
な
指
導
で
、

目
が
覚
め
る
。

　

そ
の
後
、
手
を
挙
げ
さ
せ
る
の

か
な
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
幾
つ
か
の
項
目
を
取
り

上
げ
、
周
り
の
人
と
意
見
を
交
換

す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。

　

選
ん
だ
理
由
や
解
釈
を
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

そ
の
後
、
中
央
教
育
審
議
会
の

資
料
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ

い
て
、
谷
先
生
、
行
雄
先
生
に
発

言
を
求
め
た
。

　

お
二
人
は
、「
１
．
新
時
代
に

対
応
し
た
義
務
教
育
の
在
り
方
」

の
一
番
に
示
さ
れ
て
い
る
「
基
礎

的
読
解
力
な
ど
の
基
盤
的
な
学
力

の
確
実
な
定
着
に
向
け
た
方
策
」

で
＂あ
る
こ
と
＂
に
つ
い
て
発
言

さ
れ
た
。

　

行
雄
先
生
は
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
の
背
景
、
ど
の
よ
う
に
論
議
さ

れ
て
い
く
か
な
ど
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

行
雄
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
を
通
し
て
の
お
話
は
、
本
当

に
勉
強
に
な
る
。
行
雄
先
生
が
中

央
事
務
局
に
来
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
な
り
、
教
育
界
の
出
来
事
に
つ

い
て
新
し
い
視
点
で
の
お
話
が
聞

け
る
。
納
得
さ
せ
ら
れ
た
り
、
理

解
を
深
め
ら
れ
た
り
と
、
更
に
貴

重
な
時
間
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
年
間
、
行
雄
先
生
は
、
中
央

事
務
局
会
議
に
遅
刻
も
欠
席
も
な

い
。
そ
し
て
二
次
会
の
「
庄
や
」

ま
で
。
感
謝
！

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

オクム師匠の教え⑯
打合せもリハーサルもなしだけれど、師匠に
教わったルオーの伝統的な作法通りに演奏を
始めることにした。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
を
終
え
て
外
に
出
た
。
日
差
し

が
強
い
。
ア
レ
ゴ
村
は
標
高
が
二

千
メ
ー
ト
ル
近
い
と
は
い
え
、
赤

道
の
ほ
ぼ
真
下
に
あ
る
。

　

庭
の
木
の
下
に
は
、
オ
ク
ム
が

使
っ
て
い
た
演
奏
用
の
マ
ッ
ト
と

小
さ
い
木
椅
子
が
用
意
し
て
あ
っ

た
。

　

オ
ク
ム
の
ク
ワ
イ
ヤ
（
合
唱

隊
）
だ
っ
た
オ
チ
エ
ル
と
ジ
ョ

シ
ュ
ア
が
待
っ
て
い
る
。

　

打
合
せ
も
リ
ハ
ー
サ
ル
も
な
し

だ
け
れ
ど
、
師
匠
に
教
わ
っ
た
ル

オ
ー
の
伝
統
的
な
作
法
通
り
に
演

奏
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

最
初
は
、「
ト
ゥ
ム
・
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
」
と
「
パ
ク
ル
オ
ッ
ク
」。

　

ラ
イ
ブ
以
外
で
、
ほ
と
ん
ど
の

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
が
最
初
に
演

奏
す
る
の
が
「
ト
ゥ
ム
・
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
」
だ
。「
ト
ゥ
ム
」
は

音
楽
と
い
う
意
味
で
、「
さ
あ
こ

れ
か
ら
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
演
奏

を
始
め
ま
す
よ
」
と
い
う
挨
拶
代

わ
り
の
曲
で
あ
る
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
は
、
演
奏

中
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、
奏
者
自
身

が
い
か
に
熟
練
し
た
技
術
を
も
っ

て
い
る
か
を
大
げ
さ
に
自
慢
し
た

り
、
特
定
の
人
を
こ
れ
で
も
か
と

お
だ
て
上
げ
た
り
す
る
。

　

し
か
も
そ
れ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

言
わ
ず
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、

独
特
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
て

表
現
す
る
。
こ
れ
が
「
パ
ク
ル

オ
ッ
ク
」
と
い
う
ル
オ
ー
民
族
固

有
の
文
化
で
あ
る
。　

私
は
ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

ア
レ
ゴ
カ
ラ
プ
ー
ル
か
ら
来
た
娘

ま
る
で
猟
犬
の
よ
う

靴
も
履
か
ず
に
ト
ゲ
だ
ら
け
の
茨

の
道
を　

ハ
ン
タ
ー
よ
り
も
速
く
走
る

座
っ
た
ま
ま
で
牛
を
操
る
こ
と
が

で
き
る

ア
レ
ゴ
か
ら
来
た
娘

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
を
褒
め
称
え

よ
う

盲
目
の
人
は
誰
も
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
し
て
も

そ
の
手
は
プ
レ
ー
ト
に
あ

る
一
番
大
き
い
マ
ン
タ
ジ

（
ケ
ニ
ア
の
揚
げ
パ
ン
）

を
間
違
え
る
こ
と
は
な
い

　

ハ
ン
タ
ー
よ
り
も
速
く

走
る
だ
の
、
座
っ
た
ま
ま

で
牛
を
操
る
だ
の
と
歌
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
詰
ま
る

と
こ
ろ
「
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
、
私
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ

の
ス
キ
ル
は
高
い
」
と
い

う
意
味
だ
。

　

私
が
歌
う
伝
統
曲
に
も
、

パ
ク
ル
オ
ッ
ク
が
随
所
に
ち
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。

　

師
匠
か
ら
授
か
っ
た
歌
詞
と
は

い
え
、
日
本
人
の
感
覚
だ
と
「
こ

ん
な
こ
と
を
お
客
さ
ん
の
前
で
、

自
分
で
歌
っ
ち
ゃ
っ
て
い
い
の
？
」

み
た
い
な
内
容
も
結
構
あ
っ
た
り

す
る
。

世界初女性
ニャティティ奏者
アニャンゴこと

︵
師
匠
か
ら
授
か
っ
た
曲
を
演
奏
︶
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

向山先生の一番弟子
誠実な人、それは板倉弘幸先生。

　

幾
度
と
な
く
向
山
洋
一
先
生
は

言
わ
れ
る
。「
板
倉
先
生
ほ
ど
誠

実
な
人
は
い
な
い
。
誠
実
な
上
に

も
誠
実
だ
」。
私
も
そ
の
よ
う
に

感
じ
る
出
来
事
が
最
近
二
つ
あ
っ

た
。

﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄
誌
の
原

稿
に
引
用
さ
れ
た
国
語
辞
典
の
出

版
社
が
分
か
ら
な
い
。
編
集
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
担
当
者
が
調
べ
て

も
分
か
ら
ず
、
な
ん
と
執
筆
の
先

生
自
身
も
覚
え
て
い
な
い
。
そ
ん

な
中
、
編
集
担
当
の
田
村
さ
ん
が

「
困
っ
た
と
き
の
板
倉
先
生
」
と

ば
か
り
に
お
尋
ね
し
た
ら
、
な
ん

と
出
典
が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
「
さ
す
が
板
倉
先

生
！
」
と
社
内
で
話
題
に
な
っ
た
。

　

忙
し
い
中
、
ど
ん
な
質
問
に
も

真
摯
に
対
応
し
、
結
果
を
出
し
て

く
れ
る
板
倉
先
生
だ
っ
た
。

　

先
日
も
「
中
高
生
の
た
め
の
暗

唱
詩
文
集
」
を
購
入
さ
れ
た
先
生

か
ら
、「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と

り
」（
島
崎
藤
村
）
の
一
文
に
「
麦

の
色
は
づ
か
に
青
し
」
は
「
麦
の

色
わ
づ
か
に
青
し
」
で
は
な
い
か

と
問
合
せ
が
あ
っ
た
。
社
内
で
も

調
べ
た
が
ど
ち
ら
も
正
し
い
よ
う

な
結
果
と
な
り
、
こ
こ
は
板
倉
先

生
に
お
尋
ね
す
る
し
か
な
い
と
お

伺
い
し
た
。
す
る
と
、
板
倉
先
生

は
、
昭
和
・
大
正
・
明
治
に
ま
で

遡
り
、
そ
の
時
代
は
ど
の
よ
う
な

表
現
だ
っ
た
か
、
そ
れ
が
い
つ
変

わ
っ
た
の
か
ま
で
、
様
々
な
文
献

を
調
べ
て
く
れ
た
。
後
か
ら
聞
け

ば
、﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄
誌

の
校
正
そ
っ
ち
の
け
（
失
礼
）
で

時
間
を
割
い
て
く
れ
た
そ
う
だ
。

　

後
日
お
礼
を
伝
え
る
と
、
板
倉

先
生
か
ら
、「
研
究
所
か
ら
の
お

仕
事
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す

頑
張
ら
ね
ば
と
固
く
心
に
誓
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
調
べ
事
の
よ

う
な
内
容
は
、
心
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
何
な
り
と
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。
自
分
も
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
の
で
。﹃
は
ず
か
に
﹄

の
件
が
あ
り
ま
し
て
か
ら
﹃
三
省

堂	

新
旧
か
な
づ
か
い
辞
典
﹄
や

﹃
か
な
づ
か
い
入
門
﹄（
平
凡
社
）

の
本
の
存
在
を
知
り
、
入
手
し
て

読
ん
で
み
ま
し
た
。
藤
原
定
家
や

契
沖
の
仮
名
遣
い
問
題
と
の
関
連
、

現
代
仮
名
遣
い
の
こ
と
な
ど
も
よ

り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
校
正
の
お
仕
事
に
も
役
立
ち

ま
す
」
と
お
返
事
が
あ
っ
た
。

　

苦
労
さ
れ
た
言
葉
な
ど
一
言
も

な
く
、
前
向
き
な
言
葉
ば
か
り
が

並
ん
で
い
る
。
な
ん
と
誠
実
で
謙

虚
な
お
返
事
な
の
か
。

　

板
倉
先
生
の
誠
実
さ
に
接
し
、

目
の
前
の
仕
事
に
真
摯
に
向
き
合

う
姿
勢
を
学
ん
だ
。

〈
今
月
の
向
山
先
生
〉

一 

モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ロ
キ
ア
ム

　

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
い
研
究
者
が

中
心
に
な
っ
て
「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ

ロ
キ
ア
ム
」
を
昨
年
十
二
月
か
ら
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
。
事
実
と
価
値
を
統
合
し
な

が
ら
、
領
域
横
断
的
に
、
現
代
の
人
間
・
社

会
・
文
明
の
よ
り
良
き
あ
り
よ
う
に
つ
い
て

探
求
し
、
今
後
求
め
ら
れ
る
道
徳
原
理
を
構

築
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
ラ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
の
学
問
領
域
と
接
点
を
有
す
る

研
究
及
び
言
論
活
動
を
展
開
し
て
い
る
識
者

を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
、
道
徳
科
学
研
究
を
専
門
と
す

る
数
十
名
の
研
究
者
と
議
論
を
深
め
、
モ
ラ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
最
前
線
を
切
り
開
き
、

「
道
徳
科
教
育
学
」
の
体
系
的
な
理
論
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
第
一
回
は
昨
年
十
二

月
十
二
日
、「
道
徳
と
人
権
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
法
政
大
学
の
金
子
匡
良
教
授
と
道
徳
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
梅
田
徹
教
授
が
講
演
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
十
八
世
紀
以
降
、

「
人
権
」
概
念
は
最
も
多
く
議
論
さ
れ
て
き

た
概
念
で
あ
る
が
、
最
も
議
論
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
が
「
道
徳
」
概
念
と
い
え
る
。
こ

の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
を
是
正
し
、「
人
権
」

と
「
道
徳
」
を
い
か
に
統
合
す
る
か
と
い
う

問
題
意
識
に
沿
っ
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。
金
子
教
授
か
ら
は
、「
自
律
的
個
人
」

を
媒
介
に
「
人
権
」
と
「
道
徳
」
が
統
合
さ

れ
る
理
路
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
、
梅

田
教
授
か
ら
は
、「
人
権
感
受
性
」
と
い
う

新
概
念
に
よ
っ
て
「
人
権
」
と
「
道
徳
」
の

統
合
を
図
る
道
を
示
唆
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
二
回
は
三
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
、
教
育

哲
学
と
道
徳
教
育
学
、
社
会
心
理
学
の
専
門

家
を
招
聘
し
て
、「
道
徳
と
教
育
︱
︱
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
見
直
し
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

今
日
的
課
題
で
あ
る
道
徳
科
教
育
学
の
構

築
は
、
道
徳
と
は
何
か
、
教
育
と
は
何
か
と

い
う
根
源
的
な
問
い
の
探
求
を
基
礎
付
け
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
道
徳
と

教
育
を
め
ぐ
る
従
来
の
認
識
枠
組
み
の
妥
当

性
の
吟
味
・
検
討
を
要
求
す
る
。
こ
の
観
点

か
ら
、
東
京
家
政
大
学
の
走
井
洋
一
教
授
に

「
道
徳
と
道
徳
教
育
を
結
ぶ
︱
︱
運
動
と
し

て
の
道
徳
の
担
い
手
で
あ
る
﹃
私
た
ち
﹄」、

東
北
文
教
大
学
の
足
立
佳
菜
専
任
講
師
に

「
道
徳
授
業
に
お
け
る
学
び
と
そ
の
指
導
・

支
援
」、
日
本
大
学
大
学
院
博
士
課
程
の
青

山
美
樹
さ
ん
に
「
社
会
心
理
学
的
見
地
か
ら

考
え
る
道
徳
の
意
義
︱
︱
米
国
に
お
け
る
道

徳
心
理
学
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
て
」
と
題

し
て
、
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

日本の　　 のために

「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ロ
キ
ア
ム
」
と

道
徳
心
理
学
・「
道
徳
脳
」
研
究

脳
科
学
と
教
育
　
第
四
回

ラグビーワールドカップ大会記念
ボトル。中味は焼酎「いいちこ」

門間政博先生と。門間先生とは、その昔、
研究所で一緒に働いたお仲間だ。

今月の一言は「いかなる時も困難
な時も子どもの側に立ち続けよ」
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今
年
度
の
第
一
回
は
六
月
十
九
日
に

「﹃
分
断
社
会
﹄
と
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」、

第
二
回
は
十
月
九
日
に
「﹃
震
災
復
興
﹄
と

モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
～
尊
厳
あ
る
復
興
を
目

指
し
て
」、
第
三
回
は
来
年
二
月
十
二
日
に

「﹃
地
方
消
滅
﹄
と
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
～
個

人
・
社
会
・
国
家
を
い
か
に
守
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

二 

道
徳
性
の
発
達
に
関
す
る
心
理
学
の 

 

諸
理
論

　

道
徳
性
の
発
達
に
関
す
る
心
理
学
的
理
論

と
し
て
は
、
ピ
ア
ジ
ェ
、
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の

説
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
の

心
理
学
的
理
論
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

①Eisenberg,N
.

の
「
向
社
会
性
発
達
理

論
」、
②H

off	m
an,M

の
「
共
感
と
道
徳
性

の
発
達
理
論
」、
③K

ochanska,G

の
「
良

心
の
発
達
理
論
」
で
あ
る
。

　

①
に
よ
れ
ば
、
同
情
は
認
知
的
視
点
取
得

と
と
も
に
、
向
社
会
的
道
徳
推
論
の
レ
ベ

ル ※
を
予
測
し
、
向
社
会
的
行
動
を
予
測
す
る
。

視
点
取
得
だ
け
で
は
向
社
会
的
行
動
を
予
測

し
な
い
が
、
同
情
は
単
独
で
も
向
社
会
的
行

動
を
予
測
す
る
。

　

②
に
よ
れ
ば
、
共
感
が
普
遍
的
で
向
社
会

的
な
道
徳
性
で
あ
る
。
共
感
的
苦
痛
と
共
感

を
も
と
に
し
た
罪
悪
感
が
、
誘
導
的
な
し
つ

け
に
よ
っ
て
、
共
感
的
道
徳
性
を
発
達
さ
せ

る
。「
共
感
性
」
と
は
、
他
人
の
感
情
と
の

正
確
な
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
な
く
、
自
分
の
状

況
よ
り
も
他
人
の
状
況
に
適
し
た
感
情
的
反

応
の
こ
と
で
あ
る
。

　

③
に
よ
れ
ば
、
良
心
は
、
道
徳
的
情
動
と

ル
ー
ル
に
適
合
す
る
行
い
と
か
ら
な
る
。
道

徳
的
情
動
は
、
罪
悪
感
と
共
感
的
苦
痛
か
ら

な
る
。
ル
ー
ル
に
適
合
す
る
行
い
は
、
母
親

の
禁
止
と
要
請
の
内
面
化
な
ら
び
に
他
の
大

人
の
ル
ー
ル
の
内
面
化
か
ら
な
る
。

　

ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
カ
ガ
ン
教
授

に
よ
れ
ば
、「
共
感
・
恥
・
罪
悪
感
の
情
動
」

が
育
つ
臨
界
期
は
二
歳
の
終
わ
り
頃
、「
善

悪
の
意
味
的
概
念
を
獲
得
す
る
」
の
は
三
歳

の
初
め
頃
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
近
年
の
道
徳
性
の
発
達
に
関
す

る
心
理
学
的
理
論
を
踏
ま
え
て
、
道
徳
教
育

の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

三 

﹁
道
徳
脳
﹂
研
究

　

伊
藤
俊
太
郎
東
京
大
学
・
麗
澤
大
学
名
誉

教
授
に
よ
れ
ば
、「
最
近
、
認
知
神
経
科
学

と
進
化
心
理
学
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
、
こ

の
二
つ
の
研
究
領
域
の
結
合
か
ら
、
道
徳
に

つ
い
て
の
科
学
的
探
究
が
活
発
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
道
徳
や
倫
理
も
大
脳
組
織

の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
」
と
い
う
。
筆
者
が
注

目
し
て
い
る
著
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴ ﹃
モ
ー
ラ
ル
ブ
レ
イ
ン
︱
︱
脳
科
学
と
進

化
科
学
の
出
会
い
が
拓
く
道
徳
脳
研
究
﹄

（
望
月
文
明
、
立
木
教
夫
監
訳　
Ｊ
・
フ
ェ

ア
プ
レ
ツ
ェ
、
Ｊ
・
ブ
レ
ッ
ク
マ
ン
、
Ｓ
・

ヴ
ァ
ネ
ス
テ
編　

麗
澤
大
学
出
版
会
）

⑵ ﹃
心
︲
脳
研
究
と
モ
ー
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
﹄

（
立
木
教
夫
著　

麗
澤
大
学
出
版
会
）

⑶ ﹃
モ
ラ
ル
の
起
源
︱
︱
実
験
社
会
科
学
か

ら
の
問
い
﹄（
亀
田
達
也
著　

岩
波
書
店
）

⑷ ﹃
社
会
は
な
ぜ
左
と
右
に
わ
か
れ
る
の
か

︱
︱
対
立
を
超
え
る
た
め
の
道
徳
心
理

学
﹄（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ハ
イ
ト
著　

高
橋

洋
訳　

紀
伊
國
屋
書
店
、
全
米
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
）

　

次
号
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
著
書
を
中
心
に

「
脳
科
学
と
道
徳
教
育
」
研
究
の
最
新
動
向

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
。

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

大阪府
TOSS大阪みおつくし

大阪府池田市立秦野小学校

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

連絡先：harada.tomoya@toss2.com

熱気・学び・笑いの三拍子がそろう
　みおつくしは、今年で創立20周年の老舗の
サークルだ。現在、大阪府各地の小学校・中
学校に勤務する100名以上の先生方が学んで
いる。子サークルが15前後あり、毎週各地で
例会を開いている。教え方セミナーには、毎
年、延べ2000名以上の参加者がいて、全国で
１・２を争う勢いがあるサークルだ。ぜひ一
度、大阪の熱気・学び・笑いを経験しにお越
しいただきたい。

日本の　　 のために

※ 

レ
ベ
ル
１
：
快
楽
主
義
的
・
自
己
焦
点
的
指
向　

レ
ベ
ル
２
：
相
手
の
要
求
に
目
を
向
け
た
指
向

 

レ
ベ
ル
３
：
承
認
・
対
人
的
指
向
、
又
は
紋
切
り
型
の
指
向　

レ
ベ
ル
４
ａ
：
自
己
反
省
的
な
共
感
指
向

 

レ
ベ
ル
４
ｂ
：
移
行
段
階　

レ
ベ
ル
５
：
強
く
内
面
化
さ
れ
た
段
階

＊
太
字
は
、http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/
　

chousa/shotou/053/shiryo/__icsFiles/afi eldfi 
　

le/2015/12/22/1363845_001.pdf　

よ
り
引
用

茨城県
TOSS茨城NEVER／TOSS一

いち

貫
つらぬく

茨城県水戸市立梅が丘小学校

桑
くわ

原
ばら

 和
かず

彦
ひこ

連絡先：Kuwabara.kazuhiko@toss2.com

４つのことで教師力向上を目指すサークル！
　TOSS茨城NEVERは、県内一の老舗サーク
ルだ。土日の半日、月１回、水戸市か土浦市
で開催。TOSS一貫は、水戸市で水曜の夜開
催だ。どちらも①模擬授業、②レポート検討、
③向山洋一研究、④Q&Aの４つに取り組んで
いる。先日は『教育トークライン』誌の読書
会を行った。学校では味わえない仲間との学
習は笑いあり学びありの楽しい時間である。
ぜひご参加を！

第５回 全国連合子ども観光大使大会in兵庫７ 月

全国の仲間たちとの出会いで、子どもたちの可能性はさらに広がる
　子ども観光大使とは、地域の良さを体験し、知識をもち、
良さを伝える発信をし、より良い地域づくりをしていこうと
する子供たちです。2018年までに誕生した子ども観光大使は、
9,352人。子ども観光大使イベントに参加し、ふるさとの良さ
を学んでいる子は、約25,000人に達しました。７月27日には、
地域の良さを学んだ子ども観光大使が、全国各地から集まり
ます。子ども観光大使の感動のプレゼンテーション、名刺交
換会、ご当地チャレランで、全国の仲間と交流します。ぜひ、
各県の代表の子供たちの応援にいらしてください。

【開催日時】2019年７月27日（土）　13：00 ～ 16：30
【開催場所】神戸芸術センター

（兵庫県神戸市中央区熊内橋通７丁目１－13）
【講師】向山洋一氏・谷和樹氏・伴一孝氏・井戸砂織氏
【お申込み】
　保護者・子供　https://pro.form-mailer.jp/fms/33d32831148441	
　教員・一般　https://pro.form-mailer.jp/fms/0069e5fa148442

【内容】 ●全国ご当地観光チャレラン体験
	 ●オープニングセレモニー「ニャティティソーラン」
	 ●全国子ども観光大使活動報告　●観光模擬授業
	 ●大名刺交換会　●特別講演　●修了証授与

【主催者】全国連合子ども観光大使大会
【後援】観光庁／兵庫県内全自治体／教育委員会（予定）
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向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

子ども観光大使！  育成の秘
ひ

訣
けつ

（観光まちづくり教育について）当時、秋田県峰浜村の村長さんに言われた印象
的なお話があります。

　向山先生、聞いてくれ。私たちは一生懸命に良い教育をする。でも、教育
を受けた優秀な子は、高校・大学と進むにつれてみんな都会へ出て行く。そ
して、ほとんど帰ってこない。
　優秀な子ほど故郷を捨てる現象が生じるのはおかしい。

　そういったことに対して問題提起することから「観光・まちづくり教育」は出
発しました。

（『教育コミュニティ』誌　2018年春号　向山洋一インタビューより）

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年3月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　7月号
CONTENTS
●私もやってる！　社会貢献活動報告掲示板
●教育コミュニティ７月号

【連載】
１．子育てQ&A……向山洋一氏・師尾喜代子氏（構成：佐藤あかね氏）
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子氏
３．越智敏洋のNPO運営講座４……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●子ども観光大使ギャラリー

・観光大使って楽しい！　大活躍の子ども観光大使たち
・御礼新聞　実物画像大公開！

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！

★大変お待たせいたしました。
　７月号の公開に合わせて、掲示板がスタートしました。
　どんな小さな活動でも構いません。自由に書き込んでください。

四
月
二
日
㈫ 

夕
方
、
研
究
所
新
年
度
方
針
に

つ
い
て
会
議
。
夜
、
映
像
全
集
打
ち
合
わ
せ
。

四
月
五
日
㈮ 

二
〇
一
九
年
度
郵
便
教
育
推
進

委
員
会
。
大
手
町
の
日
本
郵
便
本
社
大
会
議

室
。
今
年
か
ら
弟
の
行
雄
が
委
員
長
と
な
る
。

私
は
特
別
顧
問
。

四
月
七
日
㈰ 
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
、
川

崎
市
教
育
文
化
会
館
。
谷
、
美
崎
、
安
田
ほ

か
多
数
。
懇
親
会
で
現
場
の
話
を
聞
く
。

四
月
九
日
㈫ 

「
木
曽
路
」
に
て
、
い
つ
も
の

打
ち
合
わ
せ
会
。
師
尾
、
美
崎
、
水
川
達
と
。

四
月
十
日
㈬ 

午
前
中
、
研
究
所
で
教
材
開
発

会
議
。
恵
理
子
達
と
。

四
月
十
一
日
㈭ 

夕
方
か
ら
中
央
事
務
局
会
議
。

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
四
十
名
ほ
ど
。

四
月
十
二
日
㈮ 

研
究
所
に
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
打
ち
合
わ
せ
。
夕
方
、
学
芸
み
ら
い
社

役
員
会
。
小
島
社
長
、
正
進
社
小
林
社
長
、

師
尾
先
生
と
向
山
で
。
懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

四
月
十
三
日
㈯ 

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
川

口
。
谷
先
生
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
が
面
白
か
っ
た
。

四
月
十
五
日
㈪ 

午
後
、
尾
木
君
（
高
校
の
友

達
）
と
武
蔵
小
杉
の
不
動
産
に
つ
い
て
。
不

動
産
の
相
談
な
ら
、
向
山
の
親
友
尾
木
君
へ
。

四
月
十
六
日
㈫ 

午
後
、研
究
所
に
て
経
営
会
議
。

四
月
十
七
日
㈬ 

夕
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
会
議
。

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
。
そ
の
後
、
食
事
。

四
月
十
八
日
㈭ 

向
山
直
伝
教
材
ユ
ー
ス
ウ
ェ

ア
セ
ミ
ナ
ー
。
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
研
究

所
社
員
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
二
十
五
名
。

鳥
取
の
松
本
先
生
や
島
根
の
吉
川
先
生
も
参
加
。

四
月
十
九
日
㈮ 

午
後
か
ら
京
都
へ
。
サ
ー
ク

ル
訪
問
。
二
十
名
の
先
生
方
。
一
人
一
人
の

レ
ポ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
す
る
。

四
月
二
十
日
㈯ 

京
都
薬
研
堀
で
、
山
手
重
信

先
生
、
行
雄
、
谷
先
生
、
椿
原
先
生
、
師
尾

先
生
ほ
か
京
都
の
先
生
方
と
。
幼
児
教
育
に

つ
い
て
、
様
々
な
意
見
交
換
。

四
月
二
十
三
日
㈫ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
キ
ッ
ズ
の
件
で

打
ち
合
わ
せ
。
山
口
の
稲
田
先
生
、
師
尾
先

生
、
戸
村
先
生
と
。
シ
ェ
ラ
ト
ン
で
食
事
。

四
月
二
十
四
日
㈬ 

教
材
開
発
会
議
。
恵
理
子
、

谷
、
長
谷
川
、
小
嶋
な
ど
と
。

四
月
二
十
五
日
㈭ 

研
究
所
で
教
材
開
発
会

議
・
経
営
会
議
。
恵
理
子
達
と
。

四
月
二
十
七
日
㈯ 
月
島
で
の
教
え
方
セ
ミ

ナ
ー
。
桜
木
の
サ
ー
ク
ル
。
そ
の
後
、懇
親
会
。

四
月
三
十
日
㈫ 

浅
草
で
三
人
会
。
板
倉
先
生
、

師
尾
先
生
と
。
板
さ
ん
が
教
材
の
資
料
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
く
る
。

四
月
五
日
㈮ 

郵
便
教
育
推
進
委
員
会
。
顧
問

の
向
山
洋
一
先
生
、
会
長
の
行
雄
先
生
と
。

四
月
六
日
㈯	

Ｊ
Ｒ
東
海
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
協
力

し
て
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
学
ぶ
テ
キ
ス

ト
」
を
開
発
。
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

学
校
の
先
生
方
に
児
童
数
の
印
刷
発
送
サ
ー

ビ
ス
も
開
始
。

四
月
八
日
㈪ 

定
例
の
谷
企
画
会
議
。
研
究
所

の
安
田
副
社
長
と
学
芸
み
ら
い
社
の
小
島
社

長
が
参
加
さ
れ
た
。
三
十
ほ
ど
の
案
件
を
一

時
間
で
検
討
終
了
。
会
議
は
全
て
英
語
。

四
月
十
三
日
㈯ 

今
年
か
ら
各
地
の
教
え
方
セ

ミ
ナ
ー
会
場
へ
の
全
国
行
脚
を
始
め
た
。
講

師
料
も
交
通
費
も
全
て
無
料
。
手
弁
当
で
訪

問
す
る
。
第
一
回
目
は
埼
玉
県
川
口
市
へ
。

教
材
の
使
い
方
を
中
心
に
、
私
も
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
向
山
先
生
と
師
尾
先
生
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
参
加
し
て
く
だ
さ
り
会
場
と

懇
親
会
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
に
！　

滋
賀
、

青
森
、
山
形
、
栃
木
、
静
岡
、
浜
松
と
続
く
。

四
月
二
十
日
㈯ 

長
年
向
山
先
生
と
親
交
の
あ

る
京
都
の
山
手
先
生
と
行
雄
先
生
と
の
懇
談

会
で
京
都
へ
。
向
山
先
生
、
中
央
事
務
局
の

先
生
方
、
そ
し
て
関
西
の
仲
間
た
ち
と
。

2019年4月
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１ 

地
域
と
の
つ
な
が
り

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
全
二
十
五
市

町
で
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
全
て
の

市
町
の
後
援
を
獲
得
し
、
首
長
の

方
々
も
参
加
し
て
い
る
。
ど
の
教
室

で
も
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
す
ば

ら
し
い
活
動
だ
ね
。
ぜ
ひ
、
ま
た
お

願
い
し
ま
す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
良
さ
を
子
供
た

ち
が
発
信
す
る
活
動
は
、
ど
の
場
所

で
も
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

　

教
室
の
運
営
に
は
、
地
域
と
の
連

携
が
欠
か
せ
な
い
。
ど
の
会
場
も
地

元
の
講
師
の
皆
さ
ん
に
依
頼
し
、
教

室
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
事

務
局
長
は
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
か
、
勤
務
し
て
い
る
教
師
が
担
当

た
り
、
教
室
の
こ
と
を
宣
伝
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
き
た
。
最
近
は
、
県

内
に
知
ら
れ
て
き
た
の
で
、
な
か
な

か
取
り
上
げ
て
も
ら
え
な
く
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
で
記
者
の
方
に
聞
い
て

み
た
。「
な
か
な
か
取
り
上
げ
て
も

ら
え
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば

効
果
的
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
な
り

ま
す
か
」「
先
生
。
県
内
初
と
か
何

か
目
玉
が
あ
る
と
い
い
で
す
よ
。
諦

め
な
い
で
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
よ
」
と
教
え
て
も
ら
っ

た
。
そ
こ
で
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、

「
初
め
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
文
章

を
作
成
し
て
い
る
。
様
々
な
工
夫
を

重
ね
マ
ス
コ
ミ
と
連
携
す
る
こ
と
も

＂成
功
の
秘
訣
＂
で
あ
る
。

３　

保
護
者
と
の
つ
な
が
り

　

栃
木
県
の
子
ど
も
観
光
大
使
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
十
会
場
以
上

参
加
す
る
子
も
い
る
。
保
護
者
同
伴

の
た
め
、
親
も
後
ろ
で
教
室
の
様
子

を
参
観
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
保
護

者
が
栃
木
県
の
子
ど
も
観
光
大
使
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
観
光
大
使
全
国
大
会
は
、

ら
町
の
教
育
委
員
会
に
話
し
て
も
ら

い
、
私
た
ち
の
活
動
に
全
面
的
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
子

供
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
緒
に
考

え
た
。
ま
だ
、
子
供
向
け
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
な
か
っ
た
の
だ
。
内
容
を
一

緒
に
考
え
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

完
成
し
た
。
活
動
の
様
子
は
、
地
元

の
下
野
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
鍊
瓦
窯
を
愛
す
る
会
の
取
組
は
、

下
野
新
聞
か
ら
地
域
貢
献
団
体
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
に
も
連

携
団
体
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

行
政
や
地
域
の
方
々
と
連
携
す
る

に
は
、
各
県
の
先
行
事
例
を
参
考
に

し
て
い
く
。
各
県
で
出
て
い
る
チ
ラ

シ
や
新
聞
を
活
用
す
れ
ば
い
い
。
昨

夏
、
愛
知
大
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

配
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
貴
重
な
資

料
に
な
る
。
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、

す
る
と
、
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、

概
要
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
表
敬
訪

問
に
は
、
保
護
者
も
引
率
と
し
て
一

緒
に
参
加
し
て
い
る
。
最
後
の
写
真

撮
影
も
毎
回
全
員
で
撮
っ
て
い
る
。

知
事
と
の
写
真
は
、
親
子
に
と
っ
て
、

と
て
も
い
い
記
念
に
な
る
よ
う
だ
。

　

全
国
大
会
後
に
保
護
者
か
ら
た
く

さ
ん
の
お
礼
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
保

護
者
会
代
表
の
小
平
氏
か
ら
も
長
文

の
お
礼
を
頂
い
た
。
一
部
を
紹
介
し

た
い
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
に
は
、
こ
の

愛
知
県
知
事
を
は
じ
め
県
内
の
首
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
行
政
と
連
携
す
る
と

き
に
見
せ
れ
ば
い
い
。
交
渉
に
は
、

「
モ
ノ
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

２　

マ
ス
コ
ミ
と
の
つ
な
が
り

　

子
ど
も
観
光
大
使
を
知
っ
て
も
ら

う
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
と
連
携
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
私
は
、
毎
年
春

休
み
に
新
聞
社
を
訪
問
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
、
そ
う
し
た
つ
な
が
り
で
子
ど

も
観
光
大
使
の
連
載
を
し
て
も
ら
っ

よ
う
な
機
会
を
頂
き
、
子
供
た
ち
の

成
長
の
経
験
値
が
机
上
の
勉
学
の
幾

十
倍
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
経
験
か
ら
も
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち

流
れ
の
中
で
行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
皆
で
作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
色
々

と
自
主
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

人
間
を
成
長
さ
せ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
今
回
、
発
表
の
場
で
そ
れ
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
人

間
力
が
ほ
ん
の
少
し
で
も
上
が
っ
た

の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
先
生
方
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
、
現
在
栃
木
県

で
は
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
も
た
く

さ
ん
の
応
援
団
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
成
功
の
秘
訣
で
あ
る
。
今
春

に
は
、
動
画
で
県
内
の
Ｐ
Ｒ
ド
ラ
マ

も
作
成
し
た
。
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
公
開
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
だ
け
が
、
動
く
の
で
は
な

く
、
行
政
、
地
域
、
保
護
者
、
そ
し

て
子
供
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
故
郷

の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
事
務
局
を

担
当
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
更
に
つ

な
が
り
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

私
が
事
務
局
を
行
っ
て
い
る
野
木

町
教
室
で
は
、
鍊れ
ん

瓦が

窯が
ま

の
見
学
を

行
っ
た
。
明
治
時
代
か
ら
伝
わ
る
鍊

瓦
窯
は
、
地
元
で
は
と
て
も
大
事
に

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
県
内
で
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
存
在
で

あ
っ
た
。
観
光
の
新
し
い
施
設
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に

「
鍊
瓦
窯
を
愛
す
る
会
」
の
代
表
と

交
渉
を
行
っ
た
。「
先
生
。
有
り
難
い
。

そ
う
い
う
の
を
待
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
ぜ
ひ
、一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

す
ぐ
に
、
交
渉
は
成
立
し
た
。
町
の

目
玉
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
代
表
か

昨
夏
五
回
目
を
迎
え
た
。
全
国
大
会

に
は
、
毎
回
二
十
名
ほ
ど
が
参
加
し

て
い
る
。
全
て
の
会
場
で
、
発
表
も

行
っ
て
き
た
。
台
本
は
、
全
て
保
護

者
代
表
の
小
平
氏
が
作
成
し
て
き
た
。

練
習
会
場
の
確
保
、
日
程
の
作
成
、

公
民
館
の
確
保
な
ど
。
そ
の
全
て
を

保
護
者
会
で
行
っ
て
い
る
。
全
国
大

会
に
参
加
し
て
、
子
供
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
が
子
ど
も
観
光
大
使
に
魅
力

を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

全
国
大
会
の
発
表
は
、
県
内
様
々

な
小
学
校
か
ら
立
候
補
し
て
く
る
。

立
候
補
者
用
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

を
作
り
、
内
容
の
検
討
、
連
絡
調
整

を
行
っ
て
き
た
。
台
本
、
練
習
場
の

確
保
、指
導
と
、全
て
保
護
者
が
行
っ

て
き
た
。
私
た
ち
は
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
立
場
で
あ
る
。
練
習
会
場
に
着
く

と
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
並
ぶ
。

練
習
の
合
間
に
、
お
菓
子
が
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
。
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り

取
り
を
し
て
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く

練
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
れ
て
い

る
。
練
習
の
成
果
も
あ
り
、
毎
回
の

発
表
も
好
評
だ
っ
た
。
大
会
が
終
了

「
子
ど
も
観
光
大
使
育
成
の
秘ひ

訣け
つ

」

地
域
、
保
護
者
に
応
援
団
を
作
る

つ
な
が
っ
た
応
援
団
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
観
光
大
使
を

支
え
て
く
れ
る
。

山や
ま

口ぐ
ち 

浩ひ
ろ

彦ひ
こ

栃
木
県
栃
木
市
立
赤
麻
小
学
校
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編
集
後
記		

▼
ノ
ー
ト
の
書
き
方
は
、
一
生
役
立
つ
技
術

で
す
。
ノ
ー
ト
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
大
人

向
け
の
書
籍
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
書
を
写
す
だ
け
の
ノ
ー
ト
の
時
代
は
終
わ

り
ま
し
た
。
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
、

後
で
見
た
と
き
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
書
く

こ
と
を
、
子
供
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
今
、
自
身
の
ノ
ー
ト

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
今
行
っ
て
い
ま
す
。（
戸
村
）

▼
新
学
習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ

に
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
学
校
と
地
域
の
更
な
る

連
携
強
化
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
携
の
具
体
的
な
事
例
や
必
要
な
情
報

が
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
「
教
育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
毎
月
の
更
新
を
楽
し
み
に
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
！
（
久
野
）

▼
社
会
貢
献
活
動
は
子
供
や
教
師
、
保
護
者

を
成
長
せ
し
め
る
大
き
な
教
育
力
を
も
つ
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
一
人
の
か
ま
ぼ
こ
嫌

い
な
少
年
が
、
総
合
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
を

経
て
、
卒
業
文
集
に
「
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
教
師
に
な
る
」
と
書
く
ま
で
に
成
長
し
た

実
践
記
録
や
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
栃
木

県
の
子
ど
も
観
光
大
使
の
実
践
も
、
保
護
者

の
協
力
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。（
板
倉
）

教師は夏休みに実力を付ける
ー私の夏休みの修業予定ー特集
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トークライン活用法
 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

t 4 x 6 n f
（ティー・よん・エックス・ろく・エヌ・エフ）

※有効期間：2019年6月15日～ 9月14日

ID：TL7

視聴できます！
入手できます！！❶ トークラインのWEBページ

 「デジタル・トークライン」
本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。

1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで見ら
れます。

2 コピーフリーページ（p.36）で紹介して
いるコンテンツを、ダウンロードして自
由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

★ 「お試し版」のページができました！（トッ
プページのバナーからアクセスできます）

 ご紹介いただく際にご利用ください。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所との
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

「教育トークライン」誌とともに、“クラス全員が熱中
する教材”もぜひご利用ください。

東京教育技術研究所
《お問合せ・ご連絡先》東京教育技術研究所

https://www.tiotoss.jp

価格 4,000 円（税込）

　本ファイルに B5判の学習テンプレート（別売り）を挟み、
市販のホワイトボードマーカーとイレイサーを使って運
筆や文字、 文章や計算の書き方を学習することができます。
　鉛筆よりも少ない力で
書けて、 間違えてもすぐ
に消して何度でもやり直
しができます。 書くこと
に苦手意識をもちやすい
発達障害のある子供や、
特別支援を要する子供に、
個別の合理的配慮を提供
できます。

書くことが苦手な子も学習できる
「トレースくん」！

トレースくん

＜先生の声＞
　特別支援教育を必要
とする子供の中には、書
くことを苦手としてい
る子がいます。
　特に微細運動障害のある子
は、手や指を使った運動が苦手
で、 鉛筆で書くこと自体がス
トレスになっている場合があ
ります。
 「トレースくん」は、 マーカー
を使って書くため、鉛筆よりも
大きな動き、 そして太い字で
書くことができるので子供た
ちがストレスなく学習に取り
組めるとても優れた教材です。

 「トレースくん」に挟みこむ学習テンプレートです。
　小学校１年で習うひらがな・カタカナ・漢字はもちろん、基礎となる運筆の練習
も収録してあります。

学習テンプレート　国語１年
価格 5,500 円（税込）

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

「怒り」を
どう造形するか
酒井臣吾

そのための形はどうすべきか、色彩はどうすべ
きかを具体的に提案する。（本誌Ｐ32）



令
和
元
年
6
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
511
号 令

和
元
年
6
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
511
号

発
行
人
：
向
山
洋
一　
編
集
人
：
向
山
洋
一　
発
行
：
東
京
教
育
技
術
研
究
所　
〒
１
４
２
ー
０
０
６
４ 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12　

 

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

すべての子供の学力を保障する
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トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

7
月
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特
集
・
子
供
に
力
を
付
け
る„
T
O
S
S
型
ノ
ー
ト
指
導
“大
全

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2019.7
子供に力を付ける
“TOSS型ノート指導”大全
子供に力を付ける
“TOSS型ノート指導”大全特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

松崎　力　　物語の主題は６つの手順でつかむ
戸村　隆之　文章構造と筆者の一番言いたいことを
　　　　　　ひと目でノートにまとめさせる
橋本　信介　ノートは思考の基地である
星野　優子　美しいノートのイメージを共有する
久野　歩　　ノートまとめは基礎学力を保障する
進士かおり　勉強の仕方を身に付けるためのノート
河田　孝文　観察はノートにさせる
小森　栄治　実験を振り返ることができるようにかく
木村　重夫　まだ間に合うノートスキル指導
小嶋　悠紀　「丁寧さ」を「継続的に」指導し続けることで
　　　　　　激変するミニ定規指導
太田　政男　「TOSS メモ」は調べ学習に最適である
平山　靖　　プログラミングの授業で
　　　　　　「紙のノート」を使ったら効果倍増
許　鍾萬　　「思考を見える化」するノート活用法
鈴木　良幸　東大受験にも対応する「TOSS ノート」




